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◆三位一体の運営 神戸コンベンションセンター
◆神戸市から3人目のMICE誘致アンバサダーが誕生！
◆G7神戸保健大臣会合200日前フォーラムの開催
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川島　神戸は1981年のポートアイランド
の街開きから、日本を代表するコンベン
ション都市として多くの成功を収めてこら
れたことは周知のとおりです。そして
2013年に観光庁からグローバルMICE戦
略都市に指定された神戸では、今年は
G7神戸保健大臣会合が開催され、2019
年に国際義肢装具協会世界大会、国際リ
ハビリテーション医学会などの大型国際
会議の誘致に成功するなど数々の実績も
挙げられています。
　これらの国際会議の舞台となる神戸コ
ンベンションセンターは、創設以来、神
戸国際観光コンベンション協会が管理運
営を担ってこられましたが、2010年より
日本コンベンションサービスとタッグを組
まれました。そして今回、2016年4月か
ら神戸ポートピアホテルがコンソーシア
ムに参画され、新たな指定管理者として
の取り組みがスタートされるとうかがって
います。本日はグローバルMICE戦略都
市の中核施設であるこの神戸コンベン
ションセンターの指定管理者として、都

市戦略の推進を担う皆さんにお集まりい
ただきました。神戸市がなぜ街づくりの
中核としてコンベンションを位置付けた
のか、その決断や経緯について。また神
戸コンベンションセンターが果たしてき
た役割。また新たな指定管理者のコン
ソーシアムによってコンベンションセン
ターが、さらには神戸がどのように変わっ
ていくのか。その未来戦略について、お
考えをお聞かせいただきたいと思います。
　まずは小柴会長から、いち早くコンベ
ンション戦略を掲げられた神戸市の当時
の経緯や、その後、コンベンションセン
ターが果たしてきた役割についてお聞か
せいただきたいと思います。

小柴　神戸は山と海に囲まれた非常に美
しい都市で、都市発展の観点から山の土
で海を埋め立て、人工島を造りました。
この人工島の完成を記念して開催された
のが「ポートピア’81博覧会」でした。そ
の後、各地で開催された地方博の先駆け
で、1,610万人に来場をいただき大成功
をおさめました。当時、私はポートピア
博覧会協会に出向し、事務局で経理関係
を担っていました。これまでにないこの

イベントが、本当にうまくいくのだろうか
と、財政計画も第6次までたてました。し
かし結果として65億円もの基金を残し、
ポートピア81記念財団を設立することが
でき、この財団が神戸での国際会議をサ
ポートする仕組みを作りました。
　神戸は重厚長大な産業で発展してきま
したが、1973年にはファッション都市宣
言を行うなど、多様な産業に対応する都
市への転換を模索していました。このよ
うな中、ポートアイランドに国内外から多
くの知識人や産業を呼び込む装置として、
国際会議場、国際展示場（現在の1号館）、
神戸ポートピアホテルからなるわが国初
の国際コンベンションコンプレックスを誕
生させました。その後、時代の要請に対
応し1991年に国際展示場2号館を、2006
年に3号館をオープンさせ、施設や機能
の充実を図ってまいりました。
　また神戸の都市施策と戦略的に連携し
てきた神戸国際観光コンベンション協会
は、集客交流装置としてのコンベンショ
ンセンターの誘致営業・施設運営部門と
シティセールスを中心とするコンベンショ
ンビューローを有しています。また、
1986年からは神戸の特性である”港・海”
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をテーマとする国際コンベンション
「Techno - Ocean」を自主事業として開催
してきました。2000年には、他都市には
ないイベントの運営母体として、経団連
の海洋開発推進委員会の会長をトップに
むかえてテクノオーシャン・ネットワーク
を設立。2年に一度の開催で今年は、お
かげさまで第16回を迎えます。

川島　都市の施策と連動する自主事業
「Techno - Ocean」の立ち上げ、その継続
開催に向けた強固な母体づくりなど素晴
らしい取り組みです。もちろんご苦労も
多いと思いますが、イベントの収支につ
いてお聞かせいただけませんか。

小柴　財政的には神戸市からの援助もあ
りますが、人材を含めイベントの企画・管
理・運営を協会が担っています。こうした
長年の取り組みの成果として、2018年に
は アメリカ のIEEEと の 共 催 に よ る

「OCEANS ’18」の神戸誘致に成功しました。

川島　IEEEと合同でのイベント開催は非
常に大きな成果であり、神戸ブランドの
向上に資するものです。小柴会長のお話
を伺っていると、会議場、展示場、ホテ
ルが一体化した誘致営業と施設運営をは
じめ、まさに初めて尽くしです。そこで一
つお伺いしたいのですが、他都市との違
い、神戸の強みをどのようにお考えです
か。

小柴　1981年から理想的なコンベンショ
ンコンプレックスを形成し、コンベンショ
ン都市を標榜し、都市への集客装置とし
ての35年にわたる誘致営業や施設運営
実績と、都市の施策と連動するイベント
の主催者としての開催ノウハウ、さらに
次代を先取る情報、トレンドの習得、蓄
積が神戸の強みであり、グローバルMICE

戦略都市としてグローバルMICEの誘致に
もつながっています。

川島　なるほど。こうした神戸の強みを
背景に、新たなパートナーを迎えた指定
管理者のコンソーシアムは、神戸のMICE
戦略の大きな力になりそうですね。
小柴　2006年から指定管理者制度が導
入され、当初は協会が単独で誘致営業と
施設運営を行っていましたが、国際性な
どを鑑み2010年には日本コンベンション
サービスに、そして今春からは最高品質
のサービスを提供する神戸ポートピアホ
テルにも加わっていただきます。特にコ
ンベンションホールもお持ちのポートピ
アホテルとは、今後、具体的なお話を詰
めていかなければなりませんが、例えば
宿泊、宴会などを含めた、神戸ブランド
のトータルパッケージなどが提供できな
いかと考えています。

川島　おもしろい取り組みですね。さて
小柴会長のお話に、国際化をより大きく
進めるために日本コンベンションサービ
スをパートナーにコンソーシアムを組ま
れたとありましたが、近浪社長はどのよ
うなお考えで参画されたのでしょうか。

近浪　個人的な話ですが創業者である父
が神戸高校出身でした。親戚の多くが神
戸に住んでおり、私には神戸の血が脈々
と流れています。弊社と神戸とのかかわ

りは、「ポートピア’81博覧会」で博覧会協
会のコンパニオンを募集し教育・訓練を
実施し、半年にわたって管理をするお仕
事を頂戴したことが始まりです。小柴会
長のお話にもありましたが、このポート
ピアの大成功が全国での地方博覧会ブー
ムにつながり、私どもも「ポートピア’81
博覧会」での実績を買われ、ほとんどの
博覧会でコンパニオンの育成の仕事に携
わらせていただくことができました。
　日本コンベンションサービスの社業は
コンベンションサービス、通訳・翻訳サー
ビス、人材サービスの3本の柱で成り立っ
ていますが、「ポートピア’81博覧会」の経
験があったからこそ人材サービスの今が
あり感謝に堪えません。1982年には神戸
国際会議場に神戸支社を開業し、多くの
皆様に叱咤、激励をいただき今日があり
ます。神戸で育んできたこうした歴史が
あったからこそ、2010年には、神戸コン
ベンションセンターの指定管理者として
参画する機会をいただけたと考えていま
す。私どもを育ててくださった神戸、行
政や市民の皆様に恩返しをしなければな
らないという思いで、指定管理に携わら
せていただいています。
　私どもの社業を通じて、コンベンション
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の主催者が求めるポイントを把握してい
たことが、指定管理者として施設の管理
運営にそのノウハウを生かせたのではな
いか、また神戸は数々の国際会議誘致に
成功していますが、誘致に際してもお役
に立てている部分があると感じています。

川島　主催者のニーズを熟知している
PCOの視点で、新しいノウハウを共有さ
れてこられたというお話ですが、国際性
という観点で日本コンベンションサービ
スはコアPCOであるMCIグループとの合
弁会社も設立されておられますね。

近浪　2008年にICCAやINCONなどの国
際団体の活動を通じて関係のあったMCI
グループというスイスに本社がある世界
最大級のPCO・イベントプランナー会社と

「MCI-JCS Japan」という合弁会社を設立
しました。
　MCIグループはコアPCOとして、またグ
ローバル企業のコアハウスエージェント
として、国際会議やインセンティブなど、
携わる案件の開催地を決定する立場にあ
ります。国際会議の誘致先を投票で決め
る案件では、投票権を持つ方々との関係
づくりなどロビイング活動が重要なポイ
ントとなります。MCIグループとのネット
ワークを生かすことで誘致先を日本へ、
そして神戸へと誘導しやすくなります。

川島　先代から関係の深い神戸で、MCI
グループとの連携関係にある立場を生か
して、コンベンションセンターの運営や神
戸への国際会議等の誘致に大きな力を
発揮されているというお話ですね。
　さてJNTOの統計によると神戸ポートピ
アホテルは、ここ数年、京王プラザホテ
ルをおさえてホテルでの国際会議開催件
数 は日本一です。その実績を携えて今春
からは、神戸コンベンションセンターの

指定管理者の一員となられるわけですが、
これまでの連携のスタイルとの違いを中
内社長はどのようにお考えですか。

中内　経営者の勉強会での先輩でもあ
る近浪社長は、『神戸にゆかりがあり、御
恩返しを考える中で巡ってきた良い機会』
とおっしゃっていましたが、私たちも思い
は同じです。これまで大変お世話になっ
た神戸国際観光コンベンション協会、あ
るいは神戸市へのご恩返しの気持ちから、
私たちに何かお手伝いができることがな
いかとご相談させていただく中で、今回
コンソーシアムに加わらせていただくこと
になりました。
　さて、神戸ポートピアホテルのこれま
での道のりとして、神戸に国際級の大型
シティホテルを作りたいと考えた創業者
が研究を重ねる中で、単に新しいホテル
を建てただけではビジネスとして継続す
るのは難しく、神戸の新たな都市づくりに
お役に立てるホテルを建てたいということ
を神戸市にご相談をさせていただき、
1981年にコンベンションセンターに隣接
した地上31階、宴会場20室、客室数550
室の大型ホテルをオープンすることにな
りました。今年で35年となりますが、当
初はこの規模の都市ホテルがほかにな
かったこともあり、コンベンションを中心
に結婚式や観光と、多様な需要に一手に
対応させていただく時代でした。しかし
次第に競合が増え、厳しさを増すマーケッ
ト環境にあって「自分たちの生きていく道」
を再考する中で、メインターゲットはコン
ベンションである、その上で「誰に、どの
ようなサービスを提供するのか」といった
コンセプトを全社員と共有したのが2008
年です。関西生産性本部にもご指導をい
ただきながら、阪神・淡路大震災後の神
戸市の医療産業都市推進と呼応し、特に
メディカル分野にフォーカスしたコンベン
ション対応に取り組んでまいりました。
　昨年は神戸では初となる「日本医学会
総会」が第29回日本医学会総会 2015 関
西として開催されました。メインの会議
は京都でしたが、神戸では国際展示場で
一般市民向けのイベントが開催され、今
年はG7神戸保健大臣会合が開催される
など、都市のコンセプトと連動する大き
なコンベンション開催の実現をうれしく
思っています。
　このような中で次のビジネスに対して、
これまでの「開催されるコンベンションを

お世話させていただく」というスタンスか
ら脱却し、メディカルやヘルスケアのコ
ンベンションの自主開催、またホスピタ
リティを極め、メディカルのホスピタリ
ティについてトレーニングする存在にな
れないか、あるいは神戸にはメディカル
関連施設がたくさんありますから、こうし
た施設と提携することで例えば1週間も滞
在すると健康になるホテル、病気を予防
する食事や運動、時間の過ごし方などを
提案・発信していくのはどうかと、関西生
産性本部や大学の先生方にご指導を受
けたところです。
　コンソーシアムの一員としてこれまで以
上に連携を深めることで、コンベンション
協会が「Techno‐Ocean」などを自ら開催
される事例のお話に、私たちにはさらな
る勉強の機会となると期待するとともに、
先ほど小柴会長からトータルパッケージ
の開発・提供というアイディアもありまし
たが、私たちにご提供ができること、ま
たお客様に還元ができることを積極的に
取り組んでいきたいと考えています。

川島　ともすると公的な組織には欠けが
ちな、質の高いサービスやホスピタリティ
が、国際的な一流ホテルとしての神戸
ポートピアホテルに期待される部分では
ないかと感じますが、いかがでしょうか。

小柴　おっしゃる通りで、神戸ポートピア
ホテルの最高品質のホスピタリティ、日
本コンベンションサービスの国際ネット
ワークによる三位一体が新たなコンソー
シアムの魅力です。

川島　コンベンションホテルとして成功さ
れている神戸ポートピアホテルが参画す
ることで、ホスピタリティに加えてセール
ス強化も期待されるのではないでしょう
か。また皆さんがICCAメンバーであるこ

とから、今後はICCAデータを活用した協
働マーケティングなども強化できますね。

小柴　民間のノウハウや経験を取り入れ
る指定管理者制度のおかげで、日本コン
ベンションサービスや神戸ポートピアホ
テルとのコンソーシアムが実現し、施設
の管理運営者として進化を果たすことが
できたと感じています。

川島　3者のコンソーシアムで新たに出
発されるグローバルMICE戦略都市・神戸
の未来戦略をどのように思い描かれてい
るでしょうか。

小柴　まずは市民目線、主催者目線、参
加者目線と、役割分担を行いながら一体
的に相乗効果を上げていきたいと考えて
います。神戸市では阪神淡路大震災後、
神戸をどのように再生していくかの議論
がなされました。このような中で、第22
代京都大学総長を務めた井村 裕夫 先生

（当時、中央市民病院長）、大阪大学、神
戸大学や関西主要な先生方に参画をい
ただき、1998年に打ち出された医療産
業都市構想では非常に大きな目標を掲げ、
昨年12月現在、313社が神戸に進出して
おり7,200人の雇用を創出するなど成果
を上げています。
　こうした神戸市の施策実現に向けて、
我々も医療産業都市・神戸に資する医療
関連のコンベンションの誘致に注力して
おり、数々の医療関連コンベンションの
誘致に成功を収めています。その取り組
みの一例をご紹介すると、兵庫県立リハ
ビリテーション中央病院ロボットリハビリ
テーションセンター長の陳 隆明先生を、
観光庁が主導する「MICEアンバサダー」
に推薦させていただき、国を挙げての支
援もあり、おかげさまで昨年6月のドイツ・
ベルリン大会において、参加者5,000人
規模の大型国際会議「国際義肢装具協会
世界大会」の神戸開催（2019年）が決定
しました。続いて7,000人規模の「国際リ
ハビリテーション医学会」の日本初開催

（2019年）に向けた誘致にも成功。この
ようにオリンピックイヤー前年に、パラリ
ンピックにも関連の深い2つの大型国際
会議の神戸開催は、医療産業都市として
の神戸、さらには先進医療国としての日
本を世界にアピールする機会であり、関
係機関と連携しながら開催効果の最大化
を図ってまいりたいと考えています。

川島　既に医療関連企業だけでも313社
が進出しており、このほかにも研究機関
や病院も集積が進み、治療を含めたツー
リズムへも取り組まれる中で、コンソー
シアムとしてはコンベンションを活用し、
医療産業都市としての神戸をさらに発展
させていくというお考えですね。

小柴　京都大学教授の山中 伸弥 教授が
初めて作製した人工多能性幹細胞（iPS細
胞）を使った眼の網膜の再生医療施設「神
戸アイセンター（仮称）」の整備も進めら
れており、2016（平成28）年度中には完
成する予定です。このように、今後も医
療産業はもとより、「京」で知られるスー
パーコンピューターや世界最高性能の放
射光を利用することができる大型放射光
施設（SPring-8）など、 モノづくりを牽引
し防災に貢献する先進の取り組みが周辺
のサイエンスクラスターで展開されてお
り、他都市にはない神戸ならではの魅力
を発信していきたいと考えています。

川島　神戸のビジネスとアカデミアにお
ける多彩な取り組みと連携し、他都市と
は異なる魅力をもつコンベンション都市
づくりにも活用するというお考えでした。
　次に中内社長は、どのように未来をお
考えですか。

中内　地元に公的なネットワークをお持
ちの神戸国際観光コンベンション協会、
国際的なネットワークや知見をお持ちの
日本コンベンションサービスのタッグに、
新たに加えていただくことになった私ども
としては、新たにコトを起こしていきたい
という思いと、現状の延長線上でさらな
る発展のお手伝いをさせていただけるこ
とがあるのではないかと考えています。
　明るく清潔で、住みやすいのが神戸の
魅力ですが、メディカルやモノづくりは、
神戸が歴史的に取り組んでいる主力の分
野です。例えば地場産業でもあるお酒を
テーマにコンベンションが開催できない
かと、酒造組合と意見交換をさせていた
だいております。スイーツも神戸らしい
ものの一つで、パティスリーの世界大会
の誘致など、私たちの生活・文化の分野
でのネットワークもコンソーシアムに活か
していければと考えています。
　また東京は別格ですが、地方都市での
学会開催において、「最も参加者が集まっ
た」という記録が多いのも神戸の魅力だ

と思います。新幹線に加え神戸空港も至
近な神戸は、交流を支えるアクセス面に
優れた都市です。プレ・ポストコンベン
ションに活用いただける市内中心部へも、
コンベンションセンターからポートライ
ナーで10分。ここには美味しくてリーズ
ナブルな食事を楽しめる飲食店やお土産
店も多数集積しています。
　そして今年2月16日に、神戸空港が開
港10周年を迎えました。関西の3空港の
うち関西国際空港と伊丹空港の2空港が
一体運営されることになりましたが、この
3空港の中で神戸空港の役割を考えた時、
近・中距離の国際線を担う空港として使
命を果たすことができるようになれば、
アジアの中で神戸の存在感がさらに拡大
するでしょう。将来的に「最も参加者が多
かったのは神戸だった」という記録を国
際学会においても樹立し、アジアで国際
会議や展示会を開催するなら「人が集ま
る神戸で!」としていきたいと考えています。

川島　ホテル独自のネットワークを活用
し、神戸の魅力や資源を活用した生活や
文化に関わるコンベンション創出や誘致、
また人が集まる神戸を国際的に拡大した
いというお考えでした。
　近浪社長は、未来をどのようにお捉え
ですか。

近浪　三位一体のコンソーシアムの力を
最大限に生かすためには、3つのポイン
トがあると考えています。まずは「即効性」
です。参加登録者への情報発信や問い
合わせ対応を担当する我々 PCOの立場
から申し上げると、それぞれのコンベン
ションにあわせた的確なサポート、ホス
ピタリティを発揮するために、信頼に基

づいて情報や人脈を共有することでス
ピーディな対応を実現していきたいと考
えています。
　2つ目は、「仕組みづくり」です。来訪者
にハピネスを提供するために、一つ一つ
のコンベンションでは困難な取り組みを
中長期的な視野をもって取り組む必要性
を感じています。
　3つ目は「起爆力」です。神戸コンベン
ションセンターに集う行政公的機関、メ
ディア、教育機関、市民団体や民間企業
などさまざまな方々を、高いホスピタリ
ティでお迎えすることが、経済波及効果
にとどまらず神戸の未来づくりに大きな
力を発揮すると思います。先日、神戸で
開催された「第29回日本医学会総会 
2015 関西一般公開展示」では、子どもた
ちが展示会を通じて肌感覚で未来の医療
を感じるものがあったようで、アンケート
には「お医者さんになりたい」といった回
答も多数寄せられています。これはMICE
の経済効果に匹敵する、あるいはそれ以
上の効果を都市や未来にもたらしている
と実感しました。
　先日、デュッセルドルフで開催された
世界最大の医療機器の商談会「MEDICA」
を視察しました。空港の入国審査で「展
示会に来ました」と言うと、「MEDICAだ
ね」とほほ笑んでくれます。タクシーに乗っ
ても「MEDICAですか?」と声をかけられ、
レストランに入っても「MEDICAでしょ。
ネームカードがあればサービスがありま
すよ」、お土産店に入っても同様。どこへ
行っても街中で情報が共有されていて、
歓迎をしてくれるわけです。神戸でも三
位一体となって、3者の力を合わせて3倍
ではなく3乗とし、我々のチームワークを
もって街ぐるみで来訪者をお出迎えでき
るような取り組みに発展させたいと考え
ており、新たに加わってくださる神戸ポー
トピアホテルが持つ厚く広い人脈やホス
ピタリティにも大いに期待しています。
　加えて小柴会長からお話のあった医療
産業都市構想について申し上げると、再
生医療はもとより、ゲノム、バイオ、予防
医学、医療機器など、医療分野の急激な
変化は明白です。人類の生命と健康を両
立させ守っていく時代に、ドクターだけ
ではなく工学、あるいは民間のものづく
り等のエッセンスを掛け合わせる新たな
展開がスタートしています。日本人が持
つ研究・発明・開発力が注目される中で、
日本人の叡智が産業化に至らない残念な

部分もあり、国や行政、民間企業がこれ
を支えなければならないと感じています。
神戸には全国に先駆けて医療産業の集
積がある。これは、ものすごく大きな強
みです。
　実は昨年2ヵ月間、怪我をして正常に
歩くことができない生活を余儀なくされ
たのですが、その不自由さは、実際に経
験をしてみないとわからないかもしれま
せん。高齢化社会では、二足歩行が困難
な人たちも急激に増え、人々が幸せに生
きていくことを支えるリハビリテーション
や義肢装具などの分野の研究、また産業
も大きく伸びていくでしょう。このような
中で、東京オリンピック・パラリンピック
の前年に世界最高峰のリハビリテーショ
ンや義肢装具の国際会議が開催されるこ
とは、これまでの歴史を含め、神戸の持
つエネルギーの大きさを感じています。

川島　神戸でコンベンションが開催され
ることで、経済効果だけでなく市民の皆
さんが「役にたった。おもしろかった」と
おっしゃっている。それを起爆力と表現
され、神戸には潜在的に起爆力があると
いうお話でした。私は同様の意味合いで、

「MICEは経済効果にとどまらず、参加者
の国際ネットワークを拡大する、あるい
は参加者が新たな知見を得てイノベー
ションが生まれる、また主催者や地域に
ブランド効果をもたらすなど、さまざま
なレガシーを誘発する」とかねがね申し
上げています。
　またさまざまな研究分野が医療と連携
して発展していくだろうという見解の中で、
未来の社会が求める新たな医療の在り方
を実現できる医療産業都市・神戸のポテ
ンシャルについて指摘され、コンソーシア
ムが構成員それぞれの立場で力を発揮す
るというお話が非常に印象に残りました。

近浪　日本医学会総会の一般公開展示
に川崎重工業株式会社が出
展していましたが、アンケー
トに「川崎重工が医療に貢
献していることを初めて知り
ました」といった回答もあり
ました。これからは医学と工
学のマッチングをお手伝い
するなど、MICE誘致の方向
性にも新たな戦略を持ちた
いと思います。

小柴　日本医学会総会の一般公開展示
は当初25万人の来場を見込んでいました
が、予想をはるかに上回る29万人にご来
場をいただきました。中でも子供たちが
手術を体験するプログラムがありました。
生き生きとした子どもたちの瞳が心に残
る素晴らしい取り組みで、子どもたちに
夢を与えることは経済効果を超えるMICE
の効果だと実感しました。また機械金属
工業会との連携で実用化に至った医療機
器など、ある分野のノウハウの蓄積が異
なった分野に活かされることで、新たな
ビジネスを開拓した事例も多々あります。
　「産業インフラ」であり「知の交流拠点」
であるコンベンションセンターでは、より
多くの新たな取り組みや成功事例をご紹
介できることを楽しみにしています。同
時に三位一体による日本初のワンストッ
プサービスを最高品質のホスピタリティ
で提供することにより、新しい「コンベン
ションブランド」に挑戦し、「グローバル
MICE都市・神戸」を牽引する「コンベン
ションシティ・ブランド」を実現していき
たいと考えています。

川島　まさに、未来を実現するための新
たなコンソーシアムですね。新たな神戸
の未来づくりに期待しています。本日は
ありがとうございました。

（一財）神戸国際観光コンベンション協会 会長  小 柴 善 博 氏
日本コンベンションサービス（株） 代表取締役社長  近 浪 弘 武 氏

（株）神戸ポートピアホテル 代表取締役社長  中 内 　 仁 氏
ファシリテーター ： VISIT JAPAN大使/川島アソシエイツ 代表  川 島 久 男 氏

コンベンション都市から
グローバルMICE戦略都市へ

神戸ブランドのワンストップサービス
三位一体の強みを活かす新提案へ!
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川島　神戸は1981年のポートアイランド
の街開きから、日本を代表するコンベン
ション都市として多くの成功を収めてこら
れたことは周知のとおりです。そして
2013年に観光庁からグローバルMICE戦
略都市に指定された神戸では、今年は
G7神戸保健大臣会合が開催され、2019
年に国際義肢装具協会世界大会、国際リ
ハビリテーション医学会などの大型国際
会議の誘致に成功するなど数々の実績も
挙げられています。
　これらの国際会議の舞台となる神戸コ
ンベンションセンターは、創設以来、神
戸国際観光コンベンション協会が管理運
営を担ってこられましたが、2010年より
日本コンベンションサービスとタッグを組
まれました。そして今回、2016年4月か
ら神戸ポートピアホテルがコンソーシア
ムに参画され、新たな指定管理者として
の取り組みがスタートされるとうかがって
います。本日はグローバルMICE戦略都
市の中核施設であるこの神戸コンベン
ションセンターの指定管理者として、都

市戦略の推進を担う皆さんにお集まりい
ただきました。神戸市がなぜ街づくりの
中核としてコンベンションを位置付けた
のか、その決断や経緯について。また神
戸コンベンションセンターが果たしてき
た役割。また新たな指定管理者のコン
ソーシアムによってコンベンションセン
ターが、さらには神戸がどのように変わっ
ていくのか。その未来戦略について、お
考えをお聞かせいただきたいと思います。
　まずは小柴会長から、いち早くコンベ
ンション戦略を掲げられた神戸市の当時
の経緯や、その後、コンベンションセン
ターが果たしてきた役割についてお聞か
せいただきたいと思います。

小柴　神戸は山と海に囲まれた非常に美
しい都市で、都市発展の観点から山の土
で海を埋め立て、人工島を造りました。
この人工島の完成を記念して開催された
のが「ポートピア’81博覧会」でした。そ
の後、各地で開催された地方博の先駆け
で、1,610万人に来場をいただき大成功
をおさめました。当時、私はポートピア
博覧会協会に出向し、事務局で経理関係
を担っていました。これまでにないこの

イベントが、本当にうまくいくのだろうか
と、財政計画も第6次までたてました。し
かし結果として65億円もの基金を残し、
ポートピア81記念財団を設立することが
でき、この財団が神戸での国際会議をサ
ポートする仕組みを作りました。
　神戸は重厚長大な産業で発展してきま
したが、1973年にはファッション都市宣
言を行うなど、多様な産業に対応する都
市への転換を模索していました。このよ
うな中、ポートアイランドに国内外から多
くの知識人や産業を呼び込む装置として、
国際会議場、国際展示場（現在の1号館）、
神戸ポートピアホテルからなるわが国初
の国際コンベンションコンプレックスを誕
生させました。その後、時代の要請に対
応し1991年に国際展示場2号館を、2006
年に3号館をオープンさせ、施設や機能
の充実を図ってまいりました。
　また神戸の都市施策と戦略的に連携し
てきた神戸国際観光コンベンション協会
は、集客交流装置としてのコンベンショ
ンセンターの誘致営業・施設運営部門と
シティセールスを中心とするコンベンショ
ンビューローを有しています。また、
1986年からは神戸の特性である”港・海”
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をテーマとする国際コンベンション
「Techno - Ocean」を自主事業として開催
してきました。2000年には、他都市には
ないイベントの運営母体として、経団連
の海洋開発推進委員会の会長をトップに
むかえてテクノオーシャン・ネットワーク
を設立。2年に一度の開催で今年は、お
かげさまで第16回を迎えます。

川島　都市の施策と連動する自主事業
「Techno - Ocean」の立ち上げ、その継続
開催に向けた強固な母体づくりなど素晴
らしい取り組みです。もちろんご苦労も
多いと思いますが、イベントの収支につ
いてお聞かせいただけませんか。

小柴　財政的には神戸市からの援助もあ
りますが、人材を含めイベントの企画・管
理・運営を協会が担っています。こうした
長年の取り組みの成果として、2018年に
は アメリカ のIEEEと の 共 催 に よ る

「OCEANS ’18」の神戸誘致に成功しました。

川島　IEEEと合同でのイベント開催は非
常に大きな成果であり、神戸ブランドの
向上に資するものです。小柴会長のお話
を伺っていると、会議場、展示場、ホテ
ルが一体化した誘致営業と施設運営をは
じめ、まさに初めて尽くしです。そこで一
つお伺いしたいのですが、他都市との違
い、神戸の強みをどのようにお考えです
か。

小柴　1981年から理想的なコンベンショ
ンコンプレックスを形成し、コンベンショ
ン都市を標榜し、都市への集客装置とし
ての35年にわたる誘致営業や施設運営
実績と、都市の施策と連動するイベント
の主催者としての開催ノウハウ、さらに
次代を先取る情報、トレンドの習得、蓄
積が神戸の強みであり、グローバルMICE

戦略都市としてグローバルMICEの誘致に
もつながっています。

川島　なるほど。こうした神戸の強みを
背景に、新たなパートナーを迎えた指定
管理者のコンソーシアムは、神戸のMICE
戦略の大きな力になりそうですね。
小柴　2006年から指定管理者制度が導
入され、当初は協会が単独で誘致営業と
施設運営を行っていましたが、国際性な
どを鑑み2010年には日本コンベンション
サービスに、そして今春からは最高品質
のサービスを提供する神戸ポートピアホ
テルにも加わっていただきます。特にコ
ンベンションホールもお持ちのポートピ
アホテルとは、今後、具体的なお話を詰
めていかなければなりませんが、例えば
宿泊、宴会などを含めた、神戸ブランド
のトータルパッケージなどが提供できな
いかと考えています。

川島　おもしろい取り組みですね。さて
小柴会長のお話に、国際化をより大きく
進めるために日本コンベンションサービ
スをパートナーにコンソーシアムを組ま
れたとありましたが、近浪社長はどのよ
うなお考えで参画されたのでしょうか。

近浪　個人的な話ですが創業者である父
が神戸高校出身でした。親戚の多くが神
戸に住んでおり、私には神戸の血が脈々
と流れています。弊社と神戸とのかかわ

りは、「ポートピア’81博覧会」で博覧会協
会のコンパニオンを募集し教育・訓練を
実施し、半年にわたって管理をするお仕
事を頂戴したことが始まりです。小柴会
長のお話にもありましたが、このポート
ピアの大成功が全国での地方博覧会ブー
ムにつながり、私どもも「ポートピア’81
博覧会」での実績を買われ、ほとんどの
博覧会でコンパニオンの育成の仕事に携
わらせていただくことができました。
　日本コンベンションサービスの社業は
コンベンションサービス、通訳・翻訳サー
ビス、人材サービスの3本の柱で成り立っ
ていますが、「ポートピア’81博覧会」の経
験があったからこそ人材サービスの今が
あり感謝に堪えません。1982年には神戸
国際会議場に神戸支社を開業し、多くの
皆様に叱咤、激励をいただき今日があり
ます。神戸で育んできたこうした歴史が
あったからこそ、2010年には、神戸コン
ベンションセンターの指定管理者として
参画する機会をいただけたと考えていま
す。私どもを育ててくださった神戸、行
政や市民の皆様に恩返しをしなければな
らないという思いで、指定管理に携わら
せていただいています。
　私どもの社業を通じて、コンベンション

左から（株）神戸ポートピアホテル 中内代表取締役社長、（一財）神戸国際観光コンベンション協会 小柴会長、
VISIT JAPAN大使／川島アソシエイツ 川島代表、日本コンベンションサービス（株） 近浪代表取締役社長

（一財）神戸国際観光コンベンション協会 
会長 小柴 善博 氏

グローバルMICE都市 神戸の未来を拓く
三位一体の運営 神戸コンベンションセンター

の主催者が求めるポイントを把握してい
たことが、指定管理者として施設の管理
運営にそのノウハウを生かせたのではな
いか、また神戸は数々の国際会議誘致に
成功していますが、誘致に際してもお役
に立てている部分があると感じています。

川島　主催者のニーズを熟知している
PCOの視点で、新しいノウハウを共有さ
れてこられたというお話ですが、国際性
という観点で日本コンベンションサービ
スはコアPCOであるMCIグループとの合
弁会社も設立されておられますね。

近浪　2008年にICCAやINCONなどの国
際団体の活動を通じて関係のあったMCI
グループというスイスに本社がある世界
最大級のPCO・イベントプランナー会社と

「MCI-JCS Japan」という合弁会社を設立
しました。
　MCIグループはコアPCOとして、またグ
ローバル企業のコアハウスエージェント
として、国際会議やインセンティブなど、
携わる案件の開催地を決定する立場にあ
ります。国際会議の誘致先を投票で決め
る案件では、投票権を持つ方々との関係
づくりなどロビイング活動が重要なポイ
ントとなります。MCIグループとのネット
ワークを生かすことで誘致先を日本へ、
そして神戸へと誘導しやすくなります。

川島　先代から関係の深い神戸で、MCI
グループとの連携関係にある立場を生か
して、コンベンションセンターの運営や神
戸への国際会議等の誘致に大きな力を
発揮されているというお話ですね。
　さてJNTOの統計によると神戸ポートピ
アホテルは、ここ数年、京王プラザホテ
ルをおさえてホテルでの国際会議開催件
数 は日本一です。その実績を携えて今春
からは、神戸コンベンションセンターの

指定管理者の一員となられるわけですが、
これまでの連携のスタイルとの違いを中
内社長はどのようにお考えですか。

中内　経営者の勉強会での先輩でもあ
る近浪社長は、『神戸にゆかりがあり、御
恩返しを考える中で巡ってきた良い機会』
とおっしゃっていましたが、私たちも思い
は同じです。これまで大変お世話になっ
た神戸国際観光コンベンション協会、あ
るいは神戸市へのご恩返しの気持ちから、
私たちに何かお手伝いができることがな
いかとご相談させていただく中で、今回
コンソーシアムに加わらせていただくこと
になりました。
　さて、神戸ポートピアホテルのこれま
での道のりとして、神戸に国際級の大型
シティホテルを作りたいと考えた創業者
が研究を重ねる中で、単に新しいホテル
を建てただけではビジネスとして継続す
るのは難しく、神戸の新たな都市づくりに
お役に立てるホテルを建てたいということ
を神戸市にご相談をさせていただき、
1981年にコンベンションセンターに隣接
した地上31階、宴会場20室、客室数550
室の大型ホテルをオープンすることにな
りました。今年で35年となりますが、当
初はこの規模の都市ホテルがほかにな
かったこともあり、コンベンションを中心
に結婚式や観光と、多様な需要に一手に
対応させていただく時代でした。しかし
次第に競合が増え、厳しさを増すマーケッ
ト環境にあって「自分たちの生きていく道」
を再考する中で、メインターゲットはコン
ベンションである、その上で「誰に、どの
ようなサービスを提供するのか」といった
コンセプトを全社員と共有したのが2008
年です。関西生産性本部にもご指導をい
ただきながら、阪神・淡路大震災後の神
戸市の医療産業都市推進と呼応し、特に
メディカル分野にフォーカスしたコンベン
ション対応に取り組んでまいりました。
　昨年は神戸では初となる「日本医学会
総会」が第29回日本医学会総会 2015 関
西として開催されました。メインの会議
は京都でしたが、神戸では国際展示場で
一般市民向けのイベントが開催され、今
年はG7神戸保健大臣会合が開催される
など、都市のコンセプトと連動する大き
なコンベンション開催の実現をうれしく
思っています。
　このような中で次のビジネスに対して、
これまでの「開催されるコンベンションを

お世話させていただく」というスタンスか
ら脱却し、メディカルやヘルスケアのコ
ンベンションの自主開催、またホスピタ
リティを極め、メディカルのホスピタリ
ティについてトレーニングする存在にな
れないか、あるいは神戸にはメディカル
関連施設がたくさんありますから、こうし
た施設と提携することで例えば1週間も滞
在すると健康になるホテル、病気を予防
する食事や運動、時間の過ごし方などを
提案・発信していくのはどうかと、関西生
産性本部や大学の先生方にご指導を受
けたところです。
　コンソーシアムの一員としてこれまで以
上に連携を深めることで、コンベンション
協会が「Techno‐Ocean」などを自ら開催
される事例のお話に、私たちにはさらな
る勉強の機会となると期待するとともに、
先ほど小柴会長からトータルパッケージ
の開発・提供というアイディアもありまし
たが、私たちにご提供ができること、ま
たお客様に還元ができることを積極的に
取り組んでいきたいと考えています。

川島　ともすると公的な組織には欠けが
ちな、質の高いサービスやホスピタリティ
が、国際的な一流ホテルとしての神戸
ポートピアホテルに期待される部分では
ないかと感じますが、いかがでしょうか。

小柴　おっしゃる通りで、神戸ポートピア
ホテルの最高品質のホスピタリティ、日
本コンベンションサービスの国際ネット
ワークによる三位一体が新たなコンソー
シアムの魅力です。

川島　コンベンションホテルとして成功さ
れている神戸ポートピアホテルが参画す
ることで、ホスピタリティに加えてセール
ス強化も期待されるのではないでしょう
か。また皆さんがICCAメンバーであるこ

とから、今後はICCAデータを活用した協
働マーケティングなども強化できますね。

小柴　民間のノウハウや経験を取り入れ
る指定管理者制度のおかげで、日本コン
ベンションサービスや神戸ポートピアホ
テルとのコンソーシアムが実現し、施設
の管理運営者として進化を果たすことが
できたと感じています。

川島　3者のコンソーシアムで新たに出
発されるグローバルMICE戦略都市・神戸
の未来戦略をどのように思い描かれてい
るでしょうか。

小柴　まずは市民目線、主催者目線、参
加者目線と、役割分担を行いながら一体
的に相乗効果を上げていきたいと考えて
います。神戸市では阪神淡路大震災後、
神戸をどのように再生していくかの議論
がなされました。このような中で、第22
代京都大学総長を務めた井村 裕夫 先生

（当時、中央市民病院長）、大阪大学、神
戸大学や関西主要な先生方に参画をい
ただき、1998年に打ち出された医療産
業都市構想では非常に大きな目標を掲げ、
昨年12月現在、313社が神戸に進出して
おり7,200人の雇用を創出するなど成果
を上げています。
　こうした神戸市の施策実現に向けて、
我々も医療産業都市・神戸に資する医療
関連のコンベンションの誘致に注力して
おり、数々の医療関連コンベンションの
誘致に成功を収めています。その取り組
みの一例をご紹介すると、兵庫県立リハ
ビリテーション中央病院ロボットリハビリ
テーションセンター長の陳 隆明先生を、
観光庁が主導する「MICEアンバサダー」
に推薦させていただき、国を挙げての支
援もあり、おかげさまで昨年6月のドイツ・
ベルリン大会において、参加者5,000人
規模の大型国際会議「国際義肢装具協会
世界大会」の神戸開催（2019年）が決定
しました。続いて7,000人規模の「国際リ
ハビリテーション医学会」の日本初開催

（2019年）に向けた誘致にも成功。この
ようにオリンピックイヤー前年に、パラリ
ンピックにも関連の深い2つの大型国際
会議の神戸開催は、医療産業都市として
の神戸、さらには先進医療国としての日
本を世界にアピールする機会であり、関
係機関と連携しながら開催効果の最大化
を図ってまいりたいと考えています。

川島　既に医療関連企業だけでも313社
が進出しており、このほかにも研究機関
や病院も集積が進み、治療を含めたツー
リズムへも取り組まれる中で、コンソー
シアムとしてはコンベンションを活用し、
医療産業都市としての神戸をさらに発展
させていくというお考えですね。

小柴　京都大学教授の山中 伸弥 教授が
初めて作製した人工多能性幹細胞（iPS細
胞）を使った眼の網膜の再生医療施設「神
戸アイセンター（仮称）」の整備も進めら
れており、2016（平成28）年度中には完
成する予定です。このように、今後も医
療産業はもとより、「京」で知られるスー
パーコンピューターや世界最高性能の放
射光を利用することができる大型放射光
施設（SPring-8）など、 モノづくりを牽引
し防災に貢献する先進の取り組みが周辺
のサイエンスクラスターで展開されてお
り、他都市にはない神戸ならではの魅力
を発信していきたいと考えています。

川島　神戸のビジネスとアカデミアにお
ける多彩な取り組みと連携し、他都市と
は異なる魅力をもつコンベンション都市
づくりにも活用するというお考えでした。
　次に中内社長は、どのように未来をお
考えですか。

中内　地元に公的なネットワークをお持
ちの神戸国際観光コンベンション協会、
国際的なネットワークや知見をお持ちの
日本コンベンションサービスのタッグに、
新たに加えていただくことになった私ども
としては、新たにコトを起こしていきたい
という思いと、現状の延長線上でさらな
る発展のお手伝いをさせていただけるこ
とがあるのではないかと考えています。
　明るく清潔で、住みやすいのが神戸の
魅力ですが、メディカルやモノづくりは、
神戸が歴史的に取り組んでいる主力の分
野です。例えば地場産業でもあるお酒を
テーマにコンベンションが開催できない
かと、酒造組合と意見交換をさせていた
だいております。スイーツも神戸らしい
ものの一つで、パティスリーの世界大会
の誘致など、私たちの生活・文化の分野
でのネットワークもコンソーシアムに活か
していければと考えています。
　また東京は別格ですが、地方都市での
学会開催において、「最も参加者が集まっ
た」という記録が多いのも神戸の魅力だ

と思います。新幹線に加え神戸空港も至
近な神戸は、交流を支えるアクセス面に
優れた都市です。プレ・ポストコンベン
ションに活用いただける市内中心部へも、
コンベンションセンターからポートライ
ナーで10分。ここには美味しくてリーズ
ナブルな食事を楽しめる飲食店やお土産
店も多数集積しています。
　そして今年2月16日に、神戸空港が開
港10周年を迎えました。関西の3空港の
うち関西国際空港と伊丹空港の2空港が
一体運営されることになりましたが、この
3空港の中で神戸空港の役割を考えた時、
近・中距離の国際線を担う空港として使
命を果たすことができるようになれば、
アジアの中で神戸の存在感がさらに拡大
するでしょう。将来的に「最も参加者が多
かったのは神戸だった」という記録を国
際学会においても樹立し、アジアで国際
会議や展示会を開催するなら「人が集ま
る神戸で!」としていきたいと考えています。

川島　ホテル独自のネットワークを活用
し、神戸の魅力や資源を活用した生活や
文化に関わるコンベンション創出や誘致、
また人が集まる神戸を国際的に拡大した
いというお考えでした。
　近浪社長は、未来をどのようにお捉え
ですか。

近浪　三位一体のコンソーシアムの力を
最大限に生かすためには、3つのポイン
トがあると考えています。まずは「即効性」
です。参加登録者への情報発信や問い
合わせ対応を担当する我々 PCOの立場
から申し上げると、それぞれのコンベン
ションにあわせた的確なサポート、ホス
ピタリティを発揮するために、信頼に基

づいて情報や人脈を共有することでス
ピーディな対応を実現していきたいと考
えています。
　2つ目は、「仕組みづくり」です。来訪者
にハピネスを提供するために、一つ一つ
のコンベンションでは困難な取り組みを
中長期的な視野をもって取り組む必要性
を感じています。
　3つ目は「起爆力」です。神戸コンベン
ションセンターに集う行政公的機関、メ
ディア、教育機関、市民団体や民間企業
などさまざまな方々を、高いホスピタリ
ティでお迎えすることが、経済波及効果
にとどまらず神戸の未来づくりに大きな
力を発揮すると思います。先日、神戸で
開催された「第29回日本医学会総会 
2015 関西一般公開展示」では、子どもた
ちが展示会を通じて肌感覚で未来の医療
を感じるものがあったようで、アンケート
には「お医者さんになりたい」といった回
答も多数寄せられています。これはMICE
の経済効果に匹敵する、あるいはそれ以
上の効果を都市や未来にもたらしている
と実感しました。
　先日、デュッセルドルフで開催された
世界最大の医療機器の商談会「MEDICA」
を視察しました。空港の入国審査で「展
示会に来ました」と言うと、「MEDICAだ
ね」とほほ笑んでくれます。タクシーに乗っ
ても「MEDICAですか?」と声をかけられ、
レストランに入っても「MEDICAでしょ。
ネームカードがあればサービスがありま
すよ」、お土産店に入っても同様。どこへ
行っても街中で情報が共有されていて、
歓迎をしてくれるわけです。神戸でも三
位一体となって、3者の力を合わせて3倍
ではなく3乗とし、我々のチームワークを
もって街ぐるみで来訪者をお出迎えでき
るような取り組みに発展させたいと考え
ており、新たに加わってくださる神戸ポー
トピアホテルが持つ厚く広い人脈やホス
ピタリティにも大いに期待しています。
　加えて小柴会長からお話のあった医療
産業都市構想について申し上げると、再
生医療はもとより、ゲノム、バイオ、予防
医学、医療機器など、医療分野の急激な
変化は明白です。人類の生命と健康を両
立させ守っていく時代に、ドクターだけ
ではなく工学、あるいは民間のものづく
り等のエッセンスを掛け合わせる新たな
展開がスタートしています。日本人が持
つ研究・発明・開発力が注目される中で、
日本人の叡智が産業化に至らない残念な

部分もあり、国や行政、民間企業がこれ
を支えなければならないと感じています。
神戸には全国に先駆けて医療産業の集
積がある。これは、ものすごく大きな強
みです。
　実は昨年2ヵ月間、怪我をして正常に
歩くことができない生活を余儀なくされ
たのですが、その不自由さは、実際に経
験をしてみないとわからないかもしれま
せん。高齢化社会では、二足歩行が困難
な人たちも急激に増え、人々が幸せに生
きていくことを支えるリハビリテーション
や義肢装具などの分野の研究、また産業
も大きく伸びていくでしょう。このような
中で、東京オリンピック・パラリンピック
の前年に世界最高峰のリハビリテーショ
ンや義肢装具の国際会議が開催されるこ
とは、これまでの歴史を含め、神戸の持
つエネルギーの大きさを感じています。

川島　神戸でコンベンションが開催され
ることで、経済効果だけでなく市民の皆
さんが「役にたった。おもしろかった」と
おっしゃっている。それを起爆力と表現
され、神戸には潜在的に起爆力があると
いうお話でした。私は同様の意味合いで、

「MICEは経済効果にとどまらず、参加者
の国際ネットワークを拡大する、あるい
は参加者が新たな知見を得てイノベー
ションが生まれる、また主催者や地域に
ブランド効果をもたらすなど、さまざま
なレガシーを誘発する」とかねがね申し
上げています。
　またさまざまな研究分野が医療と連携
して発展していくだろうという見解の中で、
未来の社会が求める新たな医療の在り方
を実現できる医療産業都市・神戸のポテ
ンシャルについて指摘され、コンソーシア
ムが構成員それぞれの立場で力を発揮す
るというお話が非常に印象に残りました。

近浪　日本医学会総会の一般公開展示
に川崎重工業株式会社が出
展していましたが、アンケー
トに「川崎重工が医療に貢
献していることを初めて知り
ました」といった回答もあり
ました。これからは医学と工
学のマッチングをお手伝い
するなど、MICE誘致の方向
性にも新たな戦略を持ちた
いと思います。

小柴　日本医学会総会の一般公開展示
は当初25万人の来場を見込んでいました
が、予想をはるかに上回る29万人にご来
場をいただきました。中でも子供たちが
手術を体験するプログラムがありました。
生き生きとした子どもたちの瞳が心に残
る素晴らしい取り組みで、子どもたちに
夢を与えることは経済効果を超えるMICE
の効果だと実感しました。また機械金属
工業会との連携で実用化に至った医療機
器など、ある分野のノウハウの蓄積が異
なった分野に活かされることで、新たな
ビジネスを開拓した事例も多々あります。
　「産業インフラ」であり「知の交流拠点」
であるコンベンションセンターでは、より
多くの新たな取り組みや成功事例をご紹
介できることを楽しみにしています。同
時に三位一体による日本初のワンストッ
プサービスを最高品質のホスピタリティ
で提供することにより、新しい「コンベン
ションブランド」に挑戦し、「グローバル
MICE都市・神戸」を牽引する「コンベン
ションシティ・ブランド」を実現していき
たいと考えています。

川島　まさに、未来を実現するための新
たなコンソーシアムですね。新たな神戸
の未来づくりに期待しています。本日は
ありがとうございました。

（一財）神戸国際観光コンベンション協会 会長  小 柴 善 博 氏
日本コンベンションサービス（株） 代表取締役社長  近 浪 弘 武 氏

（株）神戸ポートピアホテル 代表取締役社長  中 内 　 仁 氏
ファシリテーター ： VISIT JAPAN大使/川島アソシエイツ 代表  川 島 久 男 氏

コンベンション都市から
グローバルMICE戦略都市へ

神戸ブランドのワンストップサービス
三位一体の強みを活かす新提案へ!
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川島　神戸は1981年のポートアイランド
の街開きから、日本を代表するコンベン
ション都市として多くの成功を収めてこら
れたことは周知のとおりです。そして
2013年に観光庁からグローバルMICE戦
略都市に指定された神戸では、今年は
G7神戸保健大臣会合が開催され、2019
年に国際義肢装具協会世界大会、国際リ
ハビリテーション医学会などの大型国際
会議の誘致に成功するなど数々の実績も
挙げられています。
　これらの国際会議の舞台となる神戸コ
ンベンションセンターは、創設以来、神
戸国際観光コンベンション協会が管理運
営を担ってこられましたが、2010年より
日本コンベンションサービスとタッグを組
まれました。そして今回、2016年4月か
ら神戸ポートピアホテルがコンソーシア
ムに参画され、新たな指定管理者として
の取り組みがスタートされるとうかがって
います。本日はグローバルMICE戦略都
市の中核施設であるこの神戸コンベン
ションセンターの指定管理者として、都

市戦略の推進を担う皆さんにお集まりい
ただきました。神戸市がなぜ街づくりの
中核としてコンベンションを位置付けた
のか、その決断や経緯について。また神
戸コンベンションセンターが果たしてき
た役割。また新たな指定管理者のコン
ソーシアムによってコンベンションセン
ターが、さらには神戸がどのように変わっ
ていくのか。その未来戦略について、お
考えをお聞かせいただきたいと思います。
　まずは小柴会長から、いち早くコンベ
ンション戦略を掲げられた神戸市の当時
の経緯や、その後、コンベンションセン
ターが果たしてきた役割についてお聞か
せいただきたいと思います。

小柴　神戸は山と海に囲まれた非常に美
しい都市で、都市発展の観点から山の土
で海を埋め立て、人工島を造りました。
この人工島の完成を記念して開催された
のが「ポートピア’81博覧会」でした。そ
の後、各地で開催された地方博の先駆け
で、1,610万人に来場をいただき大成功
をおさめました。当時、私はポートピア
博覧会協会に出向し、事務局で経理関係
を担っていました。これまでにないこの

イベントが、本当にうまくいくのだろうか
と、財政計画も第6次までたてました。し
かし結果として65億円もの基金を残し、
ポートピア81記念財団を設立することが
でき、この財団が神戸での国際会議をサ
ポートする仕組みを作りました。
　神戸は重厚長大な産業で発展してきま
したが、1973年にはファッション都市宣
言を行うなど、多様な産業に対応する都
市への転換を模索していました。このよ
うな中、ポートアイランドに国内外から多
くの知識人や産業を呼び込む装置として、
国際会議場、国際展示場（現在の1号館）、
神戸ポートピアホテルからなるわが国初
の国際コンベンションコンプレックスを誕
生させました。その後、時代の要請に対
応し1991年に国際展示場2号館を、2006
年に3号館をオープンさせ、施設や機能
の充実を図ってまいりました。
　また神戸の都市施策と戦略的に連携し
てきた神戸国際観光コンベンション協会
は、集客交流装置としてのコンベンショ
ンセンターの誘致営業・施設運営部門と
シティセールスを中心とするコンベンショ
ンビューローを有しています。また、
1986年からは神戸の特性である”港・海”

をテーマとする国際コンベンション
「Techno - Ocean」を自主事業として開催
してきました。2000年には、他都市には
ないイベントの運営母体として、経団連
の海洋開発推進委員会の会長をトップに
むかえてテクノオーシャン・ネットワーク
を設立。2年に一度の開催で今年は、お
かげさまで第16回を迎えます。

川島　都市の施策と連動する自主事業
「Techno - Ocean」の立ち上げ、その継続
開催に向けた強固な母体づくりなど素晴
らしい取り組みです。もちろんご苦労も
多いと思いますが、イベントの収支につ
いてお聞かせいただけませんか。

小柴　財政的には神戸市からの援助もあ
りますが、人材を含めイベントの企画・管
理・運営を協会が担っています。こうした
長年の取り組みの成果として、2018年に
は アメリカ のIEEEと の 共 催 に よ る

「OCEANS ’18」の神戸誘致に成功しました。

川島　IEEEと合同でのイベント開催は非
常に大きな成果であり、神戸ブランドの
向上に資するものです。小柴会長のお話
を伺っていると、会議場、展示場、ホテ
ルが一体化した誘致営業と施設運営をは
じめ、まさに初めて尽くしです。そこで一
つお伺いしたいのですが、他都市との違
い、神戸の強みをどのようにお考えです
か。

小柴　1981年から理想的なコンベンショ
ンコンプレックスを形成し、コンベンショ
ン都市を標榜し、都市への集客装置とし
ての35年にわたる誘致営業や施設運営
実績と、都市の施策と連動するイベント
の主催者としての開催ノウハウ、さらに
次代を先取る情報、トレンドの習得、蓄
積が神戸の強みであり、グローバルMICE

戦略都市としてグローバルMICEの誘致に
もつながっています。

川島　なるほど。こうした神戸の強みを
背景に、新たなパートナーを迎えた指定
管理者のコンソーシアムは、神戸のMICE
戦略の大きな力になりそうですね。
小柴　2006年から指定管理者制度が導
入され、当初は協会が単独で誘致営業と
施設運営を行っていましたが、国際性な
どを鑑み2010年には日本コンベンション
サービスに、そして今春からは最高品質
のサービスを提供する神戸ポートピアホ
テルにも加わっていただきます。特にコ
ンベンションホールもお持ちのポートピ
アホテルとは、今後、具体的なお話を詰
めていかなければなりませんが、例えば
宿泊、宴会などを含めた、神戸ブランド
のトータルパッケージなどが提供できな
いかと考えています。

川島　おもしろい取り組みですね。さて
小柴会長のお話に、国際化をより大きく
進めるために日本コンベンションサービ
スをパートナーにコンソーシアムを組ま
れたとありましたが、近浪社長はどのよ
うなお考えで参画されたのでしょうか。

近浪　個人的な話ですが創業者である父
が神戸高校出身でした。親戚の多くが神
戸に住んでおり、私には神戸の血が脈々
と流れています。弊社と神戸とのかかわ

りは、「ポートピア’81博覧会」で博覧会協
会のコンパニオンを募集し教育・訓練を
実施し、半年にわたって管理をするお仕
事を頂戴したことが始まりです。小柴会
長のお話にもありましたが、このポート
ピアの大成功が全国での地方博覧会ブー
ムにつながり、私どもも「ポートピア’81
博覧会」での実績を買われ、ほとんどの
博覧会でコンパニオンの育成の仕事に携
わらせていただくことができました。
　日本コンベンションサービスの社業は
コンベンションサービス、通訳・翻訳サー
ビス、人材サービスの3本の柱で成り立っ
ていますが、「ポートピア’81博覧会」の経
験があったからこそ人材サービスの今が
あり感謝に堪えません。1982年には神戸
国際会議場に神戸支社を開業し、多くの
皆様に叱咤、激励をいただき今日があり
ます。神戸で育んできたこうした歴史が
あったからこそ、2010年には、神戸コン
ベンションセンターの指定管理者として
参画する機会をいただけたと考えていま
す。私どもを育ててくださった神戸、行
政や市民の皆様に恩返しをしなければな
らないという思いで、指定管理に携わら
せていただいています。
　私どもの社業を通じて、コンベンション
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の主催者が求めるポイントを把握してい
たことが、指定管理者として施設の管理
運営にそのノウハウを生かせたのではな
いか、また神戸は数々の国際会議誘致に
成功していますが、誘致に際してもお役
に立てている部分があると感じています。

川島　主催者のニーズを熟知している
PCOの視点で、新しいノウハウを共有さ
れてこられたというお話ですが、国際性
という観点で日本コンベンションサービ
スはコアPCOであるMCIグループとの合
弁会社も設立されておられますね。

近浪　2008年にICCAやINCONなどの国
際団体の活動を通じて関係のあったMCI
グループというスイスに本社がある世界
最大級のPCO・イベントプランナー会社と

「MCI-JCS Japan」という合弁会社を設立
しました。
　MCIグループはコアPCOとして、またグ
ローバル企業のコアハウスエージェント
として、国際会議やインセンティブなど、
携わる案件の開催地を決定する立場にあ
ります。国際会議の誘致先を投票で決め
る案件では、投票権を持つ方々との関係
づくりなどロビイング活動が重要なポイ
ントとなります。MCIグループとのネット
ワークを生かすことで誘致先を日本へ、
そして神戸へと誘導しやすくなります。

川島　先代から関係の深い神戸で、MCI
グループとの連携関係にある立場を生か
して、コンベンションセンターの運営や神
戸への国際会議等の誘致に大きな力を
発揮されているというお話ですね。
　さてJNTOの統計によると神戸ポートピ
アホテルは、ここ数年、京王プラザホテ
ルをおさえてホテルでの国際会議開催件
数 は日本一です。その実績を携えて今春
からは、神戸コンベンションセンターの

指定管理者の一員となられるわけですが、
これまでの連携のスタイルとの違いを中
内社長はどのようにお考えですか。

中内　経営者の勉強会での先輩でもあ
る近浪社長は、『神戸にゆかりがあり、御
恩返しを考える中で巡ってきた良い機会』
とおっしゃっていましたが、私たちも思い
は同じです。これまで大変お世話になっ
た神戸国際観光コンベンション協会、あ
るいは神戸市へのご恩返しの気持ちから、
私たちに何かお手伝いができることがな
いかとご相談させていただく中で、今回
コンソーシアムに加わらせていただくこと
になりました。
　さて、神戸ポートピアホテルのこれま
での道のりとして、神戸に国際級の大型
シティホテルを作りたいと考えた創業者
が研究を重ねる中で、単に新しいホテル
を建てただけではビジネスとして継続す
るのは難しく、神戸の新たな都市づくりに
お役に立てるホテルを建てたいということ
を神戸市にご相談をさせていただき、
1981年にコンベンションセンターに隣接
した地上31階、宴会場20室、客室数550
室の大型ホテルをオープンすることにな
りました。今年で35年となりますが、当
初はこの規模の都市ホテルがほかにな
かったこともあり、コンベンションを中心
に結婚式や観光と、多様な需要に一手に
対応させていただく時代でした。しかし
次第に競合が増え、厳しさを増すマーケッ
ト環境にあって「自分たちの生きていく道」
を再考する中で、メインターゲットはコン
ベンションである、その上で「誰に、どの
ようなサービスを提供するのか」といった
コンセプトを全社員と共有したのが2008
年です。関西生産性本部にもご指導をい
ただきながら、阪神・淡路大震災後の神
戸市の医療産業都市推進と呼応し、特に
メディカル分野にフォーカスしたコンベン
ション対応に取り組んでまいりました。
　昨年は神戸では初となる「日本医学会
総会」が第29回日本医学会総会 2015 関
西として開催されました。メインの会議
は京都でしたが、神戸では国際展示場で
一般市民向けのイベントが開催され、今
年はG7神戸保健大臣会合が開催される
など、都市のコンセプトと連動する大き
なコンベンション開催の実現をうれしく
思っています。
　このような中で次のビジネスに対して、
これまでの「開催されるコンベンションを

お世話させていただく」というスタンスか
ら脱却し、メディカルやヘルスケアのコ
ンベンションの自主開催、またホスピタ
リティを極め、メディカルのホスピタリ
ティについてトレーニングする存在にな
れないか、あるいは神戸にはメディカル
関連施設がたくさんありますから、こうし
た施設と提携することで例えば1週間も滞
在すると健康になるホテル、病気を予防
する食事や運動、時間の過ごし方などを
提案・発信していくのはどうかと、関西生
産性本部や大学の先生方にご指導を受
けたところです。
　コンソーシアムの一員としてこれまで以
上に連携を深めることで、コンベンション
協会が「Techno‐Ocean」などを自ら開催
される事例のお話に、私たちにはさらな
る勉強の機会となると期待するとともに、
先ほど小柴会長からトータルパッケージ
の開発・提供というアイディアもありまし
たが、私たちにご提供ができること、ま
たお客様に還元ができることを積極的に
取り組んでいきたいと考えています。

川島　ともすると公的な組織には欠けが
ちな、質の高いサービスやホスピタリティ
が、国際的な一流ホテルとしての神戸
ポートピアホテルに期待される部分では
ないかと感じますが、いかがでしょうか。

小柴　おっしゃる通りで、神戸ポートピア
ホテルの最高品質のホスピタリティ、日
本コンベンションサービスの国際ネット
ワークによる三位一体が新たなコンソー
シアムの魅力です。

川島　コンベンションホテルとして成功さ
れている神戸ポートピアホテルが参画す
ることで、ホスピタリティに加えてセール
ス強化も期待されるのではないでしょう
か。また皆さんがICCAメンバーであるこ

とから、今後はICCAデータを活用した協
働マーケティングなども強化できますね。

小柴　民間のノウハウや経験を取り入れ
る指定管理者制度のおかげで、日本コン
ベンションサービスや神戸ポートピアホ
テルとのコンソーシアムが実現し、施設
の管理運営者として進化を果たすことが
できたと感じています。

川島　3者のコンソーシアムで新たに出
発されるグローバルMICE戦略都市・神戸
の未来戦略をどのように思い描かれてい
るでしょうか。

小柴　まずは市民目線、主催者目線、参
加者目線と、役割分担を行いながら一体
的に相乗効果を上げていきたいと考えて
います。神戸市では阪神淡路大震災後、
神戸をどのように再生していくかの議論
がなされました。このような中で、第22
代京都大学総長を務めた井村 裕夫 先生

（当時、中央市民病院長）、大阪大学、神
戸大学や関西主要な先生方に参画をい
ただき、1998年に打ち出された医療産
業都市構想では非常に大きな目標を掲げ、
昨年12月現在、313社が神戸に進出して
おり7,200人の雇用を創出するなど成果
を上げています。
　こうした神戸市の施策実現に向けて、
我々も医療産業都市・神戸に資する医療
関連のコンベンションの誘致に注力して
おり、数々の医療関連コンベンションの
誘致に成功を収めています。その取り組
みの一例をご紹介すると、兵庫県立リハ
ビリテーション中央病院ロボットリハビリ
テーションセンター長の陳 隆明先生を、
観光庁が主導する「MICEアンバサダー」
に推薦させていただき、国を挙げての支
援もあり、おかげさまで昨年6月のドイツ・
ベルリン大会において、参加者5,000人
規模の大型国際会議「国際義肢装具協会
世界大会」の神戸開催（2019年）が決定
しました。続いて7,000人規模の「国際リ
ハビリテーション医学会」の日本初開催

（2019年）に向けた誘致にも成功。この
ようにオリンピックイヤー前年に、パラリ
ンピックにも関連の深い2つの大型国際
会議の神戸開催は、医療産業都市として
の神戸、さらには先進医療国としての日
本を世界にアピールする機会であり、関
係機関と連携しながら開催効果の最大化
を図ってまいりたいと考えています。

川島　既に医療関連企業だけでも313社
が進出しており、このほかにも研究機関
や病院も集積が進み、治療を含めたツー
リズムへも取り組まれる中で、コンソー
シアムとしてはコンベンションを活用し、
医療産業都市としての神戸をさらに発展
させていくというお考えですね。

小柴　京都大学教授の山中 伸弥 教授が
初めて作製した人工多能性幹細胞（iPS細
胞）を使った眼の網膜の再生医療施設「神
戸アイセンター（仮称）」の整備も進めら
れており、2016（平成28）年度中には完
成する予定です。このように、今後も医
療産業はもとより、「京」で知られるスー
パーコンピューターや世界最高性能の放
射光を利用することができる大型放射光
施設（SPring-8）など、 モノづくりを牽引
し防災に貢献する先進の取り組みが周辺
のサイエンスクラスターで展開されてお
り、他都市にはない神戸ならではの魅力
を発信していきたいと考えています。

川島　神戸のビジネスとアカデミアにお
ける多彩な取り組みと連携し、他都市と
は異なる魅力をもつコンベンション都市
づくりにも活用するというお考えでした。
　次に中内社長は、どのように未来をお
考えですか。

中内　地元に公的なネットワークをお持
ちの神戸国際観光コンベンション協会、
国際的なネットワークや知見をお持ちの
日本コンベンションサービスのタッグに、
新たに加えていただくことになった私ども
としては、新たにコトを起こしていきたい
という思いと、現状の延長線上でさらな
る発展のお手伝いをさせていただけるこ
とがあるのではないかと考えています。
　明るく清潔で、住みやすいのが神戸の
魅力ですが、メディカルやモノづくりは、
神戸が歴史的に取り組んでいる主力の分
野です。例えば地場産業でもあるお酒を
テーマにコンベンションが開催できない
かと、酒造組合と意見交換をさせていた
だいております。スイーツも神戸らしい
ものの一つで、パティスリーの世界大会
の誘致など、私たちの生活・文化の分野
でのネットワークもコンソーシアムに活か
していければと考えています。
　また東京は別格ですが、地方都市での
学会開催において、「最も参加者が集まっ
た」という記録が多いのも神戸の魅力だ

と思います。新幹線に加え神戸空港も至
近な神戸は、交流を支えるアクセス面に
優れた都市です。プレ・ポストコンベン
ションに活用いただける市内中心部へも、
コンベンションセンターからポートライ
ナーで10分。ここには美味しくてリーズ
ナブルな食事を楽しめる飲食店やお土産
店も多数集積しています。
　そして今年2月16日に、神戸空港が開
港10周年を迎えました。関西の3空港の
うち関西国際空港と伊丹空港の2空港が
一体運営されることになりましたが、この
3空港の中で神戸空港の役割を考えた時、
近・中距離の国際線を担う空港として使
命を果たすことができるようになれば、
アジアの中で神戸の存在感がさらに拡大
するでしょう。将来的に「最も参加者が多
かったのは神戸だった」という記録を国
際学会においても樹立し、アジアで国際
会議や展示会を開催するなら「人が集ま
る神戸で!」としていきたいと考えています。

川島　ホテル独自のネットワークを活用
し、神戸の魅力や資源を活用した生活や
文化に関わるコンベンション創出や誘致、
また人が集まる神戸を国際的に拡大した
いというお考えでした。
　近浪社長は、未来をどのようにお捉え
ですか。

近浪　三位一体のコンソーシアムの力を
最大限に生かすためには、3つのポイン
トがあると考えています。まずは「即効性」
です。参加登録者への情報発信や問い
合わせ対応を担当する我々 PCOの立場
から申し上げると、それぞれのコンベン
ションにあわせた的確なサポート、ホス
ピタリティを発揮するために、信頼に基

づいて情報や人脈を共有することでス
ピーディな対応を実現していきたいと考
えています。
　2つ目は、「仕組みづくり」です。来訪者
にハピネスを提供するために、一つ一つ
のコンベンションでは困難な取り組みを
中長期的な視野をもって取り組む必要性
を感じています。
　3つ目は「起爆力」です。神戸コンベン
ションセンターに集う行政公的機関、メ
ディア、教育機関、市民団体や民間企業
などさまざまな方々を、高いホスピタリ
ティでお迎えすることが、経済波及効果
にとどまらず神戸の未来づくりに大きな
力を発揮すると思います。先日、神戸で
開催された「第29回日本医学会総会 
2015 関西一般公開展示」では、子どもた
ちが展示会を通じて肌感覚で未来の医療
を感じるものがあったようで、アンケート
には「お医者さんになりたい」といった回
答も多数寄せられています。これはMICE
の経済効果に匹敵する、あるいはそれ以
上の効果を都市や未来にもたらしている
と実感しました。
　先日、デュッセルドルフで開催された
世界最大の医療機器の商談会「MEDICA」
を視察しました。空港の入国審査で「展
示会に来ました」と言うと、「MEDICAだ
ね」とほほ笑んでくれます。タクシーに乗っ
ても「MEDICAですか?」と声をかけられ、
レストランに入っても「MEDICAでしょ。
ネームカードがあればサービスがありま
すよ」、お土産店に入っても同様。どこへ
行っても街中で情報が共有されていて、
歓迎をしてくれるわけです。神戸でも三
位一体となって、3者の力を合わせて3倍
ではなく3乗とし、我々のチームワークを
もって街ぐるみで来訪者をお出迎えでき
るような取り組みに発展させたいと考え
ており、新たに加わってくださる神戸ポー
トピアホテルが持つ厚く広い人脈やホス
ピタリティにも大いに期待しています。
　加えて小柴会長からお話のあった医療
産業都市構想について申し上げると、再
生医療はもとより、ゲノム、バイオ、予防
医学、医療機器など、医療分野の急激な
変化は明白です。人類の生命と健康を両
立させ守っていく時代に、ドクターだけ
ではなく工学、あるいは民間のものづく
り等のエッセンスを掛け合わせる新たな
展開がスタートしています。日本人が持
つ研究・発明・開発力が注目される中で、
日本人の叡智が産業化に至らない残念な

部分もあり、国や行政、民間企業がこれ
を支えなければならないと感じています。
神戸には全国に先駆けて医療産業の集
積がある。これは、ものすごく大きな強
みです。
　実は昨年2ヵ月間、怪我をして正常に
歩くことができない生活を余儀なくされ
たのですが、その不自由さは、実際に経
験をしてみないとわからないかもしれま
せん。高齢化社会では、二足歩行が困難
な人たちも急激に増え、人々が幸せに生
きていくことを支えるリハビリテーション
や義肢装具などの分野の研究、また産業
も大きく伸びていくでしょう。このような
中で、東京オリンピック・パラリンピック
の前年に世界最高峰のリハビリテーショ
ンや義肢装具の国際会議が開催されるこ
とは、これまでの歴史を含め、神戸の持
つエネルギーの大きさを感じています。

川島　神戸でコンベンションが開催され
ることで、経済効果だけでなく市民の皆
さんが「役にたった。おもしろかった」と
おっしゃっている。それを起爆力と表現
され、神戸には潜在的に起爆力があると
いうお話でした。私は同様の意味合いで、

「MICEは経済効果にとどまらず、参加者
の国際ネットワークを拡大する、あるい
は参加者が新たな知見を得てイノベー
ションが生まれる、また主催者や地域に
ブランド効果をもたらすなど、さまざま
なレガシーを誘発する」とかねがね申し
上げています。
　またさまざまな研究分野が医療と連携
して発展していくだろうという見解の中で、
未来の社会が求める新たな医療の在り方
を実現できる医療産業都市・神戸のポテ
ンシャルについて指摘され、コンソーシア
ムが構成員それぞれの立場で力を発揮す
るというお話が非常に印象に残りました。

近浪　日本医学会総会の一般公開展示
に川崎重工業株式会社が出
展していましたが、アンケー
トに「川崎重工が医療に貢
献していることを初めて知り
ました」といった回答もあり
ました。これからは医学と工
学のマッチングをお手伝い
するなど、MICE誘致の方向
性にも新たな戦略を持ちた
いと思います。

小柴　日本医学会総会の一般公開展示
は当初25万人の来場を見込んでいました
が、予想をはるかに上回る29万人にご来
場をいただきました。中でも子供たちが
手術を体験するプログラムがありました。
生き生きとした子どもたちの瞳が心に残
る素晴らしい取り組みで、子どもたちに
夢を与えることは経済効果を超えるMICE
の効果だと実感しました。また機械金属
工業会との連携で実用化に至った医療機
器など、ある分野のノウハウの蓄積が異
なった分野に活かされることで、新たな
ビジネスを開拓した事例も多々あります。
　「産業インフラ」であり「知の交流拠点」
であるコンベンションセンターでは、より
多くの新たな取り組みや成功事例をご紹
介できることを楽しみにしています。同
時に三位一体による日本初のワンストッ
プサービスを最高品質のホスピタリティ
で提供することにより、新しい「コンベン
ションブランド」に挑戦し、「グローバル
MICE都市・神戸」を牽引する「コンベン
ションシティ・ブランド」を実現していき
たいと考えています。

川島　まさに、未来を実現するための新
たなコンソーシアムですね。新たな神戸
の未来づくりに期待しています。本日は
ありがとうございました。

（株）神戸ポートピアホテル 
代表取締役社長 中内 仁 氏

日本コンベンションサービス（株） 
代表取締役社長 近浪 弘武 氏

市民・主催者・参加者目線のサービスと
都市政策と連動する共同マーケティング

即効性と中長期の仕組みと起爆力
都市と市民に未来をもたらすMICE
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川島　神戸は1981年のポートアイランド
の街開きから、日本を代表するコンベン
ション都市として多くの成功を収めてこら
れたことは周知のとおりです。そして
2013年に観光庁からグローバルMICE戦
略都市に指定された神戸では、今年は
G7神戸保健大臣会合が開催され、2019
年に国際義肢装具協会世界大会、国際リ
ハビリテーション医学会などの大型国際
会議の誘致に成功するなど数々の実績も
挙げられています。
　これらの国際会議の舞台となる神戸コ
ンベンションセンターは、創設以来、神
戸国際観光コンベンション協会が管理運
営を担ってこられましたが、2010年より
日本コンベンションサービスとタッグを組
まれました。そして今回、2016年4月か
ら神戸ポートピアホテルがコンソーシア
ムに参画され、新たな指定管理者として
の取り組みがスタートされるとうかがって
います。本日はグローバルMICE戦略都
市の中核施設であるこの神戸コンベン
ションセンターの指定管理者として、都

市戦略の推進を担う皆さんにお集まりい
ただきました。神戸市がなぜ街づくりの
中核としてコンベンションを位置付けた
のか、その決断や経緯について。また神
戸コンベンションセンターが果たしてき
た役割。また新たな指定管理者のコン
ソーシアムによってコンベンションセン
ターが、さらには神戸がどのように変わっ
ていくのか。その未来戦略について、お
考えをお聞かせいただきたいと思います。
　まずは小柴会長から、いち早くコンベ
ンション戦略を掲げられた神戸市の当時
の経緯や、その後、コンベンションセン
ターが果たしてきた役割についてお聞か
せいただきたいと思います。

小柴　神戸は山と海に囲まれた非常に美
しい都市で、都市発展の観点から山の土
で海を埋め立て、人工島を造りました。
この人工島の完成を記念して開催された
のが「ポートピア’81博覧会」でした。そ
の後、各地で開催された地方博の先駆け
で、1,610万人に来場をいただき大成功
をおさめました。当時、私はポートピア
博覧会協会に出向し、事務局で経理関係
を担っていました。これまでにないこの

イベントが、本当にうまくいくのだろうか
と、財政計画も第6次までたてました。し
かし結果として65億円もの基金を残し、
ポートピア81記念財団を設立することが
でき、この財団が神戸での国際会議をサ
ポートする仕組みを作りました。
　神戸は重厚長大な産業で発展してきま
したが、1973年にはファッション都市宣
言を行うなど、多様な産業に対応する都
市への転換を模索していました。このよ
うな中、ポートアイランドに国内外から多
くの知識人や産業を呼び込む装置として、
国際会議場、国際展示場（現在の1号館）、
神戸ポートピアホテルからなるわが国初
の国際コンベンションコンプレックスを誕
生させました。その後、時代の要請に対
応し1991年に国際展示場2号館を、2006
年に3号館をオープンさせ、施設や機能
の充実を図ってまいりました。
　また神戸の都市施策と戦略的に連携し
てきた神戸国際観光コンベンション協会
は、集客交流装置としてのコンベンショ
ンセンターの誘致営業・施設運営部門と
シティセールスを中心とするコンベンショ
ンビューローを有しています。また、
1986年からは神戸の特性である”港・海”

をテーマとする国際コンベンション
「Techno - Ocean」を自主事業として開催
してきました。2000年には、他都市には
ないイベントの運営母体として、経団連
の海洋開発推進委員会の会長をトップに
むかえてテクノオーシャン・ネットワーク
を設立。2年に一度の開催で今年は、お
かげさまで第16回を迎えます。

川島　都市の施策と連動する自主事業
「Techno - Ocean」の立ち上げ、その継続
開催に向けた強固な母体づくりなど素晴
らしい取り組みです。もちろんご苦労も
多いと思いますが、イベントの収支につ
いてお聞かせいただけませんか。

小柴　財政的には神戸市からの援助もあ
りますが、人材を含めイベントの企画・管
理・運営を協会が担っています。こうした
長年の取り組みの成果として、2018年に
は アメリカ のIEEEと の 共 催 に よ る

「OCEANS ’18」の神戸誘致に成功しました。

川島　IEEEと合同でのイベント開催は非
常に大きな成果であり、神戸ブランドの
向上に資するものです。小柴会長のお話
を伺っていると、会議場、展示場、ホテ
ルが一体化した誘致営業と施設運営をは
じめ、まさに初めて尽くしです。そこで一
つお伺いしたいのですが、他都市との違
い、神戸の強みをどのようにお考えです
か。

小柴　1981年から理想的なコンベンショ
ンコンプレックスを形成し、コンベンショ
ン都市を標榜し、都市への集客装置とし
ての35年にわたる誘致営業や施設運営
実績と、都市の施策と連動するイベント
の主催者としての開催ノウハウ、さらに
次代を先取る情報、トレンドの習得、蓄
積が神戸の強みであり、グローバルMICE

戦略都市としてグローバルMICEの誘致に
もつながっています。

川島　なるほど。こうした神戸の強みを
背景に、新たなパートナーを迎えた指定
管理者のコンソーシアムは、神戸のMICE
戦略の大きな力になりそうですね。
小柴　2006年から指定管理者制度が導
入され、当初は協会が単独で誘致営業と
施設運営を行っていましたが、国際性な
どを鑑み2010年には日本コンベンション
サービスに、そして今春からは最高品質
のサービスを提供する神戸ポートピアホ
テルにも加わっていただきます。特にコ
ンベンションホールもお持ちのポートピ
アホテルとは、今後、具体的なお話を詰
めていかなければなりませんが、例えば
宿泊、宴会などを含めた、神戸ブランド
のトータルパッケージなどが提供できな
いかと考えています。

川島　おもしろい取り組みですね。さて
小柴会長のお話に、国際化をより大きく
進めるために日本コンベンションサービ
スをパートナーにコンソーシアムを組ま
れたとありましたが、近浪社長はどのよ
うなお考えで参画されたのでしょうか。

近浪　個人的な話ですが創業者である父
が神戸高校出身でした。親戚の多くが神
戸に住んでおり、私には神戸の血が脈々
と流れています。弊社と神戸とのかかわ

りは、「ポートピア’81博覧会」で博覧会協
会のコンパニオンを募集し教育・訓練を
実施し、半年にわたって管理をするお仕
事を頂戴したことが始まりです。小柴会
長のお話にもありましたが、このポート
ピアの大成功が全国での地方博覧会ブー
ムにつながり、私どもも「ポートピア’81
博覧会」での実績を買われ、ほとんどの
博覧会でコンパニオンの育成の仕事に携
わらせていただくことができました。
　日本コンベンションサービスの社業は
コンベンションサービス、通訳・翻訳サー
ビス、人材サービスの3本の柱で成り立っ
ていますが、「ポートピア’81博覧会」の経
験があったからこそ人材サービスの今が
あり感謝に堪えません。1982年には神戸
国際会議場に神戸支社を開業し、多くの
皆様に叱咤、激励をいただき今日があり
ます。神戸で育んできたこうした歴史が
あったからこそ、2010年には、神戸コン
ベンションセンターの指定管理者として
参画する機会をいただけたと考えていま
す。私どもを育ててくださった神戸、行
政や市民の皆様に恩返しをしなければな
らないという思いで、指定管理に携わら
せていただいています。
　私どもの社業を通じて、コンベンション
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の主催者が求めるポイントを把握してい
たことが、指定管理者として施設の管理
運営にそのノウハウを生かせたのではな
いか、また神戸は数々の国際会議誘致に
成功していますが、誘致に際してもお役
に立てている部分があると感じています。

川島　主催者のニーズを熟知している
PCOの視点で、新しいノウハウを共有さ
れてこられたというお話ですが、国際性
という観点で日本コンベンションサービ
スはコアPCOであるMCIグループとの合
弁会社も設立されておられますね。

近浪　2008年にICCAやINCONなどの国
際団体の活動を通じて関係のあったMCI
グループというスイスに本社がある世界
最大級のPCO・イベントプランナー会社と

「MCI-JCS Japan」という合弁会社を設立
しました。
　MCIグループはコアPCOとして、またグ
ローバル企業のコアハウスエージェント
として、国際会議やインセンティブなど、
携わる案件の開催地を決定する立場にあ
ります。国際会議の誘致先を投票で決め
る案件では、投票権を持つ方々との関係
づくりなどロビイング活動が重要なポイ
ントとなります。MCIグループとのネット
ワークを生かすことで誘致先を日本へ、
そして神戸へと誘導しやすくなります。

川島　先代から関係の深い神戸で、MCI
グループとの連携関係にある立場を生か
して、コンベンションセンターの運営や神
戸への国際会議等の誘致に大きな力を
発揮されているというお話ですね。
　さてJNTOの統計によると神戸ポートピ
アホテルは、ここ数年、京王プラザホテ
ルをおさえてホテルでの国際会議開催件
数 は日本一です。その実績を携えて今春
からは、神戸コンベンションセンターの

指定管理者の一員となられるわけですが、
これまでの連携のスタイルとの違いを中
内社長はどのようにお考えですか。

中内　経営者の勉強会での先輩でもあ
る近浪社長は、『神戸にゆかりがあり、御
恩返しを考える中で巡ってきた良い機会』
とおっしゃっていましたが、私たちも思い
は同じです。これまで大変お世話になっ
た神戸国際観光コンベンション協会、あ
るいは神戸市へのご恩返しの気持ちから、
私たちに何かお手伝いができることがな
いかとご相談させていただく中で、今回
コンソーシアムに加わらせていただくこと
になりました。
　さて、神戸ポートピアホテルのこれま
での道のりとして、神戸に国際級の大型
シティホテルを作りたいと考えた創業者
が研究を重ねる中で、単に新しいホテル
を建てただけではビジネスとして継続す
るのは難しく、神戸の新たな都市づくりに
お役に立てるホテルを建てたいということ
を神戸市にご相談をさせていただき、
1981年にコンベンションセンターに隣接
した地上31階、宴会場20室、客室数550
室の大型ホテルをオープンすることにな
りました。今年で35年となりますが、当
初はこの規模の都市ホテルがほかにな
かったこともあり、コンベンションを中心
に結婚式や観光と、多様な需要に一手に
対応させていただく時代でした。しかし
次第に競合が増え、厳しさを増すマーケッ
ト環境にあって「自分たちの生きていく道」
を再考する中で、メインターゲットはコン
ベンションである、その上で「誰に、どの
ようなサービスを提供するのか」といった
コンセプトを全社員と共有したのが2008
年です。関西生産性本部にもご指導をい
ただきながら、阪神・淡路大震災後の神
戸市の医療産業都市推進と呼応し、特に
メディカル分野にフォーカスしたコンベン
ション対応に取り組んでまいりました。
　昨年は神戸では初となる「日本医学会
総会」が第29回日本医学会総会 2015 関
西として開催されました。メインの会議
は京都でしたが、神戸では国際展示場で
一般市民向けのイベントが開催され、今
年はG7神戸保健大臣会合が開催される
など、都市のコンセプトと連動する大き
なコンベンション開催の実現をうれしく
思っています。
　このような中で次のビジネスに対して、
これまでの「開催されるコンベンションを

お世話させていただく」というスタンスか
ら脱却し、メディカルやヘルスケアのコ
ンベンションの自主開催、またホスピタ
リティを極め、メディカルのホスピタリ
ティについてトレーニングする存在にな
れないか、あるいは神戸にはメディカル
関連施設がたくさんありますから、こうし
た施設と提携することで例えば1週間も滞
在すると健康になるホテル、病気を予防
する食事や運動、時間の過ごし方などを
提案・発信していくのはどうかと、関西生
産性本部や大学の先生方にご指導を受
けたところです。
　コンソーシアムの一員としてこれまで以
上に連携を深めることで、コンベンション
協会が「Techno‐Ocean」などを自ら開催
される事例のお話に、私たちにはさらな
る勉強の機会となると期待するとともに、
先ほど小柴会長からトータルパッケージ
の開発・提供というアイディアもありまし
たが、私たちにご提供ができること、ま
たお客様に還元ができることを積極的に
取り組んでいきたいと考えています。

川島　ともすると公的な組織には欠けが
ちな、質の高いサービスやホスピタリティ
が、国際的な一流ホテルとしての神戸
ポートピアホテルに期待される部分では
ないかと感じますが、いかがでしょうか。

小柴　おっしゃる通りで、神戸ポートピア
ホテルの最高品質のホスピタリティ、日
本コンベンションサービスの国際ネット
ワークによる三位一体が新たなコンソー
シアムの魅力です。

川島　コンベンションホテルとして成功さ
れている神戸ポートピアホテルが参画す
ることで、ホスピタリティに加えてセール
ス強化も期待されるのではないでしょう
か。また皆さんがICCAメンバーであるこ

とから、今後はICCAデータを活用した協
働マーケティングなども強化できますね。

小柴　民間のノウハウや経験を取り入れ
る指定管理者制度のおかげで、日本コン
ベンションサービスや神戸ポートピアホ
テルとのコンソーシアムが実現し、施設
の管理運営者として進化を果たすことが
できたと感じています。

川島　3者のコンソーシアムで新たに出
発されるグローバルMICE戦略都市・神戸
の未来戦略をどのように思い描かれてい
るでしょうか。

小柴　まずは市民目線、主催者目線、参
加者目線と、役割分担を行いながら一体
的に相乗効果を上げていきたいと考えて
います。神戸市では阪神淡路大震災後、
神戸をどのように再生していくかの議論
がなされました。このような中で、第22
代京都大学総長を務めた井村 裕夫 先生

（当時、中央市民病院長）、大阪大学、神
戸大学や関西主要な先生方に参画をい
ただき、1998年に打ち出された医療産
業都市構想では非常に大きな目標を掲げ、
昨年12月現在、313社が神戸に進出して
おり7,200人の雇用を創出するなど成果
を上げています。
　こうした神戸市の施策実現に向けて、
我々も医療産業都市・神戸に資する医療
関連のコンベンションの誘致に注力して
おり、数々の医療関連コンベンションの
誘致に成功を収めています。その取り組
みの一例をご紹介すると、兵庫県立リハ
ビリテーション中央病院ロボットリハビリ
テーションセンター長の陳 隆明先生を、
観光庁が主導する「MICEアンバサダー」
に推薦させていただき、国を挙げての支
援もあり、おかげさまで昨年6月のドイツ・
ベルリン大会において、参加者5,000人
規模の大型国際会議「国際義肢装具協会
世界大会」の神戸開催（2019年）が決定
しました。続いて7,000人規模の「国際リ
ハビリテーション医学会」の日本初開催

（2019年）に向けた誘致にも成功。この
ようにオリンピックイヤー前年に、パラリ
ンピックにも関連の深い2つの大型国際
会議の神戸開催は、医療産業都市として
の神戸、さらには先進医療国としての日
本を世界にアピールする機会であり、関
係機関と連携しながら開催効果の最大化
を図ってまいりたいと考えています。

川島　既に医療関連企業だけでも313社
が進出しており、このほかにも研究機関
や病院も集積が進み、治療を含めたツー
リズムへも取り組まれる中で、コンソー
シアムとしてはコンベンションを活用し、
医療産業都市としての神戸をさらに発展
させていくというお考えですね。

小柴　京都大学教授の山中 伸弥 教授が
初めて作製した人工多能性幹細胞（iPS細
胞）を使った眼の網膜の再生医療施設「神
戸アイセンター（仮称）」の整備も進めら
れており、2016（平成28）年度中には完
成する予定です。このように、今後も医
療産業はもとより、「京」で知られるスー
パーコンピューターや世界最高性能の放
射光を利用することができる大型放射光
施設（SPring-8）など、 モノづくりを牽引
し防災に貢献する先進の取り組みが周辺
のサイエンスクラスターで展開されてお
り、他都市にはない神戸ならではの魅力
を発信していきたいと考えています。

川島　神戸のビジネスとアカデミアにお
ける多彩な取り組みと連携し、他都市と
は異なる魅力をもつコンベンション都市
づくりにも活用するというお考えでした。
　次に中内社長は、どのように未来をお
考えですか。

中内　地元に公的なネットワークをお持
ちの神戸国際観光コンベンション協会、
国際的なネットワークや知見をお持ちの
日本コンベンションサービスのタッグに、
新たに加えていただくことになった私ども
としては、新たにコトを起こしていきたい
という思いと、現状の延長線上でさらな
る発展のお手伝いをさせていただけるこ
とがあるのではないかと考えています。
　明るく清潔で、住みやすいのが神戸の
魅力ですが、メディカルやモノづくりは、
神戸が歴史的に取り組んでいる主力の分
野です。例えば地場産業でもあるお酒を
テーマにコンベンションが開催できない
かと、酒造組合と意見交換をさせていた
だいております。スイーツも神戸らしい
ものの一つで、パティスリーの世界大会
の誘致など、私たちの生活・文化の分野
でのネットワークもコンソーシアムに活か
していければと考えています。
　また東京は別格ですが、地方都市での
学会開催において、「最も参加者が集まっ
た」という記録が多いのも神戸の魅力だ

と思います。新幹線に加え神戸空港も至
近な神戸は、交流を支えるアクセス面に
優れた都市です。プレ・ポストコンベン
ションに活用いただける市内中心部へも、
コンベンションセンターからポートライ
ナーで10分。ここには美味しくてリーズ
ナブルな食事を楽しめる飲食店やお土産
店も多数集積しています。
　そして今年2月16日に、神戸空港が開
港10周年を迎えました。関西の3空港の
うち関西国際空港と伊丹空港の2空港が
一体運営されることになりましたが、この
3空港の中で神戸空港の役割を考えた時、
近・中距離の国際線を担う空港として使
命を果たすことができるようになれば、
アジアの中で神戸の存在感がさらに拡大
するでしょう。将来的に「最も参加者が多
かったのは神戸だった」という記録を国
際学会においても樹立し、アジアで国際
会議や展示会を開催するなら「人が集ま
る神戸で!」としていきたいと考えています。

川島　ホテル独自のネットワークを活用
し、神戸の魅力や資源を活用した生活や
文化に関わるコンベンション創出や誘致、
また人が集まる神戸を国際的に拡大した
いというお考えでした。
　近浪社長は、未来をどのようにお捉え
ですか。

近浪　三位一体のコンソーシアムの力を
最大限に生かすためには、3つのポイン
トがあると考えています。まずは「即効性」
です。参加登録者への情報発信や問い
合わせ対応を担当する我々 PCOの立場
から申し上げると、それぞれのコンベン
ションにあわせた的確なサポート、ホス
ピタリティを発揮するために、信頼に基

づいて情報や人脈を共有することでス
ピーディな対応を実現していきたいと考
えています。
　2つ目は、「仕組みづくり」です。来訪者
にハピネスを提供するために、一つ一つ
のコンベンションでは困難な取り組みを
中長期的な視野をもって取り組む必要性
を感じています。
　3つ目は「起爆力」です。神戸コンベン
ションセンターに集う行政公的機関、メ
ディア、教育機関、市民団体や民間企業
などさまざまな方々を、高いホスピタリ
ティでお迎えすることが、経済波及効果
にとどまらず神戸の未来づくりに大きな
力を発揮すると思います。先日、神戸で
開催された「第29回日本医学会総会 
2015 関西一般公開展示」では、子どもた
ちが展示会を通じて肌感覚で未来の医療
を感じるものがあったようで、アンケート
には「お医者さんになりたい」といった回
答も多数寄せられています。これはMICE
の経済効果に匹敵する、あるいはそれ以
上の効果を都市や未来にもたらしている
と実感しました。
　先日、デュッセルドルフで開催された
世界最大の医療機器の商談会「MEDICA」
を視察しました。空港の入国審査で「展
示会に来ました」と言うと、「MEDICAだ
ね」とほほ笑んでくれます。タクシーに乗っ
ても「MEDICAですか?」と声をかけられ、
レストランに入っても「MEDICAでしょ。
ネームカードがあればサービスがありま
すよ」、お土産店に入っても同様。どこへ
行っても街中で情報が共有されていて、
歓迎をしてくれるわけです。神戸でも三
位一体となって、3者の力を合わせて3倍
ではなく3乗とし、我々のチームワークを
もって街ぐるみで来訪者をお出迎えでき
るような取り組みに発展させたいと考え
ており、新たに加わってくださる神戸ポー
トピアホテルが持つ厚く広い人脈やホス
ピタリティにも大いに期待しています。
　加えて小柴会長からお話のあった医療
産業都市構想について申し上げると、再
生医療はもとより、ゲノム、バイオ、予防
医学、医療機器など、医療分野の急激な
変化は明白です。人類の生命と健康を両
立させ守っていく時代に、ドクターだけ
ではなく工学、あるいは民間のものづく
り等のエッセンスを掛け合わせる新たな
展開がスタートしています。日本人が持
つ研究・発明・開発力が注目される中で、
日本人の叡智が産業化に至らない残念な

部分もあり、国や行政、民間企業がこれ
を支えなければならないと感じています。
神戸には全国に先駆けて医療産業の集
積がある。これは、ものすごく大きな強
みです。
　実は昨年2ヵ月間、怪我をして正常に
歩くことができない生活を余儀なくされ
たのですが、その不自由さは、実際に経
験をしてみないとわからないかもしれま
せん。高齢化社会では、二足歩行が困難
な人たちも急激に増え、人々が幸せに生
きていくことを支えるリハビリテーション
や義肢装具などの分野の研究、また産業
も大きく伸びていくでしょう。このような
中で、東京オリンピック・パラリンピック
の前年に世界最高峰のリハビリテーショ
ンや義肢装具の国際会議が開催されるこ
とは、これまでの歴史を含め、神戸の持
つエネルギーの大きさを感じています。

川島　神戸でコンベンションが開催され
ることで、経済効果だけでなく市民の皆
さんが「役にたった。おもしろかった」と
おっしゃっている。それを起爆力と表現
され、神戸には潜在的に起爆力があると
いうお話でした。私は同様の意味合いで、

「MICEは経済効果にとどまらず、参加者
の国際ネットワークを拡大する、あるい
は参加者が新たな知見を得てイノベー
ションが生まれる、また主催者や地域に
ブランド効果をもたらすなど、さまざま
なレガシーを誘発する」とかねがね申し
上げています。
　またさまざまな研究分野が医療と連携
して発展していくだろうという見解の中で、
未来の社会が求める新たな医療の在り方
を実現できる医療産業都市・神戸のポテ
ンシャルについて指摘され、コンソーシア
ムが構成員それぞれの立場で力を発揮す
るというお話が非常に印象に残りました。

近浪　日本医学会総会の一般公開展示
に川崎重工業株式会社が出
展していましたが、アンケー
トに「川崎重工が医療に貢
献していることを初めて知り
ました」といった回答もあり
ました。これからは医学と工
学のマッチングをお手伝い
するなど、MICE誘致の方向
性にも新たな戦略を持ちた
いと思います。

小柴　日本医学会総会の一般公開展示
は当初25万人の来場を見込んでいました
が、予想をはるかに上回る29万人にご来
場をいただきました。中でも子供たちが
手術を体験するプログラムがありました。
生き生きとした子どもたちの瞳が心に残
る素晴らしい取り組みで、子どもたちに
夢を与えることは経済効果を超えるMICE
の効果だと実感しました。また機械金属
工業会との連携で実用化に至った医療機
器など、ある分野のノウハウの蓄積が異
なった分野に活かされることで、新たな
ビジネスを開拓した事例も多々あります。
　「産業インフラ」であり「知の交流拠点」
であるコンベンションセンターでは、より
多くの新たな取り組みや成功事例をご紹
介できることを楽しみにしています。同
時に三位一体による日本初のワンストッ
プサービスを最高品質のホスピタリティ
で提供することにより、新しい「コンベン
ションブランド」に挑戦し、「グローバル
MICE都市・神戸」を牽引する「コンベン
ションシティ・ブランド」を実現していき
たいと考えています。

川島　まさに、未来を実現するための新
たなコンソーシアムですね。新たな神戸
の未来づくりに期待しています。本日は
ありがとうございました。

（株）神戸ポートピアホテル 
代表取締役社長 中内 仁 氏

日本コンベンションサービス（株） 
代表取締役社長 近浪 弘武 氏

市民・主催者・参加者目線のサービスと
都市政策と連動する共同マーケティング

即効性と中長期の仕組みと起爆力
都市と市民に未来をもたらすMICE

神戸コンベンションセンター
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川島　神戸は1981年のポートアイランド
の街開きから、日本を代表するコンベン
ション都市として多くの成功を収めてこら
れたことは周知のとおりです。そして
2013年に観光庁からグローバルMICE戦
略都市に指定された神戸では、今年は
G7神戸保健大臣会合が開催され、2019
年に国際義肢装具協会世界大会、国際リ
ハビリテーション医学会などの大型国際
会議の誘致に成功するなど数々の実績も
挙げられています。
　これらの国際会議の舞台となる神戸コ
ンベンションセンターは、創設以来、神
戸国際観光コンベンション協会が管理運
営を担ってこられましたが、2010年より
日本コンベンションサービスとタッグを組
まれました。そして今回、2016年4月か
ら神戸ポートピアホテルがコンソーシア
ムに参画され、新たな指定管理者として
の取り組みがスタートされるとうかがって
います。本日はグローバルMICE戦略都
市の中核施設であるこの神戸コンベン
ションセンターの指定管理者として、都

市戦略の推進を担う皆さんにお集まりい
ただきました。神戸市がなぜ街づくりの
中核としてコンベンションを位置付けた
のか、その決断や経緯について。また神
戸コンベンションセンターが果たしてき
た役割。また新たな指定管理者のコン
ソーシアムによってコンベンションセン
ターが、さらには神戸がどのように変わっ
ていくのか。その未来戦略について、お
考えをお聞かせいただきたいと思います。
　まずは小柴会長から、いち早くコンベ
ンション戦略を掲げられた神戸市の当時
の経緯や、その後、コンベンションセン
ターが果たしてきた役割についてお聞か
せいただきたいと思います。

小柴　神戸は山と海に囲まれた非常に美
しい都市で、都市発展の観点から山の土
で海を埋め立て、人工島を造りました。
この人工島の完成を記念して開催された
のが「ポートピア’81博覧会」でした。そ
の後、各地で開催された地方博の先駆け
で、1,610万人に来場をいただき大成功
をおさめました。当時、私はポートピア
博覧会協会に出向し、事務局で経理関係
を担っていました。これまでにないこの

イベントが、本当にうまくいくのだろうか
と、財政計画も第6次までたてました。し
かし結果として65億円もの基金を残し、
ポートピア81記念財団を設立することが
でき、この財団が神戸での国際会議をサ
ポートする仕組みを作りました。
　神戸は重厚長大な産業で発展してきま
したが、1973年にはファッション都市宣
言を行うなど、多様な産業に対応する都
市への転換を模索していました。このよ
うな中、ポートアイランドに国内外から多
くの知識人や産業を呼び込む装置として、
国際会議場、国際展示場（現在の1号館）、
神戸ポートピアホテルからなるわが国初
の国際コンベンションコンプレックスを誕
生させました。その後、時代の要請に対
応し1991年に国際展示場2号館を、2006
年に3号館をオープンさせ、施設や機能
の充実を図ってまいりました。
　また神戸の都市施策と戦略的に連携し
てきた神戸国際観光コンベンション協会
は、集客交流装置としてのコンベンショ
ンセンターの誘致営業・施設運営部門と
シティセールスを中心とするコンベンショ
ンビューローを有しています。また、
1986年からは神戸の特性である”港・海”

をテーマとする国際コンベンション
「Techno - Ocean」を自主事業として開催
してきました。2000年には、他都市には
ないイベントの運営母体として、経団連
の海洋開発推進委員会の会長をトップに
むかえてテクノオーシャン・ネットワーク
を設立。2年に一度の開催で今年は、お
かげさまで第16回を迎えます。

川島　都市の施策と連動する自主事業
「Techno - Ocean」の立ち上げ、その継続
開催に向けた強固な母体づくりなど素晴
らしい取り組みです。もちろんご苦労も
多いと思いますが、イベントの収支につ
いてお聞かせいただけませんか。

小柴　財政的には神戸市からの援助もあ
りますが、人材を含めイベントの企画・管
理・運営を協会が担っています。こうした
長年の取り組みの成果として、2018年に
は アメリカ のIEEEと の 共 催 に よ る

「OCEANS ’18」の神戸誘致に成功しました。

川島　IEEEと合同でのイベント開催は非
常に大きな成果であり、神戸ブランドの
向上に資するものです。小柴会長のお話
を伺っていると、会議場、展示場、ホテ
ルが一体化した誘致営業と施設運営をは
じめ、まさに初めて尽くしです。そこで一
つお伺いしたいのですが、他都市との違
い、神戸の強みをどのようにお考えです
か。

小柴　1981年から理想的なコンベンショ
ンコンプレックスを形成し、コンベンショ
ン都市を標榜し、都市への集客装置とし
ての35年にわたる誘致営業や施設運営
実績と、都市の施策と連動するイベント
の主催者としての開催ノウハウ、さらに
次代を先取る情報、トレンドの習得、蓄
積が神戸の強みであり、グローバルMICE

戦略都市としてグローバルMICEの誘致に
もつながっています。

川島　なるほど。こうした神戸の強みを
背景に、新たなパートナーを迎えた指定
管理者のコンソーシアムは、神戸のMICE
戦略の大きな力になりそうですね。
小柴　2006年から指定管理者制度が導
入され、当初は協会が単独で誘致営業と
施設運営を行っていましたが、国際性な
どを鑑み2010年には日本コンベンション
サービスに、そして今春からは最高品質
のサービスを提供する神戸ポートピアホ
テルにも加わっていただきます。特にコ
ンベンションホールもお持ちのポートピ
アホテルとは、今後、具体的なお話を詰
めていかなければなりませんが、例えば
宿泊、宴会などを含めた、神戸ブランド
のトータルパッケージなどが提供できな
いかと考えています。

川島　おもしろい取り組みですね。さて
小柴会長のお話に、国際化をより大きく
進めるために日本コンベンションサービ
スをパートナーにコンソーシアムを組ま
れたとありましたが、近浪社長はどのよ
うなお考えで参画されたのでしょうか。

近浪　個人的な話ですが創業者である父
が神戸高校出身でした。親戚の多くが神
戸に住んでおり、私には神戸の血が脈々
と流れています。弊社と神戸とのかかわ

りは、「ポートピア’81博覧会」で博覧会協
会のコンパニオンを募集し教育・訓練を
実施し、半年にわたって管理をするお仕
事を頂戴したことが始まりです。小柴会
長のお話にもありましたが、このポート
ピアの大成功が全国での地方博覧会ブー
ムにつながり、私どもも「ポートピア’81
博覧会」での実績を買われ、ほとんどの
博覧会でコンパニオンの育成の仕事に携
わらせていただくことができました。
　日本コンベンションサービスの社業は
コンベンションサービス、通訳・翻訳サー
ビス、人材サービスの3本の柱で成り立っ
ていますが、「ポートピア’81博覧会」の経
験があったからこそ人材サービスの今が
あり感謝に堪えません。1982年には神戸
国際会議場に神戸支社を開業し、多くの
皆様に叱咤、激励をいただき今日があり
ます。神戸で育んできたこうした歴史が
あったからこそ、2010年には、神戸コン
ベンションセンターの指定管理者として
参画する機会をいただけたと考えていま
す。私どもを育ててくださった神戸、行
政や市民の皆様に恩返しをしなければな
らないという思いで、指定管理に携わら
せていただいています。
　私どもの社業を通じて、コンベンション

の主催者が求めるポイントを把握してい
たことが、指定管理者として施設の管理
運営にそのノウハウを生かせたのではな
いか、また神戸は数々の国際会議誘致に
成功していますが、誘致に際してもお役
に立てている部分があると感じています。

川島　主催者のニーズを熟知している
PCOの視点で、新しいノウハウを共有さ
れてこられたというお話ですが、国際性
という観点で日本コンベンションサービ
スはコアPCOであるMCIグループとの合
弁会社も設立されておられますね。

近浪　2008年にICCAやINCONなどの国
際団体の活動を通じて関係のあったMCI
グループというスイスに本社がある世界
最大級のPCO・イベントプランナー会社と

「MCI-JCS Japan」という合弁会社を設立
しました。
　MCIグループはコアPCOとして、またグ
ローバル企業のコアハウスエージェント
として、国際会議やインセンティブなど、
携わる案件の開催地を決定する立場にあ
ります。国際会議の誘致先を投票で決め
る案件では、投票権を持つ方々との関係
づくりなどロビイング活動が重要なポイ
ントとなります。MCIグループとのネット
ワークを生かすことで誘致先を日本へ、
そして神戸へと誘導しやすくなります。

川島　先代から関係の深い神戸で、MCI
グループとの連携関係にある立場を生か
して、コンベンションセンターの運営や神
戸への国際会議等の誘致に大きな力を
発揮されているというお話ですね。
　さてJNTOの統計によると神戸ポートピ
アホテルは、ここ数年、京王プラザホテ
ルをおさえてホテルでの国際会議開催件
数 は日本一です。その実績を携えて今春
からは、神戸コンベンションセンターの

指定管理者の一員となられるわけですが、
これまでの連携のスタイルとの違いを中
内社長はどのようにお考えですか。

中内　経営者の勉強会での先輩でもあ
る近浪社長は、『神戸にゆかりがあり、御
恩返しを考える中で巡ってきた良い機会』
とおっしゃっていましたが、私たちも思い
は同じです。これまで大変お世話になっ
た神戸国際観光コンベンション協会、あ
るいは神戸市へのご恩返しの気持ちから、
私たちに何かお手伝いができることがな
いかとご相談させていただく中で、今回
コンソーシアムに加わらせていただくこと
になりました。
　さて、神戸ポートピアホテルのこれま
での道のりとして、神戸に国際級の大型
シティホテルを作りたいと考えた創業者
が研究を重ねる中で、単に新しいホテル
を建てただけではビジネスとして継続す
るのは難しく、神戸の新たな都市づくりに
お役に立てるホテルを建てたいということ
を神戸市にご相談をさせていただき、
1981年にコンベンションセンターに隣接
した地上31階、宴会場20室、客室数550
室の大型ホテルをオープンすることにな
りました。今年で35年となりますが、当
初はこの規模の都市ホテルがほかにな
かったこともあり、コンベンションを中心
に結婚式や観光と、多様な需要に一手に
対応させていただく時代でした。しかし
次第に競合が増え、厳しさを増すマーケッ
ト環境にあって「自分たちの生きていく道」
を再考する中で、メインターゲットはコン
ベンションである、その上で「誰に、どの
ようなサービスを提供するのか」といった
コンセプトを全社員と共有したのが2008
年です。関西生産性本部にもご指導をい
ただきながら、阪神・淡路大震災後の神
戸市の医療産業都市推進と呼応し、特に
メディカル分野にフォーカスしたコンベン
ション対応に取り組んでまいりました。
　昨年は神戸では初となる「日本医学会
総会」が第29回日本医学会総会 2015 関
西として開催されました。メインの会議
は京都でしたが、神戸では国際展示場で
一般市民向けのイベントが開催され、今
年はG7神戸保健大臣会合が開催される
など、都市のコンセプトと連動する大き
なコンベンション開催の実現をうれしく
思っています。
　このような中で次のビジネスに対して、
これまでの「開催されるコンベンションを

お世話させていただく」というスタンスか
ら脱却し、メディカルやヘルスケアのコ
ンベンションの自主開催、またホスピタ
リティを極め、メディカルのホスピタリ
ティについてトレーニングする存在にな
れないか、あるいは神戸にはメディカル
関連施設がたくさんありますから、こうし
た施設と提携することで例えば1週間も滞
在すると健康になるホテル、病気を予防
する食事や運動、時間の過ごし方などを
提案・発信していくのはどうかと、関西生
産性本部や大学の先生方にご指導を受
けたところです。
　コンソーシアムの一員としてこれまで以
上に連携を深めることで、コンベンション
協会が「Techno‐Ocean」などを自ら開催
される事例のお話に、私たちにはさらな
る勉強の機会となると期待するとともに、
先ほど小柴会長からトータルパッケージ
の開発・提供というアイディアもありまし
たが、私たちにご提供ができること、ま
たお客様に還元ができることを積極的に
取り組んでいきたいと考えています。

川島　ともすると公的な組織には欠けが
ちな、質の高いサービスやホスピタリティ
が、国際的な一流ホテルとしての神戸
ポートピアホテルに期待される部分では
ないかと感じますが、いかがでしょうか。

小柴　おっしゃる通りで、神戸ポートピア
ホテルの最高品質のホスピタリティ、日
本コンベンションサービスの国際ネット
ワークによる三位一体が新たなコンソー
シアムの魅力です。

川島　コンベンションホテルとして成功さ
れている神戸ポートピアホテルが参画す
ることで、ホスピタリティに加えてセール
ス強化も期待されるのではないでしょう
か。また皆さんがICCAメンバーであるこ

とから、今後はICCAデータを活用した協
働マーケティングなども強化できますね。

小柴　民間のノウハウや経験を取り入れ
る指定管理者制度のおかげで、日本コン
ベンションサービスや神戸ポートピアホ
テルとのコンソーシアムが実現し、施設
の管理運営者として進化を果たすことが
できたと感じています。

川島　3者のコンソーシアムで新たに出
発されるグローバルMICE戦略都市・神戸
の未来戦略をどのように思い描かれてい
るでしょうか。

小柴　まずは市民目線、主催者目線、参
加者目線と、役割分担を行いながら一体
的に相乗効果を上げていきたいと考えて
います。神戸市では阪神淡路大震災後、
神戸をどのように再生していくかの議論
がなされました。このような中で、第22
代京都大学総長を務めた井村 裕夫 先生

（当時、中央市民病院長）、大阪大学、神
戸大学や関西主要な先生方に参画をい
ただき、1998年に打ち出された医療産
業都市構想では非常に大きな目標を掲げ、
昨年12月現在、313社が神戸に進出して
おり7,200人の雇用を創出するなど成果
を上げています。
　こうした神戸市の施策実現に向けて、
我々も医療産業都市・神戸に資する医療
関連のコンベンションの誘致に注力して
おり、数々の医療関連コンベンションの
誘致に成功を収めています。その取り組
みの一例をご紹介すると、兵庫県立リハ
ビリテーション中央病院ロボットリハビリ
テーションセンター長の陳 隆明先生を、
観光庁が主導する「MICEアンバサダー」
に推薦させていただき、国を挙げての支
援もあり、おかげさまで昨年6月のドイツ・
ベルリン大会において、参加者5,000人
規模の大型国際会議「国際義肢装具協会
世界大会」の神戸開催（2019年）が決定
しました。続いて7,000人規模の「国際リ
ハビリテーション医学会」の日本初開催

（2019年）に向けた誘致にも成功。この
ようにオリンピックイヤー前年に、パラリ
ンピックにも関連の深い2つの大型国際
会議の神戸開催は、医療産業都市として
の神戸、さらには先進医療国としての日
本を世界にアピールする機会であり、関
係機関と連携しながら開催効果の最大化
を図ってまいりたいと考えています。

川島　既に医療関連企業だけでも313社
が進出しており、このほかにも研究機関
や病院も集積が進み、治療を含めたツー
リズムへも取り組まれる中で、コンソー
シアムとしてはコンベンションを活用し、
医療産業都市としての神戸をさらに発展
させていくというお考えですね。

小柴　京都大学教授の山中 伸弥 教授が
初めて作製した人工多能性幹細胞（iPS細
胞）を使った眼の網膜の再生医療施設「神
戸アイセンター（仮称）」の整備も進めら
れており、2016（平成28）年度中には完
成する予定です。このように、今後も医
療産業はもとより、「京」で知られるスー
パーコンピューターや世界最高性能の放
射光を利用することができる大型放射光
施設（SPring-8）など、 モノづくりを牽引
し防災に貢献する先進の取り組みが周辺
のサイエンスクラスターで展開されてお
り、他都市にはない神戸ならではの魅力
を発信していきたいと考えています。

川島　神戸のビジネスとアカデミアにお
ける多彩な取り組みと連携し、他都市と
は異なる魅力をもつコンベンション都市
づくりにも活用するというお考えでした。
　次に中内社長は、どのように未来をお
考えですか。

中内　地元に公的なネットワークをお持
ちの神戸国際観光コンベンション協会、
国際的なネットワークや知見をお持ちの
日本コンベンションサービスのタッグに、
新たに加えていただくことになった私ども
としては、新たにコトを起こしていきたい
という思いと、現状の延長線上でさらな
る発展のお手伝いをさせていただけるこ
とがあるのではないかと考えています。
　明るく清潔で、住みやすいのが神戸の
魅力ですが、メディカルやモノづくりは、
神戸が歴史的に取り組んでいる主力の分
野です。例えば地場産業でもあるお酒を
テーマにコンベンションが開催できない
かと、酒造組合と意見交換をさせていた
だいております。スイーツも神戸らしい
ものの一つで、パティスリーの世界大会
の誘致など、私たちの生活・文化の分野
でのネットワークもコンソーシアムに活か
していければと考えています。
　また東京は別格ですが、地方都市での
学会開催において、「最も参加者が集まっ
た」という記録が多いのも神戸の魅力だ

と思います。新幹線に加え神戸空港も至
近な神戸は、交流を支えるアクセス面に
優れた都市です。プレ・ポストコンベン
ションに活用いただける市内中心部へも、
コンベンションセンターからポートライ
ナーで10分。ここには美味しくてリーズ
ナブルな食事を楽しめる飲食店やお土産
店も多数集積しています。
　そして今年2月16日に、神戸空港が開
港10周年を迎えました。関西の3空港の
うち関西国際空港と伊丹空港の2空港が
一体運営されることになりましたが、この
3空港の中で神戸空港の役割を考えた時、
近・中距離の国際線を担う空港として使
命を果たすことができるようになれば、
アジアの中で神戸の存在感がさらに拡大
するでしょう。将来的に「最も参加者が多
かったのは神戸だった」という記録を国
際学会においても樹立し、アジアで国際
会議や展示会を開催するなら「人が集ま
る神戸で!」としていきたいと考えています。

川島　ホテル独自のネットワークを活用
し、神戸の魅力や資源を活用した生活や
文化に関わるコンベンション創出や誘致、
また人が集まる神戸を国際的に拡大した
いというお考えでした。
　近浪社長は、未来をどのようにお捉え
ですか。

近浪　三位一体のコンソーシアムの力を
最大限に生かすためには、3つのポイン
トがあると考えています。まずは「即効性」
です。参加登録者への情報発信や問い
合わせ対応を担当する我々 PCOの立場
から申し上げると、それぞれのコンベン
ションにあわせた的確なサポート、ホス
ピタリティを発揮するために、信頼に基
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平成28年（2016年）3月、コンベンション推進機関から推薦された候補者から8名の方々が日本政府観光局
（JNTO）により「MICE誘致アンバサダー」として認定され、就任式が行われました。

神戸市からは、3人目となる国立循環器病研究センター研究所 山岡 哲二 先生を推薦し、選定されました。これに
より、陳 隆明 先生（兵庫県立リハビリテーション中央病院）、坂井 信幸 先生（神戸市立医療センター中央市民病院）
に続き、3人目の「神戸市 MICE誘致アンバサダー」が誕生しました。

神戸市から3人目のMICE誘致アンバサダーが誕生！

MICE誘致アンバサダーとは・・・
関連分野の学会・協会に対して国内外で強い影響力を有し、当該分野の代表的存在かつ国
際的なネットワークを有する方々。JNTOにより認定され、日本の国際会議開催件数の増加や
日本国内における国際会議開催の意義に対する理解度の向上、並びに海外における日本のプ
レゼンス向上を目的として、日本の広報活動や国際会議の誘致活動を行っています。

平成22年より、国際バイオマテリアル学会連合（IUS-BSE）日本
代表として、IUSBSEに出席し、日本のバイオマテリアル科学およ
びバイオマテリアル技術の推進のため、積極的に活動を行ってい
ます。

　4年に1回開催され、約25カ国、約4,500名以上が参加するバイオマテリアル領域で最大規模の国際会議。1988年に日本
で第3回世界バイオマテリアル会議（WBC）が開催されて以降、再び日本（神戸）開催を目指し、2024年の誘致を行っています。
2016年2月、海外キーパーソンを神戸に招請し、開催会場および理化学研究所をはじめとした周辺施設の視察を行いました。

山岡 哲二 先生
（国立循環器病研究センター研究所
 生体医工学部　部長）
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3月10日　MICE誘致アンバサダー就任式

神戸市からのプレゼンテーション 理化学研究所　視察

づいて情報や人脈を共有することでス
ピーディな対応を実現していきたいと考
えています。
　2つ目は、「仕組みづくり」です。来訪者
にハピネスを提供するために、一つ一つ
のコンベンションでは困難な取り組みを
中長期的な視野をもって取り組む必要性
を感じています。
　3つ目は「起爆力」です。神戸コンベン
ションセンターに集う行政公的機関、メ
ディア、教育機関、市民団体や民間企業
などさまざまな方々を、高いホスピタリ
ティでお迎えすることが、経済波及効果
にとどまらず神戸の未来づくりに大きな
力を発揮すると思います。先日、神戸で
開催された「第29回日本医学会総会 
2015 関西一般公開展示」では、子どもた
ちが展示会を通じて肌感覚で未来の医療
を感じるものがあったようで、アンケート
には「お医者さんになりたい」といった回
答も多数寄せられています。これはMICE
の経済効果に匹敵する、あるいはそれ以
上の効果を都市や未来にもたらしている
と実感しました。
　先日、デュッセルドルフで開催された
世界最大の医療機器の商談会「MEDICA」
を視察しました。空港の入国審査で「展
示会に来ました」と言うと、「MEDICAだ
ね」とほほ笑んでくれます。タクシーに乗っ
ても「MEDICAですか?」と声をかけられ、
レストランに入っても「MEDICAでしょ。
ネームカードがあればサービスがありま
すよ」、お土産店に入っても同様。どこへ
行っても街中で情報が共有されていて、
歓迎をしてくれるわけです。神戸でも三
位一体となって、3者の力を合わせて3倍
ではなく3乗とし、我々のチームワークを
もって街ぐるみで来訪者をお出迎えでき
るような取り組みに発展させたいと考え
ており、新たに加わってくださる神戸ポー
トピアホテルが持つ厚く広い人脈やホス
ピタリティにも大いに期待しています。
　加えて小柴会長からお話のあった医療
産業都市構想について申し上げると、再
生医療はもとより、ゲノム、バイオ、予防
医学、医療機器など、医療分野の急激な
変化は明白です。人類の生命と健康を両
立させ守っていく時代に、ドクターだけ
ではなく工学、あるいは民間のものづく
り等のエッセンスを掛け合わせる新たな
展開がスタートしています。日本人が持
つ研究・発明・開発力が注目される中で、
日本人の叡智が産業化に至らない残念な

部分もあり、国や行政、民間企業がこれ
を支えなければならないと感じています。
神戸には全国に先駆けて医療産業の集
積がある。これは、ものすごく大きな強
みです。
　実は昨年2ヵ月間、怪我をして正常に
歩くことができない生活を余儀なくされ
たのですが、その不自由さは、実際に経
験をしてみないとわからないかもしれま
せん。高齢化社会では、二足歩行が困難
な人たちも急激に増え、人々が幸せに生
きていくことを支えるリハビリテーション
や義肢装具などの分野の研究、また産業
も大きく伸びていくでしょう。このような
中で、東京オリンピック・パラリンピック
の前年に世界最高峰のリハビリテーショ
ンや義肢装具の国際会議が開催されるこ
とは、これまでの歴史を含め、神戸の持
つエネルギーの大きさを感じています。

川島　神戸でコンベンションが開催され
ることで、経済効果だけでなく市民の皆
さんが「役にたった。おもしろかった」と
おっしゃっている。それを起爆力と表現
され、神戸には潜在的に起爆力があると
いうお話でした。私は同様の意味合いで、

「MICEは経済効果にとどまらず、参加者
の国際ネットワークを拡大する、あるい
は参加者が新たな知見を得てイノベー
ションが生まれる、また主催者や地域に
ブランド効果をもたらすなど、さまざま
なレガシーを誘発する」とかねがね申し
上げています。
　またさまざまな研究分野が医療と連携
して発展していくだろうという見解の中で、
未来の社会が求める新たな医療の在り方
を実現できる医療産業都市・神戸のポテ
ンシャルについて指摘され、コンソーシア
ムが構成員それぞれの立場で力を発揮す
るというお話が非常に印象に残りました。

近浪　日本医学会総会の一般公開展示
に川崎重工業株式会社が出
展していましたが、アンケー
トに「川崎重工が医療に貢
献していることを初めて知り
ました」といった回答もあり
ました。これからは医学と工
学のマッチングをお手伝い
するなど、MICE誘致の方向
性にも新たな戦略を持ちた
いと思います。

小柴　日本医学会総会の一般公開展示
は当初25万人の来場を見込んでいました
が、予想をはるかに上回る29万人にご来
場をいただきました。中でも子供たちが
手術を体験するプログラムがありました。
生き生きとした子どもたちの瞳が心に残
る素晴らしい取り組みで、子どもたちに
夢を与えることは経済効果を超えるMICE
の効果だと実感しました。また機械金属
工業会との連携で実用化に至った医療機
器など、ある分野のノウハウの蓄積が異
なった分野に活かされることで、新たな
ビジネスを開拓した事例も多々あります。
　「産業インフラ」であり「知の交流拠点」
であるコンベンションセンターでは、より
多くの新たな取り組みや成功事例をご紹
介できることを楽しみにしています。同
時に三位一体による日本初のワンストッ
プサービスを最高品質のホスピタリティ
で提供することにより、新しい「コンベン
ションブランド」に挑戦し、「グローバル
MICE都市・神戸」を牽引する「コンベン
ションシティ・ブランド」を実現していき
たいと考えています。

川島　まさに、未来を実現するための新
たなコンソーシアムですね。新たな神戸
の未来づくりに期待しています。本日は
ありがとうございました。

VISIT JAPAN大使  川島アソシエイツ 
代表 川島 久男 氏

第29回日本医学会総会 2015 関西  一般公開展示「未来医XPO’15」

神戸市 MICE誘致アンバサダー（3人目）

誘致案件：第12回世界バイオマテリアル会議（WBC）
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川島　神戸は1981年のポートアイランド
の街開きから、日本を代表するコンベン
ション都市として多くの成功を収めてこら
れたことは周知のとおりです。そして
2013年に観光庁からグローバルMICE戦
略都市に指定された神戸では、今年は
G7神戸保健大臣会合が開催され、2019
年に国際義肢装具協会世界大会、国際リ
ハビリテーション医学会などの大型国際
会議の誘致に成功するなど数々の実績も
挙げられています。
　これらの国際会議の舞台となる神戸コ
ンベンションセンターは、創設以来、神
戸国際観光コンベンション協会が管理運
営を担ってこられましたが、2010年より
日本コンベンションサービスとタッグを組
まれました。そして今回、2016年4月か
ら神戸ポートピアホテルがコンソーシア
ムに参画され、新たな指定管理者として
の取り組みがスタートされるとうかがって
います。本日はグローバルMICE戦略都
市の中核施設であるこの神戸コンベン
ションセンターの指定管理者として、都

市戦略の推進を担う皆さんにお集まりい
ただきました。神戸市がなぜ街づくりの
中核としてコンベンションを位置付けた
のか、その決断や経緯について。また神
戸コンベンションセンターが果たしてき
た役割。また新たな指定管理者のコン
ソーシアムによってコンベンションセン
ターが、さらには神戸がどのように変わっ
ていくのか。その未来戦略について、お
考えをお聞かせいただきたいと思います。
　まずは小柴会長から、いち早くコンベ
ンション戦略を掲げられた神戸市の当時
の経緯や、その後、コンベンションセン
ターが果たしてきた役割についてお聞か
せいただきたいと思います。

小柴　神戸は山と海に囲まれた非常に美
しい都市で、都市発展の観点から山の土
で海を埋め立て、人工島を造りました。
この人工島の完成を記念して開催された
のが「ポートピア’81博覧会」でした。そ
の後、各地で開催された地方博の先駆け
で、1,610万人に来場をいただき大成功
をおさめました。当時、私はポートピア
博覧会協会に出向し、事務局で経理関係
を担っていました。これまでにないこの

イベントが、本当にうまくいくのだろうか
と、財政計画も第6次までたてました。し
かし結果として65億円もの基金を残し、
ポートピア81記念財団を設立することが
でき、この財団が神戸での国際会議をサ
ポートする仕組みを作りました。
　神戸は重厚長大な産業で発展してきま
したが、1973年にはファッション都市宣
言を行うなど、多様な産業に対応する都
市への転換を模索していました。このよ
うな中、ポートアイランドに国内外から多
くの知識人や産業を呼び込む装置として、
国際会議場、国際展示場（現在の1号館）、
神戸ポートピアホテルからなるわが国初
の国際コンベンションコンプレックスを誕
生させました。その後、時代の要請に対
応し1991年に国際展示場2号館を、2006
年に3号館をオープンさせ、施設や機能
の充実を図ってまいりました。
　また神戸の都市施策と戦略的に連携し
てきた神戸国際観光コンベンション協会
は、集客交流装置としてのコンベンショ
ンセンターの誘致営業・施設運営部門と
シティセールスを中心とするコンベンショ
ンビューローを有しています。また、
1986年からは神戸の特性である”港・海”

をテーマとする国際コンベンション
「Techno - Ocean」を自主事業として開催
してきました。2000年には、他都市には
ないイベントの運営母体として、経団連
の海洋開発推進委員会の会長をトップに
むかえてテクノオーシャン・ネットワーク
を設立。2年に一度の開催で今年は、お
かげさまで第16回を迎えます。

川島　都市の施策と連動する自主事業
「Techno - Ocean」の立ち上げ、その継続
開催に向けた強固な母体づくりなど素晴
らしい取り組みです。もちろんご苦労も
多いと思いますが、イベントの収支につ
いてお聞かせいただけませんか。

小柴　財政的には神戸市からの援助もあ
りますが、人材を含めイベントの企画・管
理・運営を協会が担っています。こうした
長年の取り組みの成果として、2018年に
は アメリカ のIEEEと の 共 催 に よ る

「OCEANS ’18」の神戸誘致に成功しました。

川島　IEEEと合同でのイベント開催は非
常に大きな成果であり、神戸ブランドの
向上に資するものです。小柴会長のお話
を伺っていると、会議場、展示場、ホテ
ルが一体化した誘致営業と施設運営をは
じめ、まさに初めて尽くしです。そこで一
つお伺いしたいのですが、他都市との違
い、神戸の強みをどのようにお考えです
か。

小柴　1981年から理想的なコンベンショ
ンコンプレックスを形成し、コンベンショ
ン都市を標榜し、都市への集客装置とし
ての35年にわたる誘致営業や施設運営
実績と、都市の施策と連動するイベント
の主催者としての開催ノウハウ、さらに
次代を先取る情報、トレンドの習得、蓄
積が神戸の強みであり、グローバルMICE

戦略都市としてグローバルMICEの誘致に
もつながっています。

川島　なるほど。こうした神戸の強みを
背景に、新たなパートナーを迎えた指定
管理者のコンソーシアムは、神戸のMICE
戦略の大きな力になりそうですね。
小柴　2006年から指定管理者制度が導
入され、当初は協会が単独で誘致営業と
施設運営を行っていましたが、国際性な
どを鑑み2010年には日本コンベンション
サービスに、そして今春からは最高品質
のサービスを提供する神戸ポートピアホ
テルにも加わっていただきます。特にコ
ンベンションホールもお持ちのポートピ
アホテルとは、今後、具体的なお話を詰
めていかなければなりませんが、例えば
宿泊、宴会などを含めた、神戸ブランド
のトータルパッケージなどが提供できな
いかと考えています。

川島　おもしろい取り組みですね。さて
小柴会長のお話に、国際化をより大きく
進めるために日本コンベンションサービ
スをパートナーにコンソーシアムを組ま
れたとありましたが、近浪社長はどのよ
うなお考えで参画されたのでしょうか。

近浪　個人的な話ですが創業者である父
が神戸高校出身でした。親戚の多くが神
戸に住んでおり、私には神戸の血が脈々
と流れています。弊社と神戸とのかかわ

りは、「ポートピア’81博覧会」で博覧会協
会のコンパニオンを募集し教育・訓練を
実施し、半年にわたって管理をするお仕
事を頂戴したことが始まりです。小柴会
長のお話にもありましたが、このポート
ピアの大成功が全国での地方博覧会ブー
ムにつながり、私どもも「ポートピア’81
博覧会」での実績を買われ、ほとんどの
博覧会でコンパニオンの育成の仕事に携
わらせていただくことができました。
　日本コンベンションサービスの社業は
コンベンションサービス、通訳・翻訳サー
ビス、人材サービスの3本の柱で成り立っ
ていますが、「ポートピア’81博覧会」の経
験があったからこそ人材サービスの今が
あり感謝に堪えません。1982年には神戸
国際会議場に神戸支社を開業し、多くの
皆様に叱咤、激励をいただき今日があり
ます。神戸で育んできたこうした歴史が
あったからこそ、2010年には、神戸コン
ベンションセンターの指定管理者として
参画する機会をいただけたと考えていま
す。私どもを育ててくださった神戸、行
政や市民の皆様に恩返しをしなければな
らないという思いで、指定管理に携わら
せていただいています。
　私どもの社業を通じて、コンベンション

の主催者が求めるポイントを把握してい
たことが、指定管理者として施設の管理
運営にそのノウハウを生かせたのではな
いか、また神戸は数々の国際会議誘致に
成功していますが、誘致に際してもお役
に立てている部分があると感じています。

川島　主催者のニーズを熟知している
PCOの視点で、新しいノウハウを共有さ
れてこられたというお話ですが、国際性
という観点で日本コンベンションサービ
スはコアPCOであるMCIグループとの合
弁会社も設立されておられますね。

近浪　2008年にICCAやINCONなどの国
際団体の活動を通じて関係のあったMCI
グループというスイスに本社がある世界
最大級のPCO・イベントプランナー会社と

「MCI-JCS Japan」という合弁会社を設立
しました。
　MCIグループはコアPCOとして、またグ
ローバル企業のコアハウスエージェント
として、国際会議やインセンティブなど、
携わる案件の開催地を決定する立場にあ
ります。国際会議の誘致先を投票で決め
る案件では、投票権を持つ方々との関係
づくりなどロビイング活動が重要なポイ
ントとなります。MCIグループとのネット
ワークを生かすことで誘致先を日本へ、
そして神戸へと誘導しやすくなります。

川島　先代から関係の深い神戸で、MCI
グループとの連携関係にある立場を生か
して、コンベンションセンターの運営や神
戸への国際会議等の誘致に大きな力を
発揮されているというお話ですね。
　さてJNTOの統計によると神戸ポートピ
アホテルは、ここ数年、京王プラザホテ
ルをおさえてホテルでの国際会議開催件
数 は日本一です。その実績を携えて今春
からは、神戸コンベンションセンターの

指定管理者の一員となられるわけですが、
これまでの連携のスタイルとの違いを中
内社長はどのようにお考えですか。

中内　経営者の勉強会での先輩でもあ
る近浪社長は、『神戸にゆかりがあり、御
恩返しを考える中で巡ってきた良い機会』
とおっしゃっていましたが、私たちも思い
は同じです。これまで大変お世話になっ
た神戸国際観光コンベンション協会、あ
るいは神戸市へのご恩返しの気持ちから、
私たちに何かお手伝いができることがな
いかとご相談させていただく中で、今回
コンソーシアムに加わらせていただくこと
になりました。
　さて、神戸ポートピアホテルのこれま
での道のりとして、神戸に国際級の大型
シティホテルを作りたいと考えた創業者
が研究を重ねる中で、単に新しいホテル
を建てただけではビジネスとして継続す
るのは難しく、神戸の新たな都市づくりに
お役に立てるホテルを建てたいということ
を神戸市にご相談をさせていただき、
1981年にコンベンションセンターに隣接
した地上31階、宴会場20室、客室数550
室の大型ホテルをオープンすることにな
りました。今年で35年となりますが、当
初はこの規模の都市ホテルがほかにな
かったこともあり、コンベンションを中心
に結婚式や観光と、多様な需要に一手に
対応させていただく時代でした。しかし
次第に競合が増え、厳しさを増すマーケッ
ト環境にあって「自分たちの生きていく道」
を再考する中で、メインターゲットはコン
ベンションである、その上で「誰に、どの
ようなサービスを提供するのか」といった
コンセプトを全社員と共有したのが2008
年です。関西生産性本部にもご指導をい
ただきながら、阪神・淡路大震災後の神
戸市の医療産業都市推進と呼応し、特に
メディカル分野にフォーカスしたコンベン
ション対応に取り組んでまいりました。
　昨年は神戸では初となる「日本医学会
総会」が第29回日本医学会総会 2015 関
西として開催されました。メインの会議
は京都でしたが、神戸では国際展示場で
一般市民向けのイベントが開催され、今
年はG7神戸保健大臣会合が開催される
など、都市のコンセプトと連動する大き
なコンベンション開催の実現をうれしく
思っています。
　このような中で次のビジネスに対して、
これまでの「開催されるコンベンションを

お世話させていただく」というスタンスか
ら脱却し、メディカルやヘルスケアのコ
ンベンションの自主開催、またホスピタ
リティを極め、メディカルのホスピタリ
ティについてトレーニングする存在にな
れないか、あるいは神戸にはメディカル
関連施設がたくさんありますから、こうし
た施設と提携することで例えば1週間も滞
在すると健康になるホテル、病気を予防
する食事や運動、時間の過ごし方などを
提案・発信していくのはどうかと、関西生
産性本部や大学の先生方にご指導を受
けたところです。
　コンソーシアムの一員としてこれまで以
上に連携を深めることで、コンベンション
協会が「Techno‐Ocean」などを自ら開催
される事例のお話に、私たちにはさらな
る勉強の機会となると期待するとともに、
先ほど小柴会長からトータルパッケージ
の開発・提供というアイディアもありまし
たが、私たちにご提供ができること、ま
たお客様に還元ができることを積極的に
取り組んでいきたいと考えています。

川島　ともすると公的な組織には欠けが
ちな、質の高いサービスやホスピタリティ
が、国際的な一流ホテルとしての神戸
ポートピアホテルに期待される部分では
ないかと感じますが、いかがでしょうか。

小柴　おっしゃる通りで、神戸ポートピア
ホテルの最高品質のホスピタリティ、日
本コンベンションサービスの国際ネット
ワークによる三位一体が新たなコンソー
シアムの魅力です。

川島　コンベンションホテルとして成功さ
れている神戸ポートピアホテルが参画す
ることで、ホスピタリティに加えてセール
ス強化も期待されるのではないでしょう
か。また皆さんがICCAメンバーであるこ

とから、今後はICCAデータを活用した協
働マーケティングなども強化できますね。

小柴　民間のノウハウや経験を取り入れ
る指定管理者制度のおかげで、日本コン
ベンションサービスや神戸ポートピアホ
テルとのコンソーシアムが実現し、施設
の管理運営者として進化を果たすことが
できたと感じています。

川島　3者のコンソーシアムで新たに出
発されるグローバルMICE戦略都市・神戸
の未来戦略をどのように思い描かれてい
るでしょうか。

小柴　まずは市民目線、主催者目線、参
加者目線と、役割分担を行いながら一体
的に相乗効果を上げていきたいと考えて
います。神戸市では阪神淡路大震災後、
神戸をどのように再生していくかの議論
がなされました。このような中で、第22
代京都大学総長を務めた井村 裕夫 先生

（当時、中央市民病院長）、大阪大学、神
戸大学や関西主要な先生方に参画をい
ただき、1998年に打ち出された医療産
業都市構想では非常に大きな目標を掲げ、
昨年12月現在、313社が神戸に進出して
おり7,200人の雇用を創出するなど成果
を上げています。
　こうした神戸市の施策実現に向けて、
我々も医療産業都市・神戸に資する医療
関連のコンベンションの誘致に注力して
おり、数々の医療関連コンベンションの
誘致に成功を収めています。その取り組
みの一例をご紹介すると、兵庫県立リハ
ビリテーション中央病院ロボットリハビリ
テーションセンター長の陳 隆明先生を、
観光庁が主導する「MICEアンバサダー」
に推薦させていただき、国を挙げての支
援もあり、おかげさまで昨年6月のドイツ・
ベルリン大会において、参加者5,000人
規模の大型国際会議「国際義肢装具協会
世界大会」の神戸開催（2019年）が決定
しました。続いて7,000人規模の「国際リ
ハビリテーション医学会」の日本初開催

（2019年）に向けた誘致にも成功。この
ようにオリンピックイヤー前年に、パラリ
ンピックにも関連の深い2つの大型国際
会議の神戸開催は、医療産業都市として
の神戸、さらには先進医療国としての日
本を世界にアピールする機会であり、関
係機関と連携しながら開催効果の最大化
を図ってまいりたいと考えています。

川島　既に医療関連企業だけでも313社
が進出しており、このほかにも研究機関
や病院も集積が進み、治療を含めたツー
リズムへも取り組まれる中で、コンソー
シアムとしてはコンベンションを活用し、
医療産業都市としての神戸をさらに発展
させていくというお考えですね。

小柴　京都大学教授の山中 伸弥 教授が
初めて作製した人工多能性幹細胞（iPS細
胞）を使った眼の網膜の再生医療施設「神
戸アイセンター（仮称）」の整備も進めら
れており、2016（平成28）年度中には完
成する予定です。このように、今後も医
療産業はもとより、「京」で知られるスー
パーコンピューターや世界最高性能の放
射光を利用することができる大型放射光
施設（SPring-8）など、 モノづくりを牽引
し防災に貢献する先進の取り組みが周辺
のサイエンスクラスターで展開されてお
り、他都市にはない神戸ならではの魅力
を発信していきたいと考えています。

川島　神戸のビジネスとアカデミアにお
ける多彩な取り組みと連携し、他都市と
は異なる魅力をもつコンベンション都市
づくりにも活用するというお考えでした。
　次に中内社長は、どのように未来をお
考えですか。

中内　地元に公的なネットワークをお持
ちの神戸国際観光コンベンション協会、
国際的なネットワークや知見をお持ちの
日本コンベンションサービスのタッグに、
新たに加えていただくことになった私ども
としては、新たにコトを起こしていきたい
という思いと、現状の延長線上でさらな
る発展のお手伝いをさせていただけるこ
とがあるのではないかと考えています。
　明るく清潔で、住みやすいのが神戸の
魅力ですが、メディカルやモノづくりは、
神戸が歴史的に取り組んでいる主力の分
野です。例えば地場産業でもあるお酒を
テーマにコンベンションが開催できない
かと、酒造組合と意見交換をさせていた
だいております。スイーツも神戸らしい
ものの一つで、パティスリーの世界大会
の誘致など、私たちの生活・文化の分野
でのネットワークもコンソーシアムに活か
していければと考えています。
　また東京は別格ですが、地方都市での
学会開催において、「最も参加者が集まっ
た」という記録が多いのも神戸の魅力だ

と思います。新幹線に加え神戸空港も至
近な神戸は、交流を支えるアクセス面に
優れた都市です。プレ・ポストコンベン
ションに活用いただける市内中心部へも、
コンベンションセンターからポートライ
ナーで10分。ここには美味しくてリーズ
ナブルな食事を楽しめる飲食店やお土産
店も多数集積しています。
　そして今年2月16日に、神戸空港が開
港10周年を迎えました。関西の3空港の
うち関西国際空港と伊丹空港の2空港が
一体運営されることになりましたが、この
3空港の中で神戸空港の役割を考えた時、
近・中距離の国際線を担う空港として使
命を果たすことができるようになれば、
アジアの中で神戸の存在感がさらに拡大
するでしょう。将来的に「最も参加者が多
かったのは神戸だった」という記録を国
際学会においても樹立し、アジアで国際
会議や展示会を開催するなら「人が集ま
る神戸で!」としていきたいと考えています。

川島　ホテル独自のネットワークを活用
し、神戸の魅力や資源を活用した生活や
文化に関わるコンベンション創出や誘致、
また人が集まる神戸を国際的に拡大した
いというお考えでした。
　近浪社長は、未来をどのようにお捉え
ですか。

近浪　三位一体のコンソーシアムの力を
最大限に生かすためには、3つのポイン
トがあると考えています。まずは「即効性」
です。参加登録者への情報発信や問い
合わせ対応を担当する我々 PCOの立場
から申し上げると、それぞれのコンベン
ションにあわせた的確なサポート、ホス
ピタリティを発揮するために、信頼に基
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平成28年（2016年）3月、コンベンション推進機関から推薦された候補者から8名の方々が日本政府観光局
（JNTO）により「MICE誘致アンバサダー」として認定され、就任式が行われました。

神戸市からは、3人目となる国立循環器病研究センター研究所 山岡 哲二 先生を推薦し、選定されました。これに
より、陳 隆明 先生（兵庫県立リハビリテーション中央病院）、坂井 信幸 先生（神戸市立医療センター中央市民病院）
に続き、3人目の「神戸市 MICE誘致アンバサダー」が誕生しました。

神戸市から3人目のMICE誘致アンバサダーが誕生！

MICE誘致アンバサダーとは・・・
関連分野の学会・協会に対して国内外で強い影響力を有し、当該分野の代表的存在かつ国
際的なネットワークを有する方々。JNTOにより認定され、日本の国際会議開催件数の増加や
日本国内における国際会議開催の意義に対する理解度の向上、並びに海外における日本のプ
レゼンス向上を目的として、日本の広報活動や国際会議の誘致活動を行っています。

平成22年より、国際バイオマテリアル学会連合（IUS-BSE）日本
代表として、IUSBSEに出席し、日本のバイオマテリアル科学およ
びバイオマテリアル技術の推進のため、積極的に活動を行ってい
ます。

　4年に1回開催され、約25カ国、約4,500名以上が参加するバイオマテリアル領域で最大規模の国際会議。1988年に日本
で第3回世界バイオマテリアル会議（WBC）が開催されて以降、再び日本（神戸）開催を目指し、2024年の誘致を行っています。
2016年2月、海外キーパーソンを神戸に招請し、開催会場および理化学研究所をはじめとした周辺施設の視察を行いました。

山岡 哲二 先生
（国立循環器病研究センター研究所
 生体医工学部　部長）

神戸市 MICE誘致アンバサダー　左から
陳　　隆明 先生（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
坂井　信幸 先生（神戸市立医療センター中央市民病院）
山岡　哲二 先生（国立循環器病研究センター研究所）

3月10日　MICE誘致アンバサダー就任式

神戸市からのプレゼンテーション 理化学研究所　視察

づいて情報や人脈を共有することでス
ピーディな対応を実現していきたいと考
えています。
　2つ目は、「仕組みづくり」です。来訪者
にハピネスを提供するために、一つ一つ
のコンベンションでは困難な取り組みを
中長期的な視野をもって取り組む必要性
を感じています。
　3つ目は「起爆力」です。神戸コンベン
ションセンターに集う行政公的機関、メ
ディア、教育機関、市民団体や民間企業
などさまざまな方々を、高いホスピタリ
ティでお迎えすることが、経済波及効果
にとどまらず神戸の未来づくりに大きな
力を発揮すると思います。先日、神戸で
開催された「第29回日本医学会総会 
2015 関西一般公開展示」では、子どもた
ちが展示会を通じて肌感覚で未来の医療
を感じるものがあったようで、アンケート
には「お医者さんになりたい」といった回
答も多数寄せられています。これはMICE
の経済効果に匹敵する、あるいはそれ以
上の効果を都市や未来にもたらしている
と実感しました。
　先日、デュッセルドルフで開催された
世界最大の医療機器の商談会「MEDICA」
を視察しました。空港の入国審査で「展
示会に来ました」と言うと、「MEDICAだ
ね」とほほ笑んでくれます。タクシーに乗っ
ても「MEDICAですか?」と声をかけられ、
レストランに入っても「MEDICAでしょ。
ネームカードがあればサービスがありま
すよ」、お土産店に入っても同様。どこへ
行っても街中で情報が共有されていて、
歓迎をしてくれるわけです。神戸でも三
位一体となって、3者の力を合わせて3倍
ではなく3乗とし、我々のチームワークを
もって街ぐるみで来訪者をお出迎えでき
るような取り組みに発展させたいと考え
ており、新たに加わってくださる神戸ポー
トピアホテルが持つ厚く広い人脈やホス
ピタリティにも大いに期待しています。
　加えて小柴会長からお話のあった医療
産業都市構想について申し上げると、再
生医療はもとより、ゲノム、バイオ、予防
医学、医療機器など、医療分野の急激な
変化は明白です。人類の生命と健康を両
立させ守っていく時代に、ドクターだけ
ではなく工学、あるいは民間のものづく
り等のエッセンスを掛け合わせる新たな
展開がスタートしています。日本人が持
つ研究・発明・開発力が注目される中で、
日本人の叡智が産業化に至らない残念な

部分もあり、国や行政、民間企業がこれ
を支えなければならないと感じています。
神戸には全国に先駆けて医療産業の集
積がある。これは、ものすごく大きな強
みです。
　実は昨年2ヵ月間、怪我をして正常に
歩くことができない生活を余儀なくされ
たのですが、その不自由さは、実際に経
験をしてみないとわからないかもしれま
せん。高齢化社会では、二足歩行が困難
な人たちも急激に増え、人々が幸せに生
きていくことを支えるリハビリテーション
や義肢装具などの分野の研究、また産業
も大きく伸びていくでしょう。このような
中で、東京オリンピック・パラリンピック
の前年に世界最高峰のリハビリテーショ
ンや義肢装具の国際会議が開催されるこ
とは、これまでの歴史を含め、神戸の持
つエネルギーの大きさを感じています。

川島　神戸でコンベンションが開催され
ることで、経済効果だけでなく市民の皆
さんが「役にたった。おもしろかった」と
おっしゃっている。それを起爆力と表現
され、神戸には潜在的に起爆力があると
いうお話でした。私は同様の意味合いで、

「MICEは経済効果にとどまらず、参加者
の国際ネットワークを拡大する、あるい
は参加者が新たな知見を得てイノベー
ションが生まれる、また主催者や地域に
ブランド効果をもたらすなど、さまざま
なレガシーを誘発する」とかねがね申し
上げています。
　またさまざまな研究分野が医療と連携
して発展していくだろうという見解の中で、
未来の社会が求める新たな医療の在り方
を実現できる医療産業都市・神戸のポテ
ンシャルについて指摘され、コンソーシア
ムが構成員それぞれの立場で力を発揮す
るというお話が非常に印象に残りました。

近浪　日本医学会総会の一般公開展示
に川崎重工業株式会社が出
展していましたが、アンケー
トに「川崎重工が医療に貢
献していることを初めて知り
ました」といった回答もあり
ました。これからは医学と工
学のマッチングをお手伝い
するなど、MICE誘致の方向
性にも新たな戦略を持ちた
いと思います。

小柴　日本医学会総会の一般公開展示
は当初25万人の来場を見込んでいました
が、予想をはるかに上回る29万人にご来
場をいただきました。中でも子供たちが
手術を体験するプログラムがありました。
生き生きとした子どもたちの瞳が心に残
る素晴らしい取り組みで、子どもたちに
夢を与えることは経済効果を超えるMICE
の効果だと実感しました。また機械金属
工業会との連携で実用化に至った医療機
器など、ある分野のノウハウの蓄積が異
なった分野に活かされることで、新たな
ビジネスを開拓した事例も多々あります。
　「産業インフラ」であり「知の交流拠点」
であるコンベンションセンターでは、より
多くの新たな取り組みや成功事例をご紹
介できることを楽しみにしています。同
時に三位一体による日本初のワンストッ
プサービスを最高品質のホスピタリティ
で提供することにより、新しい「コンベン
ションブランド」に挑戦し、「グローバル
MICE都市・神戸」を牽引する「コンベン
ションシティ・ブランド」を実現していき
たいと考えています。

川島　まさに、未来を実現するための新
たなコンソーシアムですね。新たな神戸
の未来づくりに期待しています。本日は
ありがとうございました。

VISIT JAPAN大使  川島アソシエイツ 
代表 川島 久男 氏

第29回日本医学会総会 2015 関西  一般公開展示「未来医XPO’15」

神戸市 MICE誘致アンバサダー（3人目）

誘致案件：第12回世界バイオマテリアル会議（WBC）
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G7神戸保健大臣会合推進協議会では、本年9月11日（日）・12日（月）に神戸市で予定される「G7神戸保健大臣会合」
の開催200日前を迎えた2月24日、市内で記念フォーラムを開催しました。あわせて、統一デザインのポスターやチ
ラシ等を用いてPR活動を展開するなど、「G7神戸保健大臣会合」の認知度アップに取り組んでいます。

■200日前フォーラム「感染症との闘い」～エボラ出血熱との闘いを語る～
WHO神戸センターとG7神戸保健大臣会合推進協議会は、フォーラム「感染症との闘い～神戸・ひょうごから、グ

ローバル・ヘルス・ガバナンスを考える～」を２月24日、神戸国際会議場で開催しました。当日は医療関係者、保健所、
検疫所関係者をはじめ、行政関係者、市会議員、研究者、学生等約250人が参加しました。

まず、WHO神戸センターの茅野 龍馬テク
ニカル･オフィサー（健康危機管理担当）が

「グローバル・ヘルス・ガバナンス」をテーマ
に講演。エボラ出血熱、中東呼吸器症候群

（MERS）やジカ熱を例に、ボーダーレスの時
代には感染症はいかに早く、広く拡大するか
を示し、その対応には政府・国際機関のみで
は不十分で、地元自治体やコミュニティとの
協働、地域住民が「自分ごと」として関わるこ
とが大切であると強調しました。

続いて、シエラレオネ保健省のサミュエル・カーボ氏と同国コノ地区医療管理者のロナルド・カルション・マルシュ
医師が「エボラ出血熱との闘い」について、初動時にはエボラ出血熱に関する専門知識が不足し、感染症対策への
備えや監視・データ収集体制等が不十分だったこと、また適切な埋葬方法の普及等コミュニティの協力を得ることが
難しく、多くの苦労があった経験を紹介しました。

さらに、WHO本部の保健サービス及び危機管理部シャムズ・ババ－ル・シェド次長が講演し、エボラ出血熱に対
するWHOの対応について話しました。「マルシュ医師やカーボ氏のように第一線で闘う人たちとの協働の上に、
WHOは持続可能で強靭な保健システムの再建に向けた提言を、加盟国に対して、とりわけエボラ感染国に対して行
うことができる。また、保健システムの再建には、基礎的な保健サービスの早期再開、コミュニティとの連携、医療
従事者の安全確保や質の高いサービスの供給等が早期に必要で、それぞれの地域の保健システムの確立がグロー
バル・ヘルス・ガバナンスにつながる」と話しました。最後に、健康危機や災害への備えや対応においてもユニバー
サル・ヘルス・カバレッジの推進が基礎になると締めくくりました。

参加者からは「様々な角度からの感染症へ
の取り組みについて勉強になった」といった
声があったほか、WHO神戸センターからも

「G7神戸保健大臣会合に向けて神戸市、兵
庫県と連携した取り組みを市民とともに進め
ていきたい」と表明があり、G7神戸保健大臣
会合の開催に弾みをつけるものとなりまし
た。協議会では今後も、このような取り組み
を通じて会合に関連する内容をわかりやすく
発信し、機運醸成に取り組んでまいります。

G7神戸保健大臣会合の開催200日前にあわせて
イベント＆PRを実施！

ポスターやチラシ等で広報に取り組んでいます

現在、PR展開の一環として、ポスター・チラシ等を駅や神戸市役所等の各所で掲示・配布しています。神戸ポー
トタワーと国旗等で神戸にG7各国やEUが集うイメージを、紙飛行機で「兵庫・神戸へたくさんの方々にお越しいた
だく」「兵庫・神戸を世界へ発信する」という想いを、それぞれ表現したデザインとなっています。また、2月24日に
はホームページを開設しました。会合に関する情報や協議会の取り組み、協議会イベント案内等、順次情報を充実
させて発信していきます。

G7ベルリン保健大臣会合　写真出典「ＢＭＧ/photothek」

研究者、医療従事者といったそれぞれの立場から講演が行われました

G7神戸保健大臣会合開催概要

G7神戸保健大臣会合推進協議会ホームページ　http://www.kobe-g7.jp

G7神戸保健大臣会合は、5月26日（木）・27日（金）に開催される伊勢志摩サミット（主要国首脳会議）に関
連して開かれる関係閣僚会合で、G7各国の保健担当大臣やEU（欧州連合）等の国際機関の代表が神戸に集
まり、保健分野における国際的な課題を議論する重要な会合です。G7神戸保健大臣会合は、G7/8の枠組み
で開催される３回目の保健大臣会合となります。

◆会場：神戸ポートピアホテル
◆出席者（予定）： G7（日本、アメリカ、フランス、
  ドイツ、イギリス、イタリア、カナダ）の
  保健担当大臣、ＥＵ等の国際機関代表

これまでに開催されたG7/８保健大臣会合

◆平成18年４月27・28日　Ｇ８保健大臣会合
　開催地：モスクワ（ロシア）　テーマ：感染症
◆平成27年10月８・９日　G7保健大臣会合
　開催地：ベルリン（ドイツ）　テーマ：薬剤耐性、エボラ出血熱

G7神戸保健大臣会合推進協議会
G7神戸保健大臣会合の成功に向けて、兵庫県、神戸市、神戸商工会議所をはじめとした経済団体や、保

健医療分野等の各種団体の計31団体で構成される「G7神戸保健大臣会合推進協議会」を設立しています。
協議会では、G7各国の大臣や政府関係者、国際機関や報道機関関係者等、多くの方が神戸にお越しになる
この機会を捉えて、
●開催支援・おもてなし（おもてなしの気持ちでお迎えし、会合の円滑な開催を支援する）
●兵庫・神戸の発信（日本最大の医療産業クラスターを形成する神戸医療産業都市や、兵庫・神戸地域の

魅力・産業等に加え、震災時に寄せられた多くの支援に対する感謝の気持ちを広く世界に発信する）
●歓迎機運の醸成（広く県民・市民に会議の開催内容や意義をご理解いただく）

のための取り組みを、官民が一体となって進めます。そして、神戸でこの会合が開催されて良かったと多くの
方に思っていただくことで、会合開催の成功に繋げていきます。
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G7神戸保健大臣会合推進協議会では、本年9月11日（日）・12日（月）に神戸市で予定される「G7神戸保健大臣会合」
の開催200日前を迎えた2月24日、市内で記念フォーラムを開催しました。あわせて、統一デザインのポスターやチ
ラシ等を用いてPR活動を展開するなど、「G7神戸保健大臣会合」の認知度アップに取り組んでいます。

■200日前フォーラム「感染症との闘い」～エボラ出血熱との闘いを語る～
WHO神戸センターとG7神戸保健大臣会合推進協議会は、フォーラム「感染症との闘い～神戸・ひょうごから、グ

ローバル・ヘルス・ガバナンスを考える～」を２月24日、神戸国際会議場で開催しました。当日は医療関係者、保健所、
検疫所関係者をはじめ、行政関係者、市会議員、研究者、学生等約250人が参加しました。

まず、WHO神戸センターの茅野 龍馬テク
ニカル･オフィサー（健康危機管理担当）が

「グローバル・ヘルス・ガバナンス」をテーマ
に講演。エボラ出血熱、中東呼吸器症候群

（MERS）やジカ熱を例に、ボーダーレスの時
代には感染症はいかに早く、広く拡大するか
を示し、その対応には政府・国際機関のみで
は不十分で、地元自治体やコミュニティとの
協働、地域住民が「自分ごと」として関わるこ
とが大切であると強調しました。

続いて、シエラレオネ保健省のサミュエル・カーボ氏と同国コノ地区医療管理者のロナルド・カルション・マルシュ
医師が「エボラ出血熱との闘い」について、初動時にはエボラ出血熱に関する専門知識が不足し、感染症対策への
備えや監視・データ収集体制等が不十分だったこと、また適切な埋葬方法の普及等コミュニティの協力を得ることが
難しく、多くの苦労があった経験を紹介しました。

さらに、WHO本部の保健サービス及び危機管理部シャムズ・ババ－ル・シェド次長が講演し、エボラ出血熱に対
するWHOの対応について話しました。「マルシュ医師やカーボ氏のように第一線で闘う人たちとの協働の上に、
WHOは持続可能で強靭な保健システムの再建に向けた提言を、加盟国に対して、とりわけエボラ感染国に対して行
うことができる。また、保健システムの再建には、基礎的な保健サービスの早期再開、コミュニティとの連携、医療
従事者の安全確保や質の高いサービスの供給等が早期に必要で、それぞれの地域の保健システムの確立がグロー
バル・ヘルス・ガバナンスにつながる」と話しました。最後に、健康危機や災害への備えや対応においてもユニバー
サル・ヘルス・カバレッジの推進が基礎になると締めくくりました。

参加者からは「様々な角度からの感染症へ
の取り組みについて勉強になった」といった
声があったほか、WHO神戸センターからも

「G7神戸保健大臣会合に向けて神戸市、兵
庫県と連携した取り組みを市民とともに進め
ていきたい」と表明があり、G7神戸保健大臣
会合の開催に弾みをつけるものとなりまし
た。協議会では今後も、このような取り組み
を通じて会合に関連する内容をわかりやすく
発信し、機運醸成に取り組んでまいります。

G7神戸保健大臣会合の開催200日前にあわせて
イベント＆PRを実施！

ポスターやチラシ等で広報に取り組んでいます

現在、PR展開の一環として、ポスター・チラシ等を駅や神戸市役所等の各所で掲示・配布しています。神戸ポー
トタワーと国旗等で神戸にG7各国やEUが集うイメージを、紙飛行機で「兵庫・神戸へたくさんの方々にお越しいた
だく」「兵庫・神戸を世界へ発信する」という想いを、それぞれ表現したデザインとなっています。また、2月24日に
はホームページを開設しました。会合に関する情報や協議会の取り組み、協議会イベント案内等、順次情報を充実
させて発信していきます。

G7ベルリン保健大臣会合　写真出典「ＢＭＧ/photothek」

研究者、医療従事者といったそれぞれの立場から講演が行われました

G7神戸保健大臣会合開催概要

G7神戸保健大臣会合推進協議会ホームページ　http://www.kobe-g7.jp

G7神戸保健大臣会合は、5月26日（木）・27日（金）に開催される伊勢志摩サミット（主要国首脳会議）に関
連して開かれる関係閣僚会合で、G7各国の保健担当大臣やEU（欧州連合）等の国際機関の代表が神戸に集
まり、保健分野における国際的な課題を議論する重要な会合です。G7神戸保健大臣会合は、G7/8の枠組み
で開催される３回目の保健大臣会合となります。

◆会場：神戸ポートピアホテル
◆出席者（予定）： G7（日本、アメリカ、フランス、
  ドイツ、イギリス、イタリア、カナダ）の
  保健担当大臣、ＥＵ等の国際機関代表

これまでに開催されたG7/８保健大臣会合

◆平成18年４月27・28日　Ｇ８保健大臣会合
　開催地：モスクワ（ロシア）　テーマ：感染症
◆平成27年10月８・９日　G7保健大臣会合
　開催地：ベルリン（ドイツ）　テーマ：薬剤耐性、エボラ出血熱

G7神戸保健大臣会合推進協議会
G7神戸保健大臣会合の成功に向けて、兵庫県、神戸市、神戸商工会議所をはじめとした経済団体や、保

健医療分野等の各種団体の計31団体で構成される「G7神戸保健大臣会合推進協議会」を設立しています。
協議会では、G7各国の大臣や政府関係者、国際機関や報道機関関係者等、多くの方が神戸にお越しになる
この機会を捉えて、
●開催支援・おもてなし（おもてなしの気持ちでお迎えし、会合の円滑な開催を支援する）
●兵庫・神戸の発信（日本最大の医療産業クラスターを形成する神戸医療産業都市や、兵庫・神戸地域の

魅力・産業等に加え、震災時に寄せられた多くの支援に対する感謝の気持ちを広く世界に発信する）
●歓迎機運の醸成（広く県民・市民に会議の開催内容や意義をご理解いただく）

のための取り組みを、官民が一体となって進めます。そして、神戸でこの会合が開催されて良かったと多くの
方に思っていただくことで、会合開催の成功に繋げていきます。
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４月２９日（金・祝）～５月１日（日）

9日（月）～12日（木）

14日（土）～15日（日）

18日（水）～21日（土）

21日（土）

11日（水）～13日（金）

25日（水） ～ 27日（金）

25日（水）～26日（木）

28日（土）～29日（日）

28日（土）～29日（日）

5月31日（火）～6月2日（木）

4日（土）

9日（木）～11日（土）

12日（日）

18日（土）～19日（日）

進路発見広場 進路フェスタ2016 神戸会場

アート&てづくりバザール IN KOBE Vol.5

COMIN`Kobe 16

第5回日本視野学会学術集会

第57回日本神経学会学術大会

第20回 神戸国際宝飾展（IJK2016）

第65回高分子学会年次大会

第42回日本呼吸療法医学会セミナー

第64回日本化学療法学会総会

2016神戸太極拳カーニバル交流大会

第40回母乳育児支援学習会 in 神戸
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（株）さんぽう

テレビ大阪

一般社団法人COMIN'KOBE実行委員会

日本ケミカルシューズ工業組合

一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）

一般社団法人日本呼吸療法医学会　セミナー委員会

NPO法人神戸太極拳協会

NPO法人日本ラクテーション・コンサルタント協会

株式会社コンベンションアカデミア

公益社団法人 日本フォークダンス連盟

会長　小西 克浩（株式会社澤村義肢製作所）

大会長　高井 芳朗（兵庫県教育長）

会長　国賀 就一郎

国際フロンティア産業メッセ2016実行委員会

厚生労働省

2016年5月
7日（土）

神戸国際展示場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

分類

2016.4-9  KOBE CONVENTION & EVENT CALENDAR
会　期 名　称 会　場 参加者数（人）

（内外国人） 会長・主催者または事務局

○国内　●国際　◎その他イベント

Event Calendar

会長　梶 龍兒（徳島大学大学院医歯薬学研究部
医科学部門内科系臨床神経科学分野 教授）

会長　中村 誠（神戸大学大学院医学研究科
外科系講座眼科学分野 教授）

会長　森西 晃嗣（京都工芸繊維大学 工芸科学部）
　　　小野 謙二（理化学研究所 計算科学研究機構）

会長　宮井 一郎
（社会医療法人大道会 森之宮病院 院長代理）

リードエグジビションジャパン株式会社　
特別後援／一般社団法人 日本真珠振興会

神戸国際展示場
ワールド記念ホール

2016年4月
25日（月）

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル
神戸商工会議所

第１５４回２０１６ 秋冬
日本グランドシューズコレクション

第7回日本ニューロリハビリテーション学会
学術集会

Parallel CFD 2016 -28th International
Conference on Parallel Computational
Fluid Dynamics

日本体外循環技術医学会
2016年度（第11回3年次）教育セミナー

2016年6月
3日（金）～4日（土）

兵庫大会実行委員会委員長　鳥越 茂
（一般社団法人日本樹木医会兵庫県支部長）

平成28年度
一般社団法人日本樹木医会・兵庫大会

25日（土）～26日（日）

30日（木）～7月3日（日）

8日（金）～10日（日）

16日（土）～17日（日）

28日（木）～30日（土）

8日（月）～11日（木）

8日（月）～10日（水）

27日（土）～28日（日）

28日（日）

31日（水）～9月4日（日）

8日（木）～11日（日）

9日（金）～10日（土）

11日（日）～12日（月）

27日（火）～30日（金）

第4回日本腎不全栄養研究会学術集会・総会

第28回兵庫県理学療法学術大会

第23回日本義肢装具士協会学術大会

第14回日本臨床腫瘍学会学術集会

第8回日本臨床睡眠医学会学術集会

第40回全国学校図書館研究大会（神戸大会）

第5回日本包括歯科臨床学会総会

第45回日本消化器がん検診学会近畿地方会

国際フロンティア産業メッセ2016

第23回日本門脈圧亢進症学会総会

G7神戸保健大臣会合

第６回日本伝道会議

300

1,000

7,000

300

4,000

600

29,000

20,000

○

●

○

◎

○

●

○

●

○

○

○

●

◎

◎

○

●

○

2016年7月
3日（日）

2016年9月
8日（木）～9日（金）

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸ポートピアホテル

会　期 名　称 会　場 参加者数（人）
（内外国人） 分類会長・主催者または事務局

大会長　濵田 康弘（徳島大学大学院
医歯薬学研究部 疾患治療栄養学分野 教授）

代表幹事
坂井 信幸（神戸市立医療センター中央市民病院）
宮地 茂（大阪医科大学）
江面 正幸（仙台医療センター） 

会長　水間 美宏
（神戸アドベンチスト病院消化器内科）

2016年8月
5日（金）～7日（日）

組織委員長　香坂 雅子
（特定医療法人朋友会石金病院）

神戸国際展示場
神戸学院大学
ポートアイランドキャンパス

第6回日本伝道会議実行委員会
実行委員長　竿代 照夫
会長　　　　中台 孝雄

神戸国際展示場
神戸国際会議場

2,000
（100）

ワールド記念ホール
神戸国際展示場
神戸国際会議場
神戸市立中央体育館

創立60周年記念大会
第16回全日本フォークダンス大会

脳血管内治療ブラッシュアップセミナー& 
EACoN 2016

900
（200）

1,300
（50）

会長　南 博信（神戸大学大学院医学研究科
腫瘍・血液内科）

神戸国際展示場
神戸国際会議場

5,500
（200）

実行委員長　大岩 顕（大阪大学産業科学研究所）
　　　　　　小林 研介（大阪大学大学院理学研究科）

固体におけるスピン関連現象の物理と応用に
関する国際会議（PASPS 9）

250
（80）

1) 宮島 喜文
 （一般社団法人日本臨床衛生検査技師会 会長）
2) 小柴 賢洋
 （兵庫医科大学臨床検査医学 主任教授）
3) 中町 祐司（神戸大学医学部附属病院検査部/
 公益社団法人兵庫県臨床検査技師会 会長）
4) 坂本 秀生
 （神戸常盤大学保健科学部医療検査学科 学科長）

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル
神戸常盤大学

1)第32回世界医学検査学会
2)第63回日本臨床検査医学会学術集会
3)第65回日本医学検査学会
4)第11回日本臨床検査学教育学会学術大会

7,000
（200）

G7神戸保健大臣会合推進協議会
国際フロンティア産業メッセ2016実行委員会

（仮称）G7保健サミット in KOBE
国際フロンティア産業メッセ2016特別展示
　　　　　　　　　　　　　［同時開催］

会長　廣田 省三
（兵庫医科大学放射線医学講座 主任教授）

600
（20）

1,000
（20）

7,000
（200）

運営委員長　松本 章一
（大阪府立大学大学院 工学研究科）

神戸国際会議場
神戸国際展示場

3,000
（40）

大会長　杉村 和朗
（神戸大学大学院医学研究科放射線医学分野 教授）

11th Annual Meeting of the Japanese 
Society for Molecular Imaging,
4th Annual Meeting of the Federation of 
Asian Society for Molecular Imaging.

500
（10）

IHTESH 2016 Kobe
国際半導体先端科学技術環境安全会議

100
（20）

会長　荒川 創一
（神戸大学医学部附属病院 感染制御部）

神戸国際会議場
神戸ポートピアホテル

2,000
（2）

開催委員長　佐藤 昌臣
（関西医科大学附属滝井病院 臨床工学センター）

160
（100）

600
（50）

150
（70）
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４月２９日（金・祝）～５月１日（日）

9日（月）～12日（木）

14日（土）～15日（日）

18日（水）～21日（土）

21日（土）

11日（水）～13日（金）

25日（水） ～ 27日（金）

25日（水）～26日（木）

28日（土）～29日（日）

28日（土）～29日（日）

5月31日（火）～6月2日（木）

4日（土）

9日（木）～11日（土）

12日（日）

18日（土）～19日（日）

進路発見広場 進路フェスタ2016 神戸会場

アート&てづくりバザール IN KOBE Vol.5

COMIN`Kobe 16

第5回日本視野学会学術集会

第57回日本神経学会学術大会

第20回 神戸国際宝飾展（IJK2016）

第65回高分子学会年次大会

第42回日本呼吸療法医学会セミナー

第64回日本化学療法学会総会

2016神戸太極拳カーニバル交流大会

第40回母乳育児支援学習会 in 神戸

1,500

800

35,000

700

12,500

2,500

1,000

350

270

1,000

800

◎

◎

◎

●

○

●

○

●

○

◎

●

○

●

○

○

○

◎

○

（株）さんぽう

テレビ大阪

一般社団法人COMIN'KOBE実行委員会

日本ケミカルシューズ工業組合

一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）

一般社団法人日本呼吸療法医学会　セミナー委員会

NPO法人神戸太極拳協会

NPO法人日本ラクテーション・コンサルタント協会

株式会社コンベンションアカデミア

公益社団法人 日本フォークダンス連盟

会長　小西 克浩（株式会社澤村義肢製作所）

大会長　高井 芳朗（兵庫県教育長）

会長　国賀 就一郎

国際フロンティア産業メッセ2016実行委員会

厚生労働省

2016年5月
7日（土）

神戸国際展示場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

分類

2016.4-9  KOBE CONVENTION & EVENT CALENDAR
会　期 名　称 会　場 参加者数（人）

（内外国人） 会長・主催者または事務局

○国内　●国際　◎その他イベント

Event Calendar

会長　梶 龍兒（徳島大学大学院医歯薬学研究部
医科学部門内科系臨床神経科学分野 教授）

会長　中村 誠（神戸大学大学院医学研究科
外科系講座眼科学分野 教授）

会長　森西 晃嗣（京都工芸繊維大学 工芸科学部）
　　　小野 謙二（理化学研究所 計算科学研究機構）

会長　宮井 一郎
（社会医療法人大道会 森之宮病院 院長代理）

リードエグジビションジャパン株式会社　
特別後援／一般社団法人 日本真珠振興会

神戸国際展示場
ワールド記念ホール

2016年4月
25日（月）

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル
神戸商工会議所

第１５４回２０１６ 秋冬
日本グランドシューズコレクション

第7回日本ニューロリハビリテーション学会
学術集会

Parallel CFD 2016 -28th International
Conference on Parallel Computational
Fluid Dynamics

日本体外循環技術医学会
2016年度（第11回3年次）教育セミナー

2016年6月
3日（金）～4日（土）

兵庫大会実行委員会委員長　鳥越 茂
（一般社団法人日本樹木医会兵庫県支部長）

平成28年度
一般社団法人日本樹木医会・兵庫大会

25日（土）～26日（日）

30日（木）～7月3日（日）

8日（金）～10日（日）

16日（土）～17日（日）

28日（木）～30日（土）

8日（月）～11日（木）

8日（月）～10日（水）

27日（土）～28日（日）

28日（日）

31日（水）～9月4日（日）

8日（木）～11日（日）

9日（金）～10日（土）

11日（日）～12日（月）

27日（火）～30日（金）

第4回日本腎不全栄養研究会学術集会・総会

第28回兵庫県理学療法学術大会

第23回日本義肢装具士協会学術大会

第14回日本臨床腫瘍学会学術集会

第8回日本臨床睡眠医学会学術集会

第40回全国学校図書館研究大会（神戸大会）

第5回日本包括歯科臨床学会総会

第45回日本消化器がん検診学会近畿地方会

国際フロンティア産業メッセ2016

第23回日本門脈圧亢進症学会総会

G7神戸保健大臣会合

第６回日本伝道会議

300

1,000

7,000

300

4,000

600

29,000

20,000
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●

○

◎

○

●

○

●

○

○

○
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◎

◎

○

●

○

2016年7月
3日（日）

2016年9月
8日（木）～9日（金）

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸ポートピアホテル

会　期 名　称 会　場 参加者数（人）
（内外国人） 分類会長・主催者または事務局

大会長　濵田 康弘（徳島大学大学院
医歯薬学研究部 疾患治療栄養学分野 教授）

代表幹事
坂井 信幸（神戸市立医療センター中央市民病院）
宮地 茂（大阪医科大学）
江面 正幸（仙台医療センター） 

会長　水間 美宏
（神戸アドベンチスト病院消化器内科）

2016年8月
5日（金）～7日（日）

組織委員長　香坂 雅子
（特定医療法人朋友会石金病院）

神戸国際展示場
神戸学院大学
ポートアイランドキャンパス

第6回日本伝道会議実行委員会
実行委員長　竿代 照夫
会長　　　　中台 孝雄

神戸国際展示場
神戸国際会議場

2,000
（100）

ワールド記念ホール
神戸国際展示場
神戸国際会議場
神戸市立中央体育館

創立60周年記念大会
第16回全日本フォークダンス大会

脳血管内治療ブラッシュアップセミナー& 
EACoN 2016

900
（200）

1,300
（50）

会長　南 博信（神戸大学大学院医学研究科
腫瘍・血液内科）

神戸国際展示場
神戸国際会議場

5,500
（200）

実行委員長　大岩 顕（大阪大学産業科学研究所）
　　　　　　小林 研介（大阪大学大学院理学研究科）

固体におけるスピン関連現象の物理と応用に
関する国際会議（PASPS 9）

250
（80）

1) 宮島 喜文
 （一般社団法人日本臨床衛生検査技師会 会長）
2) 小柴 賢洋
 （兵庫医科大学臨床検査医学 主任教授）
3) 中町 祐司（神戸大学医学部附属病院検査部/
 公益社団法人兵庫県臨床検査技師会 会長）
4) 坂本 秀生
 （神戸常盤大学保健科学部医療検査学科 学科長）

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル
神戸常盤大学

1)第32回世界医学検査学会
2)第63回日本臨床検査医学会学術集会
3)第65回日本医学検査学会
4)第11回日本臨床検査学教育学会学術大会

7,000
（200）

G7神戸保健大臣会合推進協議会
国際フロンティア産業メッセ2016実行委員会

（仮称）G7保健サミット in KOBE
国際フロンティア産業メッセ2016特別展示
　　　　　　　　　　　　　［同時開催］

会長　廣田 省三
（兵庫医科大学放射線医学講座 主任教授）

600
（20）

1,000
（20）

7,000
（200）

運営委員長　松本 章一
（大阪府立大学大学院 工学研究科）

神戸国際会議場
神戸国際展示場

3,000
（40）

大会長　杉村 和朗
（神戸大学大学院医学研究科放射線医学分野 教授）

11th Annual Meeting of the Japanese 
Society for Molecular Imaging,
4th Annual Meeting of the Federation of 
Asian Society for Molecular Imaging.

500
（10）

IHTESH 2016 Kobe
国際半導体先端科学技術環境安全会議

100
（20）

会長　荒川 創一
（神戸大学医学部附属病院 感染制御部）

神戸国際会議場
神戸ポートピアホテル

2,000
（2）

開催委員長　佐藤 昌臣
（関西医科大学附属滝井病院 臨床工学センター）

160
（100）

600
（50）

150
（70）
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〒650-0046　神戸市中央区港島中町6-12-2
Tel （078）302-8781　Fax （078）303-4006
URL http://www.world-kobe.jp
アクセス 神戸空港からポートライナーで8分（市民広場駅下車）
 各線三宮駅からポートライナーで10分（市民広場駅下車）

（公財）神戸市スポーツ教育協会・（株）神戸国際会館・（株）アシックス　共同企画

ワールド記念ホール（神戸ポートアイランドホール）
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Conference & Exhibition

第57回日本神経学会学術大会

第57回日本神経学会学術大会を神戸で開催することになりました。50年を超える日本神経学会の歴史にお
いて神戸で開催するのは初めてになります。本大会は「なおる神経内科をめざして」をメインテーマとしています。
神経内科は国民的課題になっている認知症、介護保険の要介護認定者が最も多い脳卒中、治療法の開発・
進歩が望まれる神経難病など、幅広い疾患を対象にしています。プログラムは最先端の治療のプログラムととも
に教育企画を充実させました。
また連日市民公開講座を開催いたします。18日は脳卒中、認知症、19日は重症筋無力症、多発性硬化症、
筋萎縮性側索硬化症、20日は末梢神経障害、ポリオ、ジストニア、21日は筋疾患、神経内科総論を取り上
げます。市民の皆様の多数のご参加をお待ちしております。
5月の神戸は特に素晴らしい景色を見せてくれますが、社会的な関心の高い神経疾患について熱い議論が交

わされることを期待しています。

会　期／ 2016年5月１８日（水）～21日（土）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸ポートピアホテル、神戸商工会議所会館 神商ホール
会　長／ 梶 龍兒（徳島大学大学院医歯薬学研究部医科学部門内科系臨床神経科学分野教授）

ホームページ　https://www.neurology-jp.org/sokaitiho/neuro2016/

2016年4月～9月　神戸開催の国内、国際会議・展示イベント

関西最大級の室内型アートイベントとして定着した「ＯＳＡＫＡアート＆てづくりバザール」。
２０１２年５月にデザイン都市・神戸で「アート＆てづくりバザールｉｎＫＯＢＥ」を初開催、今年の開催は５回目と
なります。アクセサリー、バッグ、革製品、ガラス工芸、ステーショナリーから木工、陶芸、雑貨、イラストまで
･･･色とりどりの個性がちりばめられたたくさんのブースを見てまわると「１日では足りない！」という声が毎回多く寄
せられており、今年は初めて３日間開催することになりました。
さらに、来場者の方が参加できるワークショップのコーナーも人気。気軽にワークショップコーナーへもお立
ち寄りください。
今年のゴールデンウィークは、いろいろな作品に出会う！買う！楽しむ！さまざまなジャンルから自分だけの「オシャ

レ」を探してみよう！

会　期／ ２０１６年４月２９日（金・祝）～５月１日（日）
会　場／ 神戸国際展示場３号館
主　催／ テレビ大阪

ホームページ　http://www.tv-osaka.co.jp/event/makingbazaar_kobe/

本会議は流体シミュレーションの並列計算技術研究についての国際会議です。流
体シミュレーションの応用範囲は広く、産業と結びついた実学の側面をもつ特色のあ
る学際研究領域です。本会議では最新の研究成果を活発に議論する機会であると
ともに、計算機の運用や関連する人材育成など、ノウハウや人とのつながりを大事し
ているコミュニティです。1989年米国にて会議が開催されて以来、今年は神戸で
28回目の開催となりました。多くの皆様の参加をお待ちしています。

会　期／ 2016年5月9日（月）～12日（木）
会　場／ 神戸国際会議場
会　長／ 森西 晃嗣（京都工芸繊維大学 工芸科学部）
 小野 謙二（理化学研究所 計算科学研究機構）

ホームページ　http://www.conf.kit.ac.jp/parcfd2016/index.html

日本視野学会は我が国における視野障害による失明者をなくすことを究極の目的とし、我が国の視野障害者診療
と、視野研究のレベル向上を実現することを目的に設立されました。日本視野学会は視覚障害の認定基準改定を
主導しており、医療従事者のみならず、一般市民にも重要な内容も取り扱う学術集団です。第５回となる学術集会
はテーマを「視野検査のレゾンデートル」とし、視野検査の重要性、存在意義を参加者の皆様と共有しようと考えて
います。特別講演、シンポジウムなど、魅力溢れる学術集会にしたいと考えております。

会　期／ 2016年５月14日（土）～15日（日）
会　場／ 神戸国際会議場
会　長／ 中村 誠（神戸大学大学院 医学研究科外科系講座眼科学分野教授）

ホームページ　http://jps.umin.jp/meeting/m-index.html
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〒650-0046　神戸市中央区港島中町6-12-2
Tel （078）302-8781　Fax （078）303-4006
URL http://www.world-kobe.jp
アクセス 神戸空港からポートライナーで8分（市民広場駅下車）
 各線三宮駅からポートライナーで10分（市民広場駅下車）

（公財）神戸市スポーツ教育協会・（株）神戸国際会館・（株）アシックス　共同企画

ワールド記念ホール（神戸ポートアイランドホール）
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第57回日本神経学会学術大会

第57回日本神経学会学術大会を神戸で開催することになりました。50年を超える日本神経学会の歴史にお
いて神戸で開催するのは初めてになります。本大会は「なおる神経内科をめざして」をメインテーマとしています。
神経内科は国民的課題になっている認知症、介護保険の要介護認定者が最も多い脳卒中、治療法の開発・
進歩が望まれる神経難病など、幅広い疾患を対象にしています。プログラムは最先端の治療のプログラムととも
に教育企画を充実させました。
また連日市民公開講座を開催いたします。18日は脳卒中、認知症、19日は重症筋無力症、多発性硬化症、
筋萎縮性側索硬化症、20日は末梢神経障害、ポリオ、ジストニア、21日は筋疾患、神経内科総論を取り上
げます。市民の皆様の多数のご参加をお待ちしております。
5月の神戸は特に素晴らしい景色を見せてくれますが、社会的な関心の高い神経疾患について熱い議論が交

わされることを期待しています。

会　期／ 2016年5月１８日（水）～21日（土）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸ポートピアホテル、神戸商工会議所会館 神商ホール
会　長／ 梶 龍兒（徳島大学大学院医歯薬学研究部医科学部門内科系臨床神経科学分野教授）

ホームページ　https://www.neurology-jp.org/sokaitiho/neuro2016/

2016年4月～9月　神戸開催の国内、国際会議・展示イベント

関西最大級の室内型アートイベントとして定着した「ＯＳＡＫＡアート＆てづくりバザール」。
２０１２年５月にデザイン都市・神戸で「アート＆てづくりバザールｉｎＫＯＢＥ」を初開催、今年の開催は５回目と
なります。アクセサリー、バッグ、革製品、ガラス工芸、ステーショナリーから木工、陶芸、雑貨、イラストまで
･･･色とりどりの個性がちりばめられたたくさんのブースを見てまわると「１日では足りない！」という声が毎回多く寄
せられており、今年は初めて３日間開催することになりました。
さらに、来場者の方が参加できるワークショップのコーナーも人気。気軽にワークショップコーナーへもお立
ち寄りください。
今年のゴールデンウィークは、いろいろな作品に出会う！買う！楽しむ！さまざまなジャンルから自分だけの「オシャ

レ」を探してみよう！

会　期／ ２０１６年４月２９日（金・祝）～５月１日（日）
会　場／ 神戸国際展示場３号館
主　催／ テレビ大阪

ホームページ　http://www.tv-osaka.co.jp/event/makingbazaar_kobe/

本会議は流体シミュレーションの並列計算技術研究についての国際会議です。流
体シミュレーションの応用範囲は広く、産業と結びついた実学の側面をもつ特色のあ
る学際研究領域です。本会議では最新の研究成果を活発に議論する機会であると
ともに、計算機の運用や関連する人材育成など、ノウハウや人とのつながりを大事し
ているコミュニティです。1989年米国にて会議が開催されて以来、今年は神戸で
28回目の開催となりました。多くの皆様の参加をお待ちしています。

会　期／ 2016年5月9日（月）～12日（木）
会　場／ 神戸国際会議場
会　長／ 森西 晃嗣（京都工芸繊維大学 工芸科学部）
 小野 謙二（理化学研究所 計算科学研究機構）

ホームページ　http://www.conf.kit.ac.jp/parcfd2016/index.html

日本視野学会は我が国における視野障害による失明者をなくすことを究極の目的とし、我が国の視野障害者診療
と、視野研究のレベル向上を実現することを目的に設立されました。日本視野学会は視覚障害の認定基準改定を
主導しており、医療従事者のみならず、一般市民にも重要な内容も取り扱う学術集団です。第５回となる学術集会
はテーマを「視野検査のレゾンデートル」とし、視野検査の重要性、存在意義を参加者の皆様と共有しようと考えて
います。特別講演、シンポジウムなど、魅力溢れる学術集会にしたいと考えております。

会　期／ 2016年５月14日（土）～15日（日）
会　場／ 神戸国際会議場
会　長／ 中村 誠（神戸大学大学院 医学研究科外科系講座眼科学分野教授）

ホームページ　http://jps.umin.jp/meeting/m-index.html
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第１５４回２０１６ 秋冬 日本グランドシューズコレクション

西日本最大級の靴の展示会として、半世紀以上に亘って開催されてきた「日本グランドシューズ
コレクション」も今回で１５４回目を迎えます。今や神戸になくてはならないイベントに成長してまいり
ました。
「シューズの街神戸」として親しまれてきた地元の靴メーカーを中心に、現在では全国各地からも
出展社が集まる一大事業として、今回も多くのバイヤーが商談等に訪れる予定となっています。
出展企業はこの展示会を「売上拡大の場」、「新規取引先開拓の場」、「新商品発表（提案）の
場」と捉えており、これまでに培ってきた技術とノウハウが凝縮された商品を発表致します。
当会場は神戸空港からも近く、交通アクセスも大変便利となっています。展示会の招待状をご
希望のバイヤーの方は、当組合ホームページよりご登録お願いします。

会　期／ 2016年5月25日（水）～26日（木）
会　場／ 神戸国際展示場２号館
主　催／ 日本ケミカルシューズ工業組合

ホームページ　http://www.csia.or.jp

第7回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会を、平成28年5月21日（土）に神戸国際会議場にて開催さ
せていただくことになりました。
本学会学術集会は、ニューロリハビリテーションに携わるリハビリテーション医、神経内科医、脳外科医、整形外
科医、療法士、看護師や脳科学の研究者が一堂に会し、ニューロリハビリテーションに関する最新の知識と情報を
交換・発信する場であります。学際的な臨床研究および治療開発を通して、わが国の医学・医療の発展と国民の
健康と福祉の向上に大きく貢献することを目的としています。
そこでメインテーマを｢ニューロリハビリテーションにおける基礎から臨床への橋渡し｣としました。第57回日本神経
学会学術集会（梶龍兒大会長）と共同開催となり、これまで以上に多彩で活発な意見交換がなされるものと期待さ
れます。多くの臨床家、研究者、専門職の方々が参加されるよう、心よりお願い申し上げます。

第7回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会

会　期／ 2016年5月21日（土）
会　場／ 神戸国際会議場
会　長／ 宮井 一郎（社会医療法人大道会 森之宮病院 院長代理）

ホームページ　http://www.congre.co.jp/jsnrnr2016/

（お問い合わせ）

日本ケミカルシューズ工業組合
担当　橋角
TEL 078-641-2525
FAX 078-641-2529

高分子学会は、会員数10,000を超える学術団体として、高分子科学の基礎的分野から、機能性・高性能材料
などの応用分野、例えば電気、電子、情報、バイオ、医療、輸送、建築、宇宙など幅広い研究分野の会員によっ
て支えられています。
本会は、第65回年次大会を5月25日（水）から27日（金）の3日間にわたって神戸国際会議場･展示場にて開催

します。高分子科学に携わる研究者・技術者が最新の研究成果を発表し、互いに密にコミュニケーションできる場を
提供します。また、特別セッション「高分子・今・未来」では、「ネットワーク革新が拓く未来のものづくり」、「QOLの
向上を目指した高分子技術の新展開」、「フレキシブルエレクトロニクスの最前線」、「自動車の環境適合性・快適性
に貢献する高分子材料」のテーマを取り上げます。高分子以外の分野をご専門とする方 も々含めて、多くの皆様の
参加をお待ちしています。

第65回高分子学会年次大会

会　期／ 2016年5月25日（水） ～ 27日（金）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場
運営委員長／松本 章一（大阪府立大学大学院 工学研究科）

ホームページ　http://main.spsj.or.jp/nenkai.html

第20回 神戸国際宝飾展（IJK2016）

●「震災復興の一助に」が開催のきっかけとなった、西日本最大の宝飾展
阪神・淡路大震災は、神戸を拠点とする多くの真珠メーカーにも大きなダメージを与えま

した。本展はそんな中、神戸の宝飾関係者から「震災復興の意味でも、ぜひ神戸で宝飾
展を開催してほしい」という強い要望を受け、1997年に第１回目を開催した展示会です。
現在では世界１５カ国570社が出展する、西日本最大の見本市に成長しました。会期
中は世界中からバイヤーが訪れ、毎年、会場周辺の全てのホテルが満杯になり、神戸市
へ大きな経済効果をもたらしています。本展には神戸ならではの真珠はもちろん、ダイヤモ
ンドなどの素材、高品質なジュエリーからトレンド商品までが揃い、国内外の宝飾小売店・
卸商をはじめとするバイヤーの宝飾品買い付けの場として高い評価を得ております。
展示会招待券は、ホームページ（www.ijk-fair.jp）から申し込み可能（無料）

会　　期／ 2016年5月11日（水）～13日（金）
会　　場／ 神戸国際展示場
主　　催／ リードエグジビションジャパン株式会社
特別後援／ 一般社団法人　日本真珠振興会

ホームページ　http://www.ijk-fair.jp
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第１５４回２０１６ 秋冬 日本グランドシューズコレクション

西日本最大級の靴の展示会として、半世紀以上に亘って開催されてきた「日本グランドシューズ
コレクション」も今回で１５４回目を迎えます。今や神戸になくてはならないイベントに成長してまいり
ました。
「シューズの街神戸」として親しまれてきた地元の靴メーカーを中心に、現在では全国各地からも
出展社が集まる一大事業として、今回も多くのバイヤーが商談等に訪れる予定となっています。
出展企業はこの展示会を「売上拡大の場」、「新規取引先開拓の場」、「新商品発表（提案）の
場」と捉えており、これまでに培ってきた技術とノウハウが凝縮された商品を発表致します。
当会場は神戸空港からも近く、交通アクセスも大変便利となっています。展示会の招待状をご
希望のバイヤーの方は、当組合ホームページよりご登録お願いします。

会　期／ 2016年5月25日（水）～26日（木）
会　場／ 神戸国際展示場２号館
主　催／ 日本ケミカルシューズ工業組合

ホームページ　http://www.csia.or.jp

第7回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会を、平成28年5月21日（土）に神戸国際会議場にて開催さ
せていただくことになりました。
本学会学術集会は、ニューロリハビリテーションに携わるリハビリテーション医、神経内科医、脳外科医、整形外
科医、療法士、看護師や脳科学の研究者が一堂に会し、ニューロリハビリテーションに関する最新の知識と情報を
交換・発信する場であります。学際的な臨床研究および治療開発を通して、わが国の医学・医療の発展と国民の
健康と福祉の向上に大きく貢献することを目的としています。
そこでメインテーマを｢ニューロリハビリテーションにおける基礎から臨床への橋渡し｣としました。第57回日本神経
学会学術集会（梶龍兒大会長）と共同開催となり、これまで以上に多彩で活発な意見交換がなされるものと期待さ
れます。多くの臨床家、研究者、専門職の方々が参加されるよう、心よりお願い申し上げます。

第7回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会

会　期／ 2016年5月21日（土）
会　場／ 神戸国際会議場
会　長／ 宮井 一郎（社会医療法人大道会 森之宮病院 院長代理）

ホームページ　http://www.congre.co.jp/jsnrnr2016/

（お問い合わせ）

日本ケミカルシューズ工業組合
担当　橋角
TEL 078-641-2525
FAX 078-641-2529

高分子学会は、会員数10,000を超える学術団体として、高分子科学の基礎的分野から、機能性・高性能材料
などの応用分野、例えば電気、電子、情報、バイオ、医療、輸送、建築、宇宙など幅広い研究分野の会員によっ
て支えられています。
本会は、第65回年次大会を5月25日（水）から27日（金）の3日間にわたって神戸国際会議場･展示場にて開催

します。高分子科学に携わる研究者・技術者が最新の研究成果を発表し、互いに密にコミュニケーションできる場を
提供します。また、特別セッション「高分子・今・未来」では、「ネットワーク革新が拓く未来のものづくり」、「QOLの
向上を目指した高分子技術の新展開」、「フレキシブルエレクトロニクスの最前線」、「自動車の環境適合性・快適性
に貢献する高分子材料」のテーマを取り上げます。高分子以外の分野をご専門とする方 も々含めて、多くの皆様の
参加をお待ちしています。

第65回高分子学会年次大会

会　期／ 2016年5月25日（水） ～ 27日（金）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場
運営委員長／松本 章一（大阪府立大学大学院 工学研究科）

ホームページ　http://main.spsj.or.jp/nenkai.html

第20回 神戸国際宝飾展（IJK2016）

●「震災復興の一助に」が開催のきっかけとなった、西日本最大の宝飾展
阪神・淡路大震災は、神戸を拠点とする多くの真珠メーカーにも大きなダメージを与えま

した。本展はそんな中、神戸の宝飾関係者から「震災復興の意味でも、ぜひ神戸で宝飾
展を開催してほしい」という強い要望を受け、1997年に第１回目を開催した展示会です。
現在では世界１５カ国570社が出展する、西日本最大の見本市に成長しました。会期
中は世界中からバイヤーが訪れ、毎年、会場周辺の全てのホテルが満杯になり、神戸市
へ大きな経済効果をもたらしています。本展には神戸ならではの真珠はもちろん、ダイヤモ
ンドなどの素材、高品質なジュエリーからトレンド商品までが揃い、国内外の宝飾小売店・
卸商をはじめとするバイヤーの宝飾品買い付けの場として高い評価を得ております。
展示会招待券は、ホームページ（www.ijk-fair.jp）から申し込み可能（無料）

会　　期／ 2016年5月11日（水）～13日（金）
会　　場／ 神戸国際展示場
主　　催／ リードエグジビションジャパン株式会社
特別後援／ 一般社団法人　日本真珠振興会

ホームページ　http://www.ijk-fair.jp
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Conference & Exhibition

第4回日本腎不全栄養研究会学術集会・総会

第4回日本腎不全栄養研究会学術集会・総会を2016年6月25日（土）、26日（日）、「チーム医療でめざ
す腎疾患栄養管理の質向上」をテーマに開催することとなりました。腎機能の低下に伴いカリウム、リン、塩分、
水分管理が重要となり、これらの管理において食事・栄養療法は重要な位置を占めます。また、糖尿病が
原疾患の場合は血糖を管理するためのさらに複雑な食事療法も必要となります。さらに近年、腎不全患者の
低栄養にも注目が集まっております。低栄養状態は感染症等の合併症を引き起こし、この低栄養にも食事・
栄養療法は必須です。本研究会は管理栄養士を中心とし、医師をはじめ多職種が協力して、腎不全患者の
食事・栄養療法を啓蒙・発展させ、研究を重ねていく研究会であり、今後の腎不全医療における食事・栄
養療法は本研究会にゆだねられております。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

会　期／ 2016年6月25日（土）～26日（日）
会　場／ 神戸国際会議場
大会長／ 濵田 康弘（徳島大学大学院医歯薬学研究部 疾患治療栄養学分野 教授）

ホームページ　http://www.jinfuzeneiyo.com/meeting.html

第64回日本化学療法学会総会

第64回日本化学療法学会総会は、テーマを「化学療法の今後は？－多方面からの再考－」とし、変貌目まぐるし
い耐性菌の状況と、それを追いかけ対峙する抗菌化学療法の今後に光が見えるのかどうか、いろいろな角度から再
検討を加え、本学会の立ち位置の重要性を今一度確認できる学術集会にしたいと考えております。先進7か国首
脳会議（伊勢志摩サミット）が5月に開かれ、そこで、耐性菌や新興感染症をいかに克服していくかが論議される予
定であり、抗菌薬開発を中心とした感染症治療法の推進はグローバルにも喫緊の課題です。抗菌薬・化学療法を
巡る最新の情報が提供できる学術集会を展開する所存です。
113番新元素発見者である森田浩介先生による、特別教育講演をはじめとしまして、様々な企画を立てておりま

すので、是非、多数の方々にご参加いただきたく、お待ち申し上げております。

会　期／ 2016年6月9日（木）～11日（土）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 荒川 創一（神戸大学医学部附属病院 感染制御部）

ホームページ　http://www.c-linkage.co.jp/jsc64/

今回の学習会は、「切れ目のない母乳育児支援～施設と地域・他職種間との協働」をテーマです。母乳育児支援の基本スキルから、最近注
目の産後ケア、社会全体で母乳育児を支援していくための仕組みに至るまで、実践的な情報をお伝えします。

第４０回母乳育児支援学習会in神戸

会　期／ 2016年6月18日（土）～19日（日）
会　場／ 神戸国際展示場2号館コンベンションホール
主　催／ NPO法人日本ラクテーション・コンサルタント協会

ホームページ　http://www.jalc-net.jp/

日本分子イメージング学会は、生体内における分子および細胞レベルの生物学的事象を解明するための研究を推進し、
研究者相互の知識の交換・関連団体との連携を通じて、それらの成果としての臨床応用によって、学術の発展に寄与する
とともに広く社会に貢献する事を目的とする学術団体です。
今大会テーマは「分子イメージングが切り拓く明日の医療（Molecular Imaging ‒ improving the future of 

medicine）」としました。臨床医の先生にも多くご参加頂き、多様な疾患を対象とし、最新の技術進歩と病態解明への貢献、
さらに診断および治療法の向上について、分野横断的に議論したいと思います。今回は参加者の増加を見込み、シンポジ
ウムや一般口演は２会場での同時進行にし、モーニングセミナーやランチョンセミナーの開催、など新しい試みに挑戦します。
一人でも多くの皆さまにご参加いただけますことを心よりお待ち申し上げております。

11th Annual Meeting of the Japanese Society for Molecular Imaging, 4th Annual Meeting of the Federation of Asian Society for Molecular Imaging.

会　期／ 2016年5月28日（土）～29日（日）
会　場／ 神戸国際会議場
大会長／ 杉村 和朗（神戸大学大学院医学研究科放射線医学分野 教授）

ホームページ　http://www.molecularimaging.jp/information/

IHTESH 2016 Kobe　国際半導体先端科学技術環境安全会議

IHTESHは、世界の半導体業界が取り組む先進的な環境技術を発表する学会形式の国際会議であり、2008年以来、8年振りに我が国が
開催国となり、この風光明媚な神戸にて実施することとなりました。
今回のキーノートセッションでは、産・学よりそれぞれお招きし、学界からはMEMS研究の第一人者である東京大学 藤田博之教授からIoT

（Internet of Things）とMEMS技術融合による将来のかたち についてご講話頂きます。また産業界からは東京エレクトロンの東哲郎相談役か
らご講話頂きます。更に特別講演として、地元･神戸大学から、ウェアラブルデバイス研究の先陣を切る塚本昌彦教授よりご講話頂きます。
2日間に渡る技術発表では、地球温暖化対策、化学物質削減、資源活用・リサイクル等に活かされるあらゆる環境技術の提案を数多く予定

しており、皆々様に様々なインスピレーションを湧かせられる催しとなることと存じます。
是非この機会に、多くのご参加を頂けますようお願い申し上げます。

会　期／ 2016年5月31日（火）～6月2日（木）
会　場／ 神戸国際会議場
主　催／ 一般社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA）

ホームページ http://ihtesh2016-kobe.jp/　（英語）　http://ihtesh2016-kobe.jp/jp/　（日本語）

日本樹木医会は、樹木医を正会員とする一般社団法人で、樹木等の保全や樹木文化の発展などに関する活動を行
い、広く環境の保全に寄与することを目的としています。正会員数は、現在2,200名を超えており、本年度の全国大会
は兵庫県で開催します。全国大会では、定時社員総会、樹木医講演会、交歓会、エクスカーションなどの行事を行います。
エクスカーションでは、姫路城及び竹田城において城跡と樹木管理との関係について現地検討を行います。
樹木医講演会は、樹木医だけでなく、行政担当者、樹木等に関心のある一般市民等が多数参加し、毎年度全国的

なテーマのもと樹木等の効果的な保全方法などについて講演や意見交換などを行います。本年度は「先人たちに学ぶ
緑の都市防災」、「兵庫県みどりのヘリテーマネージャーと樽見の大ザクラの紹介」、「兵庫県（のフロラ）と牧野富太郎」
を演題として行います。一般市民の方々の参加を心よりお待ちしております。

平成28年度 一般社団法人日本樹木医会・兵庫大会

会　期／ 2016年6月3日（金）～4日（土）
会　場／ 神戸国際会議場
兵庫大会実行委員会委員長／鳥越 茂（一般社団法人日本樹木医会 兵庫県支部長）

ホームページ　http://www.jumokui.jp
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Conference & Exhibition

第4回日本腎不全栄養研究会学術集会・総会

第4回日本腎不全栄養研究会学術集会・総会を2016年6月25日（土）、26日（日）、「チーム医療でめざ
す腎疾患栄養管理の質向上」をテーマに開催することとなりました。腎機能の低下に伴いカリウム、リン、塩分、
水分管理が重要となり、これらの管理において食事・栄養療法は重要な位置を占めます。また、糖尿病が
原疾患の場合は血糖を管理するためのさらに複雑な食事療法も必要となります。さらに近年、腎不全患者の
低栄養にも注目が集まっております。低栄養状態は感染症等の合併症を引き起こし、この低栄養にも食事・
栄養療法は必須です。本研究会は管理栄養士を中心とし、医師をはじめ多職種が協力して、腎不全患者の
食事・栄養療法を啓蒙・発展させ、研究を重ねていく研究会であり、今後の腎不全医療における食事・栄
養療法は本研究会にゆだねられております。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

会　期／ 2016年6月25日（土）～26日（日）
会　場／ 神戸国際会議場
大会長／ 濵田 康弘（徳島大学大学院医歯薬学研究部 疾患治療栄養学分野 教授）

ホームページ　http://www.jinfuzeneiyo.com/meeting.html

第64回日本化学療法学会総会

第64回日本化学療法学会総会は、テーマを「化学療法の今後は？－多方面からの再考－」とし、変貌目まぐるし
い耐性菌の状況と、それを追いかけ対峙する抗菌化学療法の今後に光が見えるのかどうか、いろいろな角度から再
検討を加え、本学会の立ち位置の重要性を今一度確認できる学術集会にしたいと考えております。先進7か国首
脳会議（伊勢志摩サミット）が5月に開かれ、そこで、耐性菌や新興感染症をいかに克服していくかが論議される予
定であり、抗菌薬開発を中心とした感染症治療法の推進はグローバルにも喫緊の課題です。抗菌薬・化学療法を
巡る最新の情報が提供できる学術集会を展開する所存です。
113番新元素発見者である森田浩介先生による、特別教育講演をはじめとしまして、様々な企画を立てておりま

すので、是非、多数の方々にご参加いただきたく、お待ち申し上げております。

会　期／ 2016年6月9日（木）～11日（土）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 荒川 創一（神戸大学医学部附属病院 感染制御部）

ホームページ　http://www.c-linkage.co.jp/jsc64/

今回の学習会は、「切れ目のない母乳育児支援～施設と地域・他職種間との協働」をテーマです。母乳育児支援の基本スキルから、最近注
目の産後ケア、社会全体で母乳育児を支援していくための仕組みに至るまで、実践的な情報をお伝えします。

第４０回母乳育児支援学習会in神戸

会　期／ 2016年6月18日（土）～19日（日）
会　場／ 神戸国際展示場2号館コンベンションホール
主　催／ NPO法人日本ラクテーション・コンサルタント協会

ホームページ　http://www.jalc-net.jp/

日本分子イメージング学会は、生体内における分子および細胞レベルの生物学的事象を解明するための研究を推進し、
研究者相互の知識の交換・関連団体との連携を通じて、それらの成果としての臨床応用によって、学術の発展に寄与する
とともに広く社会に貢献する事を目的とする学術団体です。
今大会テーマは「分子イメージングが切り拓く明日の医療（Molecular Imaging ‒ improving the future of 

medicine）」としました。臨床医の先生にも多くご参加頂き、多様な疾患を対象とし、最新の技術進歩と病態解明への貢献、
さらに診断および治療法の向上について、分野横断的に議論したいと思います。今回は参加者の増加を見込み、シンポジ
ウムや一般口演は２会場での同時進行にし、モーニングセミナーやランチョンセミナーの開催、など新しい試みに挑戦します。
一人でも多くの皆さまにご参加いただけますことを心よりお待ち申し上げております。

11th Annual Meeting of the Japanese Society for Molecular Imaging, 4th Annual Meeting of the Federation of Asian Society for Molecular Imaging.

会　期／ 2016年5月28日（土）～29日（日）
会　場／ 神戸国際会議場
大会長／ 杉村 和朗（神戸大学大学院医学研究科放射線医学分野 教授）

ホームページ　http://www.molecularimaging.jp/information/

IHTESH 2016 Kobe　国際半導体先端科学技術環境安全会議

IHTESHは、世界の半導体業界が取り組む先進的な環境技術を発表する学会形式の国際会議であり、2008年以来、8年振りに我が国が
開催国となり、この風光明媚な神戸にて実施することとなりました。
今回のキーノートセッションでは、産・学よりそれぞれお招きし、学界からはMEMS研究の第一人者である東京大学 藤田博之教授からIoT

（Internet of Things）とMEMS技術融合による将来のかたち についてご講話頂きます。また産業界からは東京エレクトロンの東哲郎相談役か
らご講話頂きます。更に特別講演として、地元･神戸大学から、ウェアラブルデバイス研究の先陣を切る塚本昌彦教授よりご講話頂きます。
2日間に渡る技術発表では、地球温暖化対策、化学物質削減、資源活用・リサイクル等に活かされるあらゆる環境技術の提案を数多く予定

しており、皆々様に様々なインスピレーションを湧かせられる催しとなることと存じます。
是非この機会に、多くのご参加を頂けますようお願い申し上げます。

会　期／ 2016年5月31日（火）～6月2日（木）
会　場／ 神戸国際会議場
主　催／ 一般社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA）

ホームページ http://ihtesh2016-kobe.jp/　（英語）　http://ihtesh2016-kobe.jp/jp/　（日本語）

日本樹木医会は、樹木医を正会員とする一般社団法人で、樹木等の保全や樹木文化の発展などに関する活動を行
い、広く環境の保全に寄与することを目的としています。正会員数は、現在2,200名を超えており、本年度の全国大会
は兵庫県で開催します。全国大会では、定時社員総会、樹木医講演会、交歓会、エクスカーションなどの行事を行います。
エクスカーションでは、姫路城及び竹田城において城跡と樹木管理との関係について現地検討を行います。
樹木医講演会は、樹木医だけでなく、行政担当者、樹木等に関心のある一般市民等が多数参加し、毎年度全国的

なテーマのもと樹木等の効果的な保全方法などについて講演や意見交換などを行います。本年度は「先人たちに学ぶ
緑の都市防災」、「兵庫県みどりのヘリテーマネージャーと樽見の大ザクラの紹介」、「兵庫県（のフロラ）と牧野富太郎」
を演題として行います。一般市民の方々の参加を心よりお待ちしております。

平成28年度 一般社団法人日本樹木医会・兵庫大会

会　期／ 2016年6月3日（金）～4日（土）
会　場／ 神戸国際会議場
兵庫大会実行委員会委員長／鳥越 茂（一般社団法人日本樹木医会 兵庫県支部長）

ホームページ　http://www.jumokui.jp
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〒650-0046　神戸市中央区港島中町7-5-1 
TEL：078-303-0100㈹
FAX：078-303-0211
URL  htttp://www.pearlcity.co.jp/kobe/

徒歩約７～10分

国際会議場・国際展示場

ポートライナーで約15分
市民広場駅乗り換え『中埠頭駅』下車徒歩3分

神戸空港

新神戸～ホテル…約25分
三　宮～ホテル…約15分

新神戸・三宮 無料シャトルバス運行
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当連盟が昭和31年7月創立以来、平成28年で60周年を迎えることを記念して、
フォークダンス、日本民踊、スクエアダンス、ラウンドダンス、レクリエーションダンスの5
種目のダンスを、神戸市で外国からの指導者、全国からの愛好者が約7,000人集まり、
日頃の活動と研鑽の成果を発表しあうと共に、今後の発展を希してこの大会を開催しま
す。
愛好者が集うが、神戸市の一般市民の方 と々この3日間を楽しむことを目的として開
催します。

会　期／ 2016年7月8日（金）～10日（日）
会　場／ ワールド記念ホール、神戸国際展示場、神戸国際会議場、
 神戸市立中央体育館
主　催／ 公益社団法人 日本フォークダンス連盟

ホームページ　http://www.folf-dance.or.jp

創立60周年記念大会 第16回全日本フォークダンス大会

日本義肢装具士協会は、国家資格である義肢装具士で構成される職能団体として、1991年に設
立されました。年次全国学術大会・各支部セミナーの開催や定期学術誌の発行により、義肢装具士
の資質の向上及び知識・技術の研鑽に努めております。また、学術大会開催により、一般ユーザー
の方々への情報発信、他の専門職団体との共同関係の構築にも寄与してまいりました。
第23回大会では、テーマを「可能性の探求」とし、従来の義肢装具の枠を越え、新しいカテゴリー

のデバイスを探るきっかけとなるような指定演題を準備しております。尚、17日（日）午後には、商業展示・
招待講演の一般公開と、装具療法に関する市民公開シンポジウム「CORABOSS特別企画」を予定
しております。
多くの一般の方々のご参加をお待ち申し上げます。

会　期／ 2016年7月16日（土）～17日（日）
会　場／ 神戸国際会議場
会　長／ 小西　克浩（株式会社澤村義肢製作所）

ホームページ　http://www2.convention.co.jp/japo2016

第２３回日本義肢装具士協会学術大会

2016年の第14回日本臨床腫瘍学会学術集会を神戸で開催させていただくことになりました。近年の分子生物学
の急速な進歩により、がんの発生・増殖・転移の機序が解明され、それに基づいた治療戦略が開発されています。
これを効率的に臨床に昇華させるためには、従来の臓器・領域別の研究・診療体制ではなく、がんを臓器・領域横
断的にとらえる必要があります。また、基礎研究と臨床研究を融和させる必要もあります。
そこで今回の学術集会のテーマを、『Breaking Through the Barriers: Optimizing Outcomes by Integration 
and Interaction』とし、がんの分子生物学の発展をがん患者および家族の利益に結びつけるために、領域を越えた
産学官の連携を図りたいと考えております。このコンセプトのもと、臓器・領域別のプログラム以外に、横断的なプロ
グラムを充実させ、従来の臓器・領域別の枠を越えた討論の場を提供できるようにしたいと企画しています。これが臨
床腫瘍学の発展に寄与し、がん医療の向上につながるものと確信しています。
皆様の奮ってのお越しを心よりお待ち致しております。

会　期／ 2016年7月28日（木）～30日（土）
会　場／ 神戸国際展示場、神戸国際会議場
会　長／ 南 博信（神戸大学大学院医学研究科 腫瘍・血液内科）

ホームページ　http://www2.convention.co.jp/jsmo2016

第14回日本臨床腫瘍学会学術集会

我々は、脳血管内治療の安全な普及を図ることを目的に2003年より脳血管内治療
ライブセミナーを行い、脳動脈瘤塞栓術や頚動脈ステント留置術などの血管内治療をラ
イブ中継して、その治療戦略や各種医療機器の使用法などの解説を加えることにより、
医師・コメディカルスタッフ・その他の医療関係者に脳血管内治療の実際を学ぶ機会を
提供してきました。参会者は年々増加しており、昨年は900名を越える参会がありました。
今年のブラッシュアップセミナー (BSNET2016)は、2016年6月30日（木）～7月3

日（日）の4日間、神戸国際展示場で開催します。最終日には、日本・中国・韓国の3
カ国で行うEast Asian Conference of Neurointerventionを併催します。日本開催
は3度目となりますが、2013年の開催時には、海外からの参会が200名を越え大いに
盛りあがりました。今年も多数の参加者を見込んでおり、年々進歩する脳血管内治療
分野における東アジアの現状と今後について、熱いディスカッションが期待されます。

脳血管内治療ブラッシュアップセミナー& EACoN 2016

会　期／ 2016年6月30日（木）～7月3日（日）
会　場／ 神戸国際展示場3号館
代表幹事／ 坂井 信幸（神戸市立医療センター中央市民病院）、宮地 茂（大阪医科大学）、江面 正幸（仙台医療センター） 

ホームページ　http://www.bsnet.umin.jp/
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〒650-0046　神戸市中央区港島中町7-5-1 
TEL：078-303-0100㈹
FAX：078-303-0211
URL  htttp://www.pearlcity.co.jp/kobe/

徒歩約７～10分

国際会議場・国際展示場

ポートライナーで約15分
市民広場駅乗り換え『中埠頭駅』下車徒歩3分

神戸空港

新神戸～ホテル…約25分
三　宮～ホテル…約15分

新神戸・三宮 無料シャトルバス運行
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この度、第40回全国学校図書館研究大会（神戸大会）を開催いたします。全国の小学校、中学校、高等学校、
特別支援学校が加盟する全国でも珍しい教育研究団体の大会です。
「アクティブ・ラーニングを支える学校図書館の在り方」をメインテーマに、文部科学省、兵庫県、神戸市、兵庫県
市町村教育委員会連合会をはじめ、多くのご後援を得て上記の日程で開催いたします。約100講座の分科会は講演、
講義、シンポジウム、実践報告、研究討議、ワークショップなど変化に富んだ内容となっています。学校図書館の活
動に関心のある方ならどなたでもご参加いただけます。港町・神戸でみなさまのご参加をお待ちしております。

会　期／ 2016年8月8日（月）～10日（水）
会　場／ 神戸国際展示場２号館、神戸学院大学ポートアイランドキャンパスＢ号館
大会長／ 高井 芳朗（兵庫県教育長）

ホームページ　http://www.j-sla.or.jp

第40回全国学校図書館研究大会（神戸大会）

神戸市（ポートピア81記念基金）

（一財）神戸国際観光コンベンション協会
ＴＥＬ　０７８‐３０３‐００９０　ＦＡＸ　０７８‐３０２‐６４７５

〒650-0046　神戸市中央区港島中町6-9-1

（公財）中内力コンベンション振興財団

（公財）中内力コンベンション振興財団
ＴＥＬ　０７８‐３０３‐８１１１　ＦＡＸ　０７８‐３０３‐４８００
〒650-0046　神戸市中央区港島中町6-10-1　神戸ポートピアホテル内

補助金についてのご案内

第５回日本包括歯科臨床学会総会が神戸市で開催されます。日本包括歯科臨床学会は、顎口腔系の炎症の要素・力
の要素を包括的な観点で診断し、最少の侵襲で永続性をともなった最大の治療効果を上げることを目的とし、2012年に設
立されました。その後、歯科の各分野での本会員による活発な臨床報告などにより、歯科界で周知されるようになってきました。
今回の総会では「健口長寿を目指して」というテーマのもとに、ライフステージに応じた口腔の変化を読み取り、患者に寄

り添った治療を施し、健やかなエイジングを獲得するための要点を整理・ディスカッションしたいと考えておりますので、多くの
方のご参加をお待ちしております。

会　期／ 2016年8月27日（土）～28日（日）
会　場／ 神戸国際会議場
会　長／ 国賀 就一郎

ホームページ　http://22i.gr.jp/comp/

第５回日本包括歯科臨床学会総会

世界医学検査学会は日本では1988年神戸で開催し、今回で2回目となります。この国際学会の開催に伴い、国内の臨床検査を代表する臨床検査技師からな
る日本医学検査学会、臨床検査医からなる日本臨床検査医学会と臨床検査技師養成校の教育者からなる日本臨床検査学教育学会学術大会を同時開催いたしま
す。
このような同時開催は初めてで、臨床検査週間となります。国際学会のメインテーマは「international innovation of laboratory medicine」、特別講演はノーベ

ル賞を受賞された田中耕一先生に「臨床検査における質量分析装置の実践的応用」、日本医学検査学会と日本臨床検査医学会のメインテーマは「Challenge」、
特別講演は京都大学名誉教授の井村裕夫先生に「先制医療とその実践に向けての課題」を予定しています。日本臨床検査学教育学会学術大会のテーマは「臨
床検査技師の国際化」として開催致します。これからの医療に役立つ臨床検査を目指して海外の臨床検査技師、国内の臨床検査技師、臨床検査医や臨床検査
教育に携る者が最新の研究発表を行い熱い議論が交わされる予定となっています。市民公開講座も予定していますので、多くの方の参加を心よりお待ちしています。

会　期／ 2016年8月31日（水）～9月4日（日）
会　場／ 神戸国際展示場
会　長／ 宮島 喜文（一般社団法人
 日本臨床衛生検査技師会 会長）

第32回世界医学検査学会
会　期／ 2016年9月1日（木）～9月4日（日）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、
 神戸ポートピアホテル
学会長／ 小柴 賢洋（兵庫医科大学臨床検査医学 主任教授）

第63回日本臨床検査医学会学術集会

会　期／ 2016年9月3日（土）～9月4日（日）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 中町 祐司（神戸大学医学部附属病院検査部/
 公益社団法人兵庫県臨床検査技師会 会長）

第65回日本医学検査学会
会　期／ 2016年8月31日（水）～9月2日（金）
会　場／ 神戸国際展示場、神戸常盤大学
会　長／ 坂本 秀生（神戸常盤大学保健科学部
 医療検査学科 学科長）

第11回日本臨床検査学教育学会学術大会

第32回世界医学検査学会ホームページ　http://www.ifbls2016.org/ 第63回日本臨床検査医学会学術集会ホームページ　http://www.congre.co.jp/63jslm/
第65回日本医学検査学会ホームページ　https://www.congre.co.jp/65jamt/ 第11回日本臨床検査学教育学会学術大会ホームページ　http://www.jamte11.jp/

第8回日本臨床睡眠医学会学術集会

第8回日本臨床睡眠医学会（Integrated Sleep Medicine Society Japan：ISMSJ）学術集会を神戸
の地で開催することになりました。本学術集会は睡眠に関連するあらゆる職種の人々が睡眠医学を学び、そ
れぞれの強みを睡眠医学の発展に向けて統合させることを目的にしています。今回は、「睡眠と健康；光環境
を見直す」をテーマとしました。近年、夜の過ごし方が変わり、LEDの開発とともに急速に光環境が変化して
きていますが、光環境も睡眠に影響を及ぼす大きな要因のひとつです。そこで積極的な光附加による睡眠障
害の改善について米国のAncoli-Israel先生に講演していただき、3日目のサテライトシンポジウム「上質な
睡眠を得るための光環境とは？」では、日中の光環境ならびに夜の光環境が睡眠や生体リズムをどう変化させ
るのか、についてレビューしていく予定です。多くの皆様の参加をお待ちしております。

会　期／ 2016年8月5日（金）～7日（日）
会　場／ 神戸国際会議場
組織委員長／香坂 雅子（特定医療法人朋友会石金病院）

ホームページ　http://www.ismsj8th.net/

神戸国際会議場で「固体におけるスピン関連現象の物理と応用に関する国際会議
（PASPS 9）」を開催いたします。本会議は20年にわたり、「スピン」という電子や核が持つ
磁石のような性質にまつわる物理とそれを応用したエレクトロニクス（スピントロニクス）の発展
を支えてまいりました。第9回目となる今回はナノテクノロジーを使って実現されるスピンの新
現象や革新的なスピントロニクス素子について世界トップレベルの著名な研究者と新進気鋭
の若手研究者を多数集め、新しい潮流を概観します。
神戸という素晴らしい街で、活発な議論が繰り広げられると期待しております。PASPS9

への皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。

固体におけるスピン関連現象の物理と応用に関する国際会議（PASPS 9）

会　期／ 2016年8月8日（月）～11日（木）
会　場／ 神戸国際会議場
実行委員長／大岩 顕（大阪大学産業科学研究所）・小林 研介（大阪大学大学院理学研究科）

ホームページ　http://www.pasps9.org 大岩 顕 小林 研介
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この度、第40回全国学校図書館研究大会（神戸大会）を開催いたします。全国の小学校、中学校、高等学校、
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市町村教育委員会連合会をはじめ、多くのご後援を得て上記の日程で開催いたします。約100講座の分科会は講演、
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会　場／ 神戸国際展示場２号館、神戸学院大学ポートアイランドキャンパスＢ号館
大会長／ 高井 芳朗（兵庫県教育長）

ホームページ　http://www.j-sla.or.jp

第40回全国学校図書館研究大会（神戸大会）

神戸市（ポートピア81記念基金）

（一財）神戸国際観光コンベンション協会
ＴＥＬ　０７８‐３０３‐００９０　ＦＡＸ　０７８‐３０２‐６４７５

〒650-0046　神戸市中央区港島中町6-9-1

（公財）中内力コンベンション振興財団

（公財）中内力コンベンション振興財団
ＴＥＬ　０７８‐３０３‐８１１１　ＦＡＸ　０７８‐３０３‐４８００
〒650-0046　神戸市中央区港島中町6-10-1　神戸ポートピアホテル内

補助金についてのご案内
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ホームページ　http://22i.gr.jp/comp/

第５回日本包括歯科臨床学会総会
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第32回世界医学検査学会ホームページ　http://www.ifbls2016.org/ 第63回日本臨床検査医学会学術集会ホームページ　http://www.congre.co.jp/63jslm/
第65回日本医学検査学会ホームページ　https://www.congre.co.jp/65jamt/ 第11回日本臨床検査学教育学会学術大会ホームページ　http://www.jamte11.jp/
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神戸国際会議場で「固体におけるスピン関連現象の物理と応用に関する国際会議
（PASPS 9）」を開催いたします。本会議は20年にわたり、「スピン」という電子や核が持つ
磁石のような性質にまつわる物理とそれを応用したエレクトロニクス（スピントロニクス）の発展
を支えてまいりました。第9回目となる今回はナノテクノロジーを使って実現されるスピンの新
現象や革新的なスピントロニクス素子について世界トップレベルの著名な研究者と新進気鋭
の若手研究者を多数集め、新しい潮流を概観します。
神戸という素晴らしい街で、活発な議論が繰り広げられると期待しております。PASPS9

への皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。

固体におけるスピン関連現象の物理と応用に関する国際会議（PASPS 9）

会　期／ 2016年8月8日（月）～11日（木）
会　場／ 神戸国際会議場
実行委員長／大岩 顕（大阪大学産業科学研究所）・小林 研介（大阪大学大学院理学研究科）

ホームページ　http://www.pasps9.org 大岩 顕 小林 研介

068899_CONVE_P19_P20

16022401スガ→022601スガ→030101スガ→030201スガ→030401スガ→030801スガ→030901スガ→031001スガ→031601スガ→031701スガ→



21 CONVENTION KOBE 22CONVENTION KOBE

Conference & Exhibition, Information

第23回日本門脈圧亢進症学会総会を、平成28年9月9日（金）～ 10日（土）に、神戸国際会議場で開催
することになりました。
「門亢症の未来予想」をテーマに進歩する門脈圧亢進症診療を議論し、若手研究者の教育セッションを盛り
込み、学問レベルの向上を通じ広く国民の福祉に寄与できることをこの上なく光栄に存じております。
９月の神戸は、清 し々い海風で皆様を迎えてくれると思います。私たちスタッフもおもてなしの心で準備してい
ます。空いた日には観光、グルメとお楽しみ下さい。皆様の多数の参加をお待ちしております。

会　期／ 2016年9月9日（金）～10日（土）
会　場／ 神戸国際会議場
会　長／ 廣田 省三（兵庫医科大学放射線医学講座 主任教授）

ホームページ　http://www2.convention.co.jp/23jsph/index.html

第23回日本門脈圧亢進症学会総会

日本伝道会議は、1974年に日本福音同盟が主体となって第1回が京都で開催され、現在は独立した実
行委員会によって７年に１度開催しています。そしてこの度は、第６回を日本のキリスト教会の歴史において
重要な都市でもある神戸で開催できることを大変うれしく思っています。
この会議は、日本全国また海外からもクリスチャンの牧師また信徒たちが一同に会する大変意義深い会議
です。特に今回は、４日間同じ８人の小グループでディスカッションをし交流を深めます。私たちはこれを「コイ
ノニア（ギリシャ語で「交わり」）と呼んでいます。会議のテーマは、「再生へのRe-VISION～ 福音・世界・可
能性 ～」です。閉塞感漂うこの時代に教会に何ができるのかを謙遜に学び、また心一つにして祈りたいと願っ
ています。もちろん神戸の街と食を満喫できることも楽しみにしています。

会　期／ 2016年9月27日（火）～30日（金）
会　場／ 神戸国際展示場、神戸国際会議場
実行委員長／竿代 照夫　　会　長／中台 孝雄

ホームページ　http://jcenet.org

第６回日本伝道会議

「次世代を創生する技術の結集」をテーマに、西日本最大級の産
業総合展示会を開催し、ビジネスマッチングを推進します。
出展分野
健康・医療、環境・エネルギー、航空・宇宙、ロボット、ものづくり、ＩＴ・

ＩｏＴ、電気・電子、ライフスタイル（食品・住宅等）、地域振興・地場
産業、産学連携・支援機関　などの成長産業／先端技術
出展申込締切日　2016年6月10日（金）
出展規模　前回実績 431社・団体、499小間（同時開催事業含む）

同時開催（予定）
G7神戸保健大臣会合関
連イベント、ひょうご環境
ビジネス展、みなと元気
メッセ2016、こうべしんき
んビジネスメッセ2016、
たんぎん産業メッセ2016、
にっしん輝きメッセ2016

会　期／ 2016年9月8日（木）～9日（金）
会　場／ 神戸国際展示場
主　催／ 国際フロンティア産業メッセ2016実行委員会

ホームページ　http://www.kobemesse.com/

国際フロンティア産業メッセ2016

入場無料
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